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この報 告 書 は 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部

で あ る機 械 工 業 振 興 資金 の 補 助 を受 け ,昭 和50年 度

に実 施 した 「経 営 計 画 情 報 シス テ ムに 関 す る基 本 問題

の 調 査 研 究 」 の結果 を と りま と めた もの で あ ります。
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わが 国 の企 業 が 指 向 す る経 営 情 報 シ ステ ムは オ ペ レ ー シ ョナ ル レベ ル の シス

テ ム管理 お よび 経営 計 画 レベ ル の シス テ ムへ と開発 が行 われっ つ ありますが ,経

営計 画 の策 定 にお け る経 営 科 学 手 法 を中 心 とす る意 志決 定 支援 シス テ ムにつ

　

い て は,必 ず しも有 効 に利 用 さ れ てい る とは言 え ない 状 況 に あります
。

当財団では,本 年度 は企業の経営 計画の意思決定段 階における コン ピュ_タ

の利 用状況 を調査 し,情 報処理 の理論的諸問題 につ いて研究す ると ともに
,モ

デル企業内の経 営計画情報 シス テ ムの開発 を実施 いた しま した。本報告書は こ

れを とりま とめた もの であ ります。

ここに本調査実施 に際 しご協 力いただ きま した経営計画情報 システ ム調査委

員会委員,な らび にア ンケー ト調査,面 接調査 にご協力 いた だ きま した各位 に

心 より感謝の意 を表 します とともに,本 報 告書が各方面 に利用され る ことを念

願す る次第 であ ります。

↑
.} 昭和51年3月

財団法 人 日本 情 報処 理 開発 協 会

会 長 植 村 甲 午 郎
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1 調 査 研 究 の 概 要

11経 営計 画情 報 シ ステ ム調 査 の 目的

●

●

も

●

1960年 代 に各 方 面 か ら主張 され た 「MISへ の ア プロ ーチ 」 は,そ れ 以

前 にお こ な われ て い た コ ン ピュー タ を各 個別 処 理 ご とに利 用 す る とい うや り方

を発 展 させ,よ り積 極 的 に全体 的情 報 処 理体 系 と して 構 成 し よ うとい う試 み で

あ った。 しか し,そ の後,当 初 の 目的 を完成 させ る にい た らず,数 々の失 敗 事

例 が 報 告 され,問 題 点 が 指摘 され て きた。 この原 因 は,基 本 的 に は,コ ン ピュ

ー タ ・シス テ ムの適 用 対 象 で あ る一般 的 な情 報 処 理 と処 理 シス テ ム との相 互 関

係 を詳 し く分析 す る こ とをせ ず,そ の た め,各 々の 適 用 対 象 に おけ る情報 処 理

の特 徴 を 明 らか に し,そ れ に 基 づ いて処 理 シ ス テ ムの 設計 に適 当 な工 夫 を し,

ま たその た め に 必要 な技 術 的 問題 を開 発す る とい った 作 業 が伴 わ な か った こ と

に あ る とい え よ う。

各経 営 体 に お け る経 営 計 画 策 定過程 に お け る情報 処 理 を適 用対 象 とす る処 理

シス テ ムを研 究対 象 とす るの は 次の 理 由 に よ り意 義 の ある こ とで あ る。す な わ

ち,第 一 に,経 営 計 画 策 定過 程 は それ 自体,各 経 営 体 に お け る根 本 的 な行 動 内

容 を規 定 す る重 要 な領 域 で あ り,第 二 に,一 般 的 な 情 報 処理 と情 報 処 理 シス テ

ムの相互 関係 に 特 に工 夫 を必 要 とす る典 型 的 な 分野 だ か らで ある。 経営 体 に お

け る全 て の情 報 処 理 を体 系 化 し,そ の 中 に コン ピュー タに よる情 報 処 理 を位 置

づけ る とい う意 味 での 経 営 情 報 シス テ ム(MIS-ManagementInforma-

tionSystem)を 完 成 させ る には,計 画 過 程 に お け る情 報 処 理 だけ を対 象 と

して いて は 不 十 分 で あ る。 しか し,予 測 さ れ る 諸 々の 問題 点 を十 分考 慮 した上

で,経 営 計 画過 程 に お け る情 報 処理 が他 の 分野 の シス テ ム,あ るい は 全体 シス

テ ムを考 察 す る上 で も っ と も基本 にな る であ ろ うとい う展 望 を もつ こ とは お そ

ら く間違 えて は いな い と思 われ る。
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経 営計 画 過 程 に 拾 け る情報 処 理 を対 象 とす る処 理 シス テ ムに つ い て,現 在,

ある 確立 した理念 が あ り,我 々 もそ の 考 え を十 分 一 般 に妥 当 す る もの として支

持 で きる と考 え る。 それ は,経 営 計 画 に おけ る情報 処 理 の 基本 は,そ の計 画 を

担 当す る 人間 の 意 思決 定 であ り,情 報処 理 シス テ ムは そ の 意 思決 定 を支援(サ

ポ ー ト)す る ことが 目的 で あ る,と い う考 え で あ る。 そ れ 故,こ の よ うな シス

テ ムを,経 営 意思 決定 サ ポ ー トシ ス テ ム(MDS-ManagementDecision

SupportSystem)と 呼ぶ の で あ る。 我 々の研 究 もこの 考 え を基 礎 に して行

う。 問 題 は,経 営 計 画 過 程 に 拾 い て,人 間 の創 造 的 な分 析能 力,適 切 な意

思決 定 を効 果的 に サ ポ ー トす る に は,ど の よ うな処 理 シ ス テ ム が望 ま しい か,

とい うこ とで ある。

命

●

1.2調 査 研 究 の 項 目

(1)各 企 業 に おけ る経 営 計 画 の仕 様foよ び コ ン ピュ ータ の 利 用 の 仕 方 につ い て

は2つ の方 法 に より調 査 した。1つ は,特 定 の企業 に つ い1,計 画 の策 定方 法,

使 用 さ れ る情 報,コ ン ピ ュー タの利 用方 法 等 につい ての 詳 細 な調 査 で あ る。 こ

れ は,顧 麟 麦 酒 株式 会 社 の協 力 を得 て 行 っ た もの で あ る 。 も う1つ は ・ 多

数 の企 業 につ い て,同 様 の事 項 につ い て の ア ン ケー ト調 査 で あ る。

(2)MDSに 関係 す る 理 論的 問題 に つい ては,す で に 開発 さ れ てい る,い わ ゆ

るMDSを は じめ,情 報 管理 シ ス テ ム,企 業 モデ ル等 の シス テ ムの 設計 仕 様,

お よびそ れ に 関係 す る文 献,論 文 等 を検討 した。

(3)MDSに つ い て の 理 論 的 研 究,拾 よびそれ に基 づ くシス テ ム設計 につ い て

は,経 営計 画 に 於け る情 報処 理 の特 徴,シ ス テ ムに要 請 さ れ る機 能,性 質 を分

析 し,そ れ に基 づ い てMDSと して 望 ま しい シス テ ム設 計 の 方法 を考 察 した。

(4)MDSの 理論 的 研 究,設 計 仕 様 を前 提 に して,カ ー ドだ け を使 用 者 か らの

入 力媒 体 と して利 用 す る シス テ ム に つい て も考 察 した。 これ につ い て は,具 体

的 に シス テ ムを作成 し,そ れ に必 要 な外部 仕 様 書,内 部仕 様 書 を作 成 した。

■

一2一



`

■

1.3経 営計 画 情 報 シ ステ ム の今 後 の課 題

(1)経 営 計 画 情 報 シス テ ム形 成 の 諸 々の理 論 的問題 を検討 した 結 果,次 の よ う

な基 本的 な考 え を提 案 す る こ とが で きる と考 え る。 す なわ ち,経 営 計 画過 程 で

の 情報 処 理 を適 用 対 象 と した コ ン ピュー タ ・ソフ トウェ ア と しての 情 報処 理 シ

ス テ ムは,使 用 者 の問題 設定,ニ ーズ か ら独 立 に してお くこ とが 望 ま しい とい

うこ とで あ る。 経 営 計 画 そ れ 自体 が高 度 の情 報 処 理体 系 として 設定 され る のだ

が,そ れ に対 処 す る コ ン ピュー タ ・ソ フ トウ ェア と して の情 報 処 理 シス テ ムは,

その 情 報 処 理 体 系 の 論理 構 造 と機 械 的 に対 応 させ る の では な く,全 く独 立 に処

理 シス テ ム 自体 の 論 理 構造 を も って い る もの であ るべ きで ある。 そ して,こ の

た め に シス テ ムの 情 報処 理機 能 に よる 分割 と,使 用 者 とは独 立 な 分析 手法,言

語 を基 に した デー タの 分析,処 理 ソー ル を もつ こ とが重 要 で あ る。

② 一 般 的 な 情 報 処 理体 系 と情報 処 理 シス テ ムの論 理 構 造 は互 い に 独 立 な もの

と してお く。 そ して,こ の二 つ の体 系の 接 点 に特 別 の 工 夫 をす る こ とが 次の 提

案 で あ る。 接 点 の 工 夫 とは,要 す る に,使 用 者が 意 図す る 処 理 内 容 を簡単 な入
`

力 作業 を もって,処 理 シス テ ムにそ れ を入 力す る こ とが で きる よ うに して お く

こ とで あ る。 この ため に,次 の二 つの こ とを提案 す る。 一 つ は,使 用 者 の お こ

な う情 報 入 力 を,あ らか じめ シス テ ムの側 で解析 して お き,質 問 一応 答 の列 と

して表 現 す る,そ して そ れ を端末 装 置 を使 用 して,逐 次的 に お こな うこ とで あ

る。 二 つ 目の 提 案 は,使 用者 の記 述 した 処 理 内容 を示 す 情報 を,シ ス テム に記

録 して お くとい う機能 を もつ こ とで あ る。 使 用 者 は以 後,類 似す る 処理 は,そ

の情 報 を指 示 す る こ とに より,容 易 に実 行 させ る こ とが で き る よ うに して お く。

(3)こ の シス テ ムの技 術 士 の決 め手 は,各 々,性 格 の違 う処理のため に,統 一 した

デ ー タの表 現 形 式 を用 い る こ とが で きるか ど うか とい うこ とで ある 。 そ して,

この表 現形 式 は,使 用 者 が コ ン ピュー タ とは 離 れ て,日 常 用 いて い る表現 形 式

と も一 致 して い る 必要 が ある。 この た め に,一 般 の デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ

ム とは 多 少異 な る デー タ管理 の 方 法 を提 案 す る こ とに した。
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(4)結 局,MDSの もつ問題 は,従 来 の個 別 問 題 に対 応 した プ ログ ラ ムでは 適

当 でな い こ とに ある 。 使 用者 の 側 の ニー ズが 多様 で,複 雑 だか らで ある。 一 般

的 な 情報処 理 が い くつか の 問題 を含 ん だ体 系 で あ る こ とも重 要 で あ る。 こ う し

た事実 の上 に,コ ン ピ ュー タ ・ソ フ トウェア と しての 情 報 処 理 シス テ ムの 設計

の方 法 が 問 われ てい るの で あ る。 そ して,経 営 計 画 過 程 で の 情 報処 理 は ,そ の

典 型的 な分 野 なの で あ る。 我 々 の研 究 は,こ の 課題 に対 す る一 つ の解 答 で あ る

と思 う。

⑤ 今 後 の課 題 は 次 の とお りであ る。 一 つは,業 務 レ ベル に おけ る情 報処 理 を

含 め て,各 企 業 の 全 体 的 情 報処 理体 系 を考 察 し,そ の 中 でMDSの 占め る位 置

を具 体 的 に明 らか に す る こ と,そ れ か ら経 営 計 画 過 程 に おけ る一 般 的情 報 処 理

を考察 し,処 理 シス テ ム との 関係 を探 究 し,処 理 シ ステ ムの 有効 性 を検 討 す る

こ とで あ る。

1.4調 査 委 員 会

本調査 を進 めるにあた り,経 営計 画情報 シス テム調査委員会 を設置 した。

経 営 計 画 情報 シス テ ム調 査委 員会 構成

(敬 称略 順不 同)

■

委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

男

亘

彦

二

雄

之

隆

公

宏

豊

有

三

忠

川

人

田

中

橋

下

川

宮

岸

山

山

高

丹

市

一橋大 学商学部教授

麟麟 麦酒株式会社 企画 部副部長

同上 経 理部管理課長

岡上 事務 管理 部 システ ム課長

成績大学経 済学 部助教授

一橋大学商学 部大 学院

(財)日 本情報処理開発協会

技術調査部 調査課 長
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2.コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ トウ ェ ア と し て

の 経 営 意 思 決 定 サ ポ ー ト シ ス テ ム

は じ め に

8

`

この報 告書 は,経 営意思決 定サ ポー トシステ ムとして,我 々が提案する シス

テムの設計 の概要 を説明す るのが 目的 であ る。 このために,関 連す る諸問題 を

検討 しつつ,我 々の主張 を展開す る とい う方法 を とった。 それで各部 分におい

て,理 論上 の問題 と設計概要 とが混在 してお り,多 少整理不足であるか もしれ

ない。厳密 な設計 仕様 書ではな く,設 計仕様 書の基礎にな る考 え方 と技術士の

問題 を説明す るのが 目的であ るか ら,こ の点御了承いただ きたい。

2.1コ ン ピ ュー タ の 利 用 形 態 の 発 展

2t1コ ン ピュー タ処 理 の適 用 対 象

一 般 に ,各 経営 体 に お いて,広 い意 味 での 情報 処理 とい う作 業 が あ る。 そ し

て,そ の 作業 を い ろ い ろ な意 味 で効 果 的 で ある よ うに,コ ン ピュ ー タ を利 用す

る こ とを考 え る。 そ して その と き,そ の対 象 で あ る情報 処 理 の 内容 と関連 させ

つつ,処 理 の一 部 ま たは 全 部 を担 当 す る コン ピュー タ ・ソフ トウ ェア と して の

シス テ ムを設 計 しな くて は な らな い。 同時 に,適 用 対 象 で あ る一 般 的 な情 報 処

理 の様 式,論 理 構 造 と情報 処 理 シス テ ムの それ とは,ど の よ うに関 連 し,そ の

接 点 は どの よ うに して お くべ きか とい うこ とを あわ せ て考 察 す る こ ≒に な る。

っ ま り,適 用対 象 に よっ て シス テ ム設 計 に 適 切 な工 夫 を必 要 とす る。

2i2い くつか の試 み

コン ピュー タは,実 現 以 来現 在 ま で に著 しく進歩 して きた とい わ れ て い る。
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しか し,そ れ ら進 歩 の 内容 を見 れ ば,ハ ー ドウ ェ ア とそ れ に近 い ソフ トウ ェア

(主 と して オ ペ レー テ ィング ・シス テ ム)に 限 られ て い て ,使 用者 の利 用 方 法

につ いて は,現 在 ま で本 質 的 に変 わ らな い あ る方 法 が 続 い て きたの で ある。 そ

れ は,極 端 に い え ば,シ ス テ ム 設 計 者 が 使 用 者 の 要 求 を 厳 密 に 理 解 し
,

個 別 の 問 題 ご と に 各 々 固 有 の シ ス テ ム を 作 成 す る と い う や り方 で あ る。

現 在 で も こ の 方 法 は 続 い て い る。 しか し,必 ず し も経 営 計 画 の分 野 で は な

い が,使 用 者 の側 か らみた,異 な った コ ン ピュー タの利 用 形 態 を生 み 出 すで あ

ろ うと思 われ る い くつ か の試 み が あ る。 」

213デ ー タ管理 システ ム

第1は,デ ー タの 管 理 を基 本機 能 とす る汎 用 シス テ ム を作成 ,使 用 し,問 題

別 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラ ムの作 成 に際 しては,こ の部 分 を個 別 に 作成 す

るの で は な く,デ ー タ管 理 シス テ ムの 提 供 す る処 理 機 能 を利 用 す る とい う もの

であ る。 この よ うな シス テ ムは デ ー タ管 理 シス テ ム ,情 報 管理 シス テ ム等 と呼

ばれ る もの で あ る。 デー タ 管理 シス テ ムは ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの 中

で利 用 され る だ け で な く,デ ー タの記 録 ,検 索,報 告 書 の 作成 等,デ ー タの 記

録 装 置 それ 自体 と して も利 用 され る。 デ ー タ管 理 シス テ ムにつ いて は ,そ の 問

題 点 を後 で詳 し く議 論 す るが,こ こで注 目 して お くべ き こ とは ,従 来 の 個別 問

題 に対 応 した シス テ ムの 作 成 では な く,情 報 処 理 機 能 に対 応 して シス テ ム を 作

成 す る とい う基 本 的 考 え 方 で ある。 さ らに,コ ン ピュー タに よる情報 処 理 の 流

れ は,例 え ば,デ ー タの 入 力 ,処 理,出 力 とい う よ うな,固 定 した もの では な

く,い くつ か の処 理 機 能 が ラ ンダ ム に使 われ,1回 の 処 理 に おい て ,単 にデ ー

タを入 力す る だ け,あ る い は 出力 の み と い っ た こ とも頻 繁 にあ り得 る とい うこ

とで あ る。

魯

2.1.4構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ

第2は,E.W.ダ イ ク ス ト ラ に よ っ て 提 案 さ れ た 構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ
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`

亀

∀

とい う考 え方 で あ る。※ 構 造 化 プ ・グ ラ ミングの 提案 は,プ ログ ラ ム とい うも

の につ い て の厳 密 な検 討 を主 張 した こ とに意 義が あ る。 現 在,大 量 の プ・ グ ラ

ム(シ ス テ ム)が 作成 さ れ,利 用 され てい る が ,作 成 され た プ ログ ラ ムの 処理

内容 につ い ての 正確 さ を 論 理 的 に証 明 す る手 段 が な い のが ほ とん どで あ る。 あ

る デー タ を入 力 し,し か るべ き 出力 で あ るか否 か を チ ェ ックす る こ とに よ って,

その 判 定 を してい るだ け で あ る。 そ の ブ ・ グ ラ ムが 利 用 さ れ て い る間 に入 力 さ

れ る可 能 性 の あ るデ ー タ をす べ て検 証 す る こ とは もち ろん でき な い。 構 造 化 プ

ログ ラ ミン グは,あ る 情 報処 理 を正 確 に プ ログ ラ ミ ン グす る た め の方 法 に つい

ての提 案 で あ る。 そ の 具体 的 な内容 に つ い て は,現 在 多 くの 議 論 が あ り,今 後

発 展 して い くで あ ろ う。 い わ ゆ るGOTOス テ ー トメン トの是 非 な どは い ろい

ろな 見 解 が あ る。 しか し,多 くの コ ン ピュー タ ・ソフ トウェ ア の分 野 の専 門 家

の間 で一 致 して い るの は,ブ ・ グ ラ ミング とい う作業 を再 度 反 省 し直 し,正 確

な処 理 を記 述 す る た め の方 法 を探 究 す べ きで あ る とい うこ とで あ る。 従来 の,

い わば トラ イ ・ア ン ド ・エ ラー(tryanderror)の プ ログ ラムの 作成 は反

省 され ね ば な らず,プ ロ グ ラ ミング あ る いは シス テ ム設 計 を正 確 さ,安 定 性,

コス ト等 を十 分考 慮 して ,理 論 的 基 礎 の 基 にお こな うこ とが大 切 で あ る。 この

よ うな こ とは 特 に,大 規 模 な シス テ ム を作成 す る と きに 問 題 にな る。 大 規 模 シ

ス テ ム の作 成 に際 しては,プ ロ グ ラ ミン グそ れ 自体 の コス トを考 慮 して,シ ス

テ ムの 開 発,維 持,修 正 の 方 法 と利 用上 の 方法 との 関 係 を吟 味す る必 要 が ある。

プ ・グ ラムそ れ 自体 の 論 理 構 造 は,処 理 の対 象 とな る問 題 の論 理 構 造 と機 械

的 に対 応 させ る必 要 は な い 。 使 用者 は,単 な る利用 上 の問 題 か らの み,シ ス テ

ムを考 え る ので は な く,シ ス テ ムそ れ 自体 の 作成 に も留意 しな くて は な らな い。

※ 参 考:Dijkstra,E.W.,NotesonStructuredProgra-

mming,'tStructuredProgramming',,pp.1-82,

AcademicPress,London.
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21.5デ ィス プ レイ装 置 に よ る入 出力

第3は,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レイ(graphicdisplay),キ ャ ラ ク

ター ・デ ィス プ レイ(characterdisplay)等 の 端末 装 置 を利 用 した入 出

力で あ る。 端末 装 置 を利 用 す る と,使 用 者 が 意 図す る処 理 を入 力 してか ら,出

力結果 が手 元 に届 くま で の時 間(turnaroundtime)が 非常 に減 少す る,

使 用者 が 入 力 作業 を容 易 に で き る よ うにす る等 の実 際 的 効果 が ある。 そ れ に 加

えて,ブ ・グ ラム上 の 処 理 の論 理 構 造(実 行 の 流 れ)を 多様 に して お くこ とが

で き る よ うに な る とい う効果 が あ る。 シス テ ム と使 用 者 は ダ イナ ミ ック に対 応

し,処 理 内容 を 逐次 的 に変 更す る とい う使 い 方 が で きる よ うに な る。

以 上 の よ うな い くつか の アプ ロー チ は,結 局,高 度 の 情報 処 理 体 系 を 目的 と

す る,コ ン ピュー タ ・ソ フ トウ ェア の側 の発 展 で あ る とい え よ う。 情 報 処 理 の

内容 が 複雑 に な る と,そ れ に対 処 す る処 理 シス テ ム も,い ろ い ろ の条 件 を考 慮

して,組 織 的 な体 系 と して 作成 す る こ とを要 請 され る。 この組 織 的 な体 系 と し

ての 処 理 シス テ ム と一 般 的 な情 報 処 理 との相 互 関 係 お よび そ の接 点 を詳 し く分

析 す る こ とが,今 後 の 処 理 シス テ ム の設 計 上 の課 題 で あ る。 こ こで,展 開す る

経 営意 思決 定 サポ ー トシス テ ム も,こ の よ うな 試 み の一 つ で あ る。 す な わ ち,

シス テム 作成 上 の コス ト,利 用 上 の容 易 さ,シ ステ ムの維 持,修 正 等 を考 慮 し

て,使 用者 の側 か らみた 適 切 な工 夫 をす る こ と,こ の観 点 か ら全 体 的 情 報 処 理

体 系 とコ ン ピュー タ ・ソフ ト ウェア と して の処 理 シ ステ ムの論 理 構 造 の相 互 関

係 お よびそ の接 点 を考 え る こ とで あ る。

●

22経 営意 思 決 定 サ ポー ト・シ ステ ム

経営 意 思 決定 サ ポ ー ト ・シス テ ム(MDS-ManagementDecision

SupportSystem)は,経 営 計 画 策 定 に 関す る情 報処 理 を適 用対 象 とした コ

ン ピュー タ ・ソフ トウ ェ ア として の シス テ ム で あ る。 この節 では,前 節 で の

「使 用 者 の 側 か らみ た適 切 な工 夫 」 が,経 営 計 画策 定 過 程 にお け る情 報 処理
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●

⑨

、

の場 合,ど の よ うに具 体 化 され るべ きで あ るか 考 え る。

221経 営 計 画

(1)経 営 計画 は後 に詳述す る ように定型化 された処理 内容 を もつ部分 が少ない。

もちろん,個 別 企業の業種,規 模,市 場環 境等 に よって異 なる。 ここでは以後

の説明のた めに,経 営計画の 内容 として,概 していえる ことを確認 してお く。

経営計画 は高度の政治的判断 を必要 とす る もの と,い わ ゆ る経 済 分 析,経

営分析 に よる もの とがある。前者 を政治的意思決定,後 者を経営 的意 思決定 と

呼ぶ。

政治的意思決 定は,概 して,一 回限 りの意思決定,非 数量的 な情 報 を主 とし

て利用す る高度 の戦 略的意 思決定 といった特徴 があ る。

経営的意思決 定は,数 量 的情報 を基礎 に,生 産,販 売,財 務等 の具体 的な行

動内容 を明 らかに し,経 済学,経 営 学上の 分析 尺度 に よって企業 活動 を追求す

る。両者は ともに関連 しあ う。MDSは,こ の中で,経 営 的意 思決 定 において

主 として利用する情報 の生成 を 目的 とす るが,こ の中の情報は,政 治的意思決

定において も,参 考資料 と して利 用され る もの も多 くある。

② 経営 的意 思決 定の対 象 になる計画 は,個 別計画(部 門別計画)と 全社的統

一計画 が組 まれ,相 互 に関係 づけなが ら政策決 定 を行 う。 個別計画 は概 略次の

ものか ら構成 され る。

① 需 要 予 測

② 販 売 計 画

③ 生 産 計 画

④ 在 庫 計 画

⑤ 設 備 投 資 計 画

⑥ 要 員 計 画

⑦ 研究 ・開発計画

⑧ 財 務 計 画
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全 社 的統 一 計 画は,長 期 計 画,短 期計 画 が あ る。 短 期 計 画 は,通 常 一 年 を単

位 とす る こ とが 多 く,実 際 は予 算 の作 成 が 主 た る内 容 で あ る。 予 算 は 期 間利 益

の観 点 か ら,企 業 活 動 を総 合 的 に計 画 す る もの で,最 終 的 に は見 積 損 益計 算 書,

見積 貸 借 対 照表 と して示 さ れ る こ とが 多 い 。 短 期計 画 は,長 期 計 画 に よって与

え られ た計 画 を前 提 とす る ので,変 動 的 な部 分 の見 積 り,調 整 を特 に重視 す る。

そ の た め,需 要 の予 測(短 期 的変 動)と 原 価 計 算 に作業 の 中心 が おか れ る。 長

期 計 画,短 期 計 画 は,分 析 視 点,取 り扱 う問題 が 異 な るの で あ る が,両 方 で 同

じよ うな情 報 を期 間 や視 点 を変 えて 作 る こ とも多 い。 これ らの情 報 は,各 企 業

のそ の時 々の状 況 に よっ て,い ろ い ろで あ るが,一 応 の 参考 のた め に,基 本 的

な もの を例 示 して お こ う。

旬 見積 損 益 計 算 書:利 益 目標 く りか え し,パ ラメー タ感度 分 析,売 上 げ,

コス ト変 更の 影 響 の分 析

(b)キ ャ ッ シュ ・フ ロー(cashflow):資 金 源 泉,使 途 の探 究,割 引 キ

ャ ッ シ ュ ・フ ロー,投 資 収 益,資 本 支 出,負 債 調達,税 率,支 払 計 画等 の設

定

(c)見 積 貸 借 対 照表:財 務 比 率

(d)全 社 的収 支 計 画

(e)原 価 見 積

(f)ロ ジス テ ィ ック ス計 画:加 工,処 理工 場 の場 所,生 産 能 力,在 庫 能 力,

原 材 料入 手 先,得 意 先 分 配 等。

(g)人 員計 画:生 産 計 画,人 員 数,残 業 量,コ ス ト等。

(h)国 民 経 済 動 向 予測:国 民所 得,消 費 支 出の 予 測 等。

(i)製 品 の需 要 予測

以上 の よ うな情 報 の他 に,長 期 計 画 に個 有 の もの と して は,次 の よ うな もの

が あ る。

(j)設 備 投 資計 画 につ い て の利益,コ ス ト等 。

(k)製 品計 画 に 関す る技 術 情 報,市 場 動 向 等 。
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この よ うな情 報 は ご く一 部 で あ り,ま た この よ うな 情 報 を生 成 す る過 程 でさ

ま ざま な 分 析 が お こ なわ れ,関 連 す る情 報 が 生成 さ れ る。 そ して,全 体 と して

の 企業 行 動 を考 察 し,政 策 が策 定 され る こ とにな る。

●

じ

'

、

222経 営計 画過 程 で の情 報 処 理

(1)`意 思 決 定 の サ ポー ト

我 々が経 営 計 画過 程 に おけ る情 報 処 理 シス テ ムを考 え る と きに,第 一 に注 意

す べ き こ とは,経 営計 画 と い う広 い 意 味 で の情 報処 理 の 中で,処 理 システ ムの

担 当 す る役 割 を 正 しく位 置 づ け る こ とで あ る。

従 来,計 画立 案 そ の もの を全 面 的 に 自動 化 させ る とい うア ブ ・一 チ が あ った。

そ して,そ の 失 敗 が各 方 面 か ら指摘 さ れ て い る。 計 画過 程 では,そ の企 業 の 内

部 の 状 態,環 境 の分 析,問 題 の 発見,代 替 案 の 作成,評 価,選 択 等 々の一 連 の

作 業 が 行 わ れ る 。 この 場 合,人 間 の 分析 能 力 の 果 す 部 分 は 重 要 で あ る。 企

業 の政 策立 案 に お いて,事 務 機 械 化,経 営 科学 の手 法 だ け に 限 定 で きな い こ と

は 明 らか で あ る。 そ れ 故,情 報処 理 シ ス テ ムは,経 営 計 画 担 当 者 ま た は その ス

タ ッフの分 析,意 思決 定 との 関係 に お い て,果 す べ き役 割 を考 え るべ きだ とい

うこ とに な る。

全 て の情 報 処 理 は 他 の 情 報 処 理 と入 出 力関係 を もつ 。 情 報 処 理 の 中 に は,コ

ン ピ ュー タ に よ って 行 わ れ る も の も あ る が,そ れ が 全 て で は な い。 とにか

く,情 報処 理 シ ステ ムは 他 との 関 連 に お い て,考 え な くて は な らな い。 この意

味 で,全 て の 情報 シス テ ムは,そ れ だ け で成 り立 つ もの で は な い。 しか し,計

画過 程 で使 用 す る処 理 シス テ ムの 場 合,単 な る 入 出 力関 係 の 問題 で は な く,使

用 者 の意 思 決 定 と有 効 に 結 びつ くた め には,計 画 過 程 の 情 報 処 理 個有 の 特徴 が

あ る。 これ が,特 にMDSに つ い て 考察 す る場 合 の基 本的 な問 題 点 な の で あ る。

以 下,こ の 点 をみ て い こ う。

(2)多 様 な情 報 処 理

、 経営 計 画 過 程 に おけ る情 報 処 理 は,い わ ゆる非定 型 的 な問題 が 多 く,そ の た
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め,処 理手 順 を あ らか じめ想 定 して お く こ とが 困難 で あ る。 計 画 過 程 では,問

題の 発 見,予 期 しな か っ た環 境 の 変 化 へ の対 処 等 を含 み,そ の た め そ の都 度 問

題 を定 式化 し,望 ま七 い 行 動 を探 る とい う作業 が重 要 だか らで あ る。

さ らに,あ る一 つ の 問 題 に つい て,例 え ば需 要 の 予 測 をす る場 合 等,そ の た

め に必 要 な 情報 の生 成,分 析 の 方法 は,そ の ときの 問 題 意 識,環 境 等 に よ って

さ ま ざ ま に変 るで あろ う。 む しろ,問 題 の種 別,あ る い は 分 野 と分析 手法 とは

独 立 な もの で あ っ て・Jこ れ ら を固定 的 に 関係 づ け るべ きで は な い。 あ る一 つ の

・問題 に つ い て ,異 な る処 理 に よって 生 成 さ れ た情 報 を 比 較検 討 す るの も意 味 の

ある こ とで あ る。

従 来,経 営 計 画 は 各 問 題別 に考 え る傾 向 が あ った。 多 くの場 合,経 営 組 織 に

おけ る 各 部 門 が対 応 す る問 題 につ い て の計 画 を策 定 して,会 議 等 の何 らか の方

法 で相互 調 整 をお こな う とい う様 式 が 多 か った よ うで あ る。 今 日重 要 な課 題 は

個 別 計 画 相互 の 関 係 を明 示 的 に定 式 化 し,体 系 的 な 計 画 を 策 定す る こ とで あ る 。

全社 的 な体 系 的 計 画 は,そ こに含 まれ る 変 数 の 数,そ れ らの 相 互 関 係 の 複雑

さを考 え る と,大 規 模 な モ デ ル にな らざ る を得 な い。 大 規模 な モ デ ル ほ ど,定

式化す る こ とが 困難 で,一 般 に妥 当 す る固 定 的 な もの を 設 定 しに く く,そ の た

め,常 に モ デ ル の検 討,改 善 を必 要 とす る。 この た め,大 規 模 な モ デ ル の作 成

は,あ る意 味 で は,常 に完 全 な もの で は な い と考 え る方 が よい。 完 全 な モ デ ル

が完 成 す る ま で待 つの では な く,漸 次改 善 を加 え て よ り分 析 能 力 のあ る もの に

発 展 させ る方 が む しろ 一 般 に 妥 当 す る方法 で あ る。

経 営 計 画 の策 定 方 法,必 要 な分析 は,そ れ 自体 そ の企 業 の 発 展,環 境 の 変 化

に よ って漸 次変 化 発 展 す る もの で あ る。 さ らに,計 画 に 必 要 な知 識,技 術 も発

展 して い く もの と考 え て お くべ き で あ る。 した が っ て,処 理 シス テ ムはそ の よ

うな変 化 に耐 え 得 る もの であ るべ きで あ る。 経 営 計 画 の改 善 に 際 して,処 理 シ

ス テ ムの 変 更 を必 要 とす る と,ど う して も妥 協 的 に な る。 後 に 詳 述 す る よ うに,

シス テ ムの 設計,プ ロ グ ラ ミング それ 自体 が コス トの か か る作 業 で あ る こ とを

認 識 して お くべ き で あ る。 、
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経 営計 画 策 定は そ れ'自体 が 企業 に と って 重要 な仕 事 で ある。その ため,常 にそ

の や り方 を改 善 す る こ とを試 み る こ とが 望 ま しい 。之 の 意 味 で,あ る 程 度 の長

期 間 を とって考 え る と,そ の 処 理 内容 はや は り多様 なの で あ る。 処 理 シス テム

は,長 期 間 の 使 用 に 耐 え 得 る もの で な くて は な らな い か ら,計 画 そ れ 自体 の発

展 を十 分 考 慮 して 作 られ る必 要 が あ る。

(3)使 用者 が容 易 に利 用 で き る シス テ ム

コ ン ピュ ータ の 処 理 シ ス テ ムは ,可 能 な限 り,コ ン ピ ュー タ につ い ての専 門

知 識 を もたな い 人 に よ って 直接 利 用 で きる こ とが 望 ま しい。特 に,MDSの 対

象 とす る計 画策 定 過程 で は,処 理 が 定 型 化 され て い る こ とが 少 な く,使 用 す る

人 の 意 図 が 正 確 に,煩 雑 さ を伴 わず に,シ ス テム に入 力 で きる こ とが 大切 で あ

る。 この 意 味 で は,業 務 上 の ル ー チ ン化 され た処 理 とは 異 な る。

使 用 者 に とって,コ ンゼ ユ ご タ に つい ての 専 門 知識 を必要 と しな い こと と合

せ て,入 力 作 業 が 繁 雑 で な い こ と も重 要 な条 件 で ある。

使用 者 が容 易 に コ ン ピ ュー タ を利 用す る た めに は,完 全 に処理 内 容 が固 定 し

て い る処 理 シス テ ムに 対 し,デ ー タ の指 定 だけ を 行 う と い う 方 法 も あ る 。

しか し,MDSの 場 合 は,こ の よ うな わけ には いか な い。 使用 者 が 容 易 に利 用

で きる と は,そ の意 図 す る処 理 を複 雑 な作 業 をせ ず に,指 定 す る こ とで あ って,

内容 的 には 複雑 な作 業 を実 際 の 操 作 で は容 易 に で き る よ うにな って い るとい う

こ とで あ る。

問題 の発 生 の都 度,意 思 決 定 者 ま た は そ の ス タ ッフが ブ ・グ ラム を 作成 す る

とい うわけ には い か な い。 この よ うな こ とは,本 来 の仕 事 を軽 視 す る こ とに な

る。 あ るい は,シ ス テ ムの専 門 家 に依 頼 す る と,実 際 問題 と して,間 に合 わ な

い こ とが 多い 。 だか ら,非 定 型 的 な あ らか じめ予定 で きない処 理 で あ って も,

使 用 者 がす ぐさ ま,容 易 に利 用 で き る よ うに,あ らか じめ プ ログ ラ ム として 作

成 され てい な くて は な らない 。

(4)処 理 内容 の よ くわか る シ ステ ム

経 営 計画 に お いて参 考 とな る情 報 は,何 らか の 処 理結 果 として の デ ー タで あ
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るか ら,い わ ゆ る客 観 デ ー タは 少 な く,分 析 結 果 と して の 予測 値,推 定 値,各

種 統 計 量 等 が 多 い 。 例 え ば,需 要 予 測,販 売 見積 りは そ うで あ る し,原 価計 算

も主 と して 標 準 原 価 計 算 が 用 い られ,こ の よ うな デ ー タ を前 提 とす る財務 諸 表

は全 て 見 積 りの 数 値 で あ る。 そ の た め,
、使 用者 は,出 力 さ れた 情 報 に つ いて,

その 意 味,条 件,処 理 手 順 等 を厳 密 に認 識 して い な くて は な らな い。 情 報 の 意

味 を知 らな い で,そ れ を利 用 す る こ とは で きな い こ とは も ちろ ん で あ るが,計

画 過 程 で参 考 にす る 資料 と して の デ ー タ は,特 に,処 理 手 順 を 吟 味 しな い で用

い る こ とは 意 味 がな い。

企 業 の 計 画 策 定 の 中 で経 営 的 意 思 決 定 とい われ る もの で あ って も,経 営 科 学,

統 計 学,管 理 会計 等 の理 論 は 万 能 では ない 。 我 々 は な るべ く一 般 に妥 当す る経

営 理 論 を発 展 させ る こ とを期 待 して よい し,各 企 業 に お い て,実 際 に応 用 し,

な るべ く合理 的,科 学 的 分 析 を踏 まえ て,計 画 を策 定 す る こ とが 望 ま しい。 し

か し,現 時 点 で は理 論 や 分 析 手 法 は 現 実 適 用 性 とい う点 で限 界 が ある とみ な く

て は な らな い。

.経 営 につ い て の理 論 や 分 析 手 法 を現 実 に適 用 さ せ て い く上 で,一 つ の壁 は,

計 画 策 定 老 また は そ の ス タ ッフが十 分 そ の使 用 した理 論 や 分析 手 法 を理 解 せ ず

に,評 価 を下 す こ とが あ る こ とで あ る。 例 え ば,回 帰 分析 をす る こ と と予 測 を

す る こ と とは 別 の こ とで ある。 統 計 学 上 の手 法 は,関 連 す るさ ま ざま な情 報 を

計 測 し生 成 す る。 これ らの 情報 を相 互 に関連 づ け な が ら,分 析 してみ る こ とに

よって,対 象 と して い る 問題 に つ い て,役 に た つ こ とが わ か る こ と も,ある。 あ

るいは,シ ミュ レー シ ョン につ い て も,そ の モ デ ル を 構 成 す る 関係 式 を厳 密 に

理解 しな い で,単 に入 力 デ ー タや パ ラ メ ー タの 値 と評 価 対 象 に な る変数 の値 と

を結 びつ け て 考 え る の は 危 険 で あ る。

分析 手 法 や 分 析上 設 定 す る モ デル は,具 体 的 に検 討 す る こ とに よ って,は じ

め てそ の 効 果,限 界,生 成 さ れ る情 報 を使 用 す る場 合 の注 意 事項 等 が 明 らか に

な る。 そ して 新 しい 手法,モ デ ル を開 発 す るた め の 基 礎 に な る とい え よ う。

以 上 の よ うな わ け で,コ ン ピュー タ に よる情 報 処 理 は,経 営計 画 の場 合 で あ
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るが,そ の 処 理 内容,お よび 出 力結 果 で あ る情 報 に つ い て は,使 用 者 が 十 分知

らな くて は 意 味 が な ピ。 と ころ が,こ れ は 意 外 に めん ど うな こ となの で あ る。

この た め には,プ ログ ラ ムの 中 の ロ ジ ック が 非 常 にわ か りや す くな ってい なけ

れ ば な らない。 そ して,こ の た めの工 夫 を必 要 とす る。 具 体 的 には,使 用 者 自

身 に よ って 記述 さ れ た もの 以 外 は,厳 密 な定 義 が さ れ て い て,ブ ・グ ラムの 内

容 に立 ち入 らな くと も,理 解 が で き る もの で あ るべ きで あ る。

(5)ト ー タル シス テ ム

MDSは 経 営 計 画 策 定 に 関 す る情 報処 理 を全 て カバ ー す る トー タル ・シス テ

ムで あ る こ とが 望 ま しい。 経 営 計 画 の過 程 で参 照 され る情 報 は 互 い に関連 して

い る こ とが 多 く,そ の た め,別 々の シス テ ム に して お くと,ど うして も不 便 な

こ とが お・こる。

さ らに,全 体 的 な計 画 が設 定 さ れ た な らば,そ れ を 容 易 に実 行 させ 得 る よ う

な シス テ ムで な くて は な らな い。 この よ うな わ け で,経 営 計 画 全 体 を一つ の 適

用 対 象 と した,ト ー タ ル ・シス テ ムが 望 ま しい こ とに なる 。

(6)容 易 に維 持,修 正 可 能 な シス テ ム

コン ピュー タ を利 用 す る人 とい う意 味 での 使 用者 に と って は ,単 に シス テ ム

を 使用 す る とい う こ とだ け では な く,そ の シス テ ムの 修 正,維 持,ま たは 新 し

い シ ス テ ムの 設 計,作 成 ある い はそ の注 文 等 々関連 す る全 て の事 柄 に関心 を も

つo

シ ステ ムの 設計,作 成 お よび維 持,修 正 は 多大 の コス トを費 やす もので あ り ,

特 に大 規 模 な シ ステ ムは,簡 単 に作成 で きる もの では な い。 シス テ ムは多様 な

処 理 内容 に対 処 で き,長 期 間 の使 用 に耐え 得 る もの で あ るべ きだ が,そ の た め

には,シ ス テ ムそれ 自体 の 処 理 内 容 が そ うな って い る こ とは も ちろん だが,加

え て,容 易 に修 正 で きる よ うに して お くべ き であ ろ う。 い わ ば二 重 の 備 えが 必

要 な ので あ る。

容 易 に 維 持,修 正 可 能 で あ る とい うこ との他 に,シ ス テ ムの 作 成 それ 自体 も

考 慮 して お か な くて は な らな い。
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シ ステ ム作成 の コ ス トは,誰 が 作 るか ,と い うこ とに ょ って決 ま る。 あ る い

は,誰 で な くて は い け な い か,と い うべ きか も しれ な い 。 つ ま り,コ ン ビ ュー

・タ'ソ フ ト・ウェア は,容 易 に複 写 可能 であ る か ら ,二 股 に適 用 で き る も の で

あ る ほ ど コス トは か か らな い 。 個 別企 業 に 固 有 の シス テ ム で あ る と,実 際 に誰

が 作 成 した と して も,各 企 業 別 に 開 発 す る こ とにな る。 この 場 合 は,個 別 企業

に個 有 の知 識 を 知 って い な くて は な らな い とい う,別 の 意 味 の コス トも必 要 と

す る。 一 般 に適 用 で き る システ ム で あれ ば,そ れ だ け コス トが減 少す る。
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3.経 営計 画情 報 システムの設計
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3.経 営 計 画 情 報 シ ス テ ム の 設 計

31シ ステ ム の 設 計 基 本 方 針

31.1解 説

MDSは,前 章 で説 明 した い くつ か の一 見互 いに 相 反す る よ うな機 能 ,性 質

を もつ シ ス テ ムで な くて は な らな い。 この 章 では,そ の よ うな条 件 を満 足す る

シス テ ム の設 計方 法,齢 よびそ れ に基 づ くシス テ ムの 基 本 構造 を提 案 す る。

312情 報 処 理 機 能 に よ る 分割

MDSの よう な大規 模 な シス テ ム を設計 す る場 合 には,全 体 を構 成 す るサ ブ

シス テ ムの設 定 の仕 方 が 第 一 に 重要 で あ る。 各 サ ブ シス テ ムは,問 題 オ リ`エン

テ ドに構 成 しな い で,徹 底 して 情報 処 理機 能 に よる。 コン ピュー タ ・システ ム

に とって,情 報処 理 機 能 とは,例 え ば,需 要 予 測,生 産 計 画,財 務 分析 とい う

よ うな,個 別 の 問題 に か か わ りな く,共 通 に もって い る い くつ か の 情報処 理 上

の内容 の 区 別 で あ る。そ れ は,デ ー タの 分析,処 理,計 算(コ ア上 の 処理)と

デー タ管 理,フ ァイ ル管 理 に区別 で き よ う。 デー タ管 理,フ ァイル 管 理 と呼 ば

れ る もの は,処 理 対 象 に な る デ ータ その ものめ記 録,修 正 と使 用 者 の 行 う入 力

を対 象 に して い る もの,出 力 に 関 す る もの,記 録 媒 体 それ 自体 の 管 理 とい う よ

うに分 割 で き よ う。 ほ とん ど全 ての 処 理 では,こ の よ うな一 連 の 処 理 を結合 さ

せ て,全 体 を構 成 して い る 。 個 別 問 題 ご とに,こ の よ うな情 報 処理 機 能 を作 る

の では な く,全 て の問 題 に共 通 の機 能 に注 目 して,シ ス テ ムを分 割 す る。 この

よ うに して,シ ス テ ムを構 成 す る と,各 個 別問題 とは,こ の よ うな 機 能 を結 合

して 作 られ る もの にす ぎ な い の で,シ ス テ ム設計 者 は本 来 知 る必要 の ない,各

個別 問題 固 有 の知 識 を何 ら知 らな くて よい 。そ れ は使 用者 自 らが 指 定 す る こ と

にな る。
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3t3分 析 手 法,言 語 とモ デ ル の 区 別

デ ー タの分 析,処 理,計 算(コ ア上 の処 理)に 限 定 して,処 理 内容 を検 討 し

てみ る と,具 体 的 問 題 に 対 応 した 処 理 手 順 と問題 とは 独 立 な 分析 手 法 や言 語 と

して の ブ ・ グ ラ ム と が あ る こ とが わ か る。 この区 別 を 認 識 す る こ とは 重要 で あ

る。 なぜ な ら,具 体 的 問題 を プ ロ グ ラ ム と して表 現 す る た め に必 要 な知識 は本

来 使用 者が 知 って い る もの で あ っ て,分 析 手 法 や言 語 は 使用 者 が 指 示 しな く

て も他 の 人に よって 作 成 で き る もの で あ るか らで あ る。 従 来,各 個 別 問題 の 処

理 と して の プ ログ ラム の 中 に,分 析 手 法 を部 分 的 に取 り入 れ て全 体 を構成 す る

もの と,分 析 手 法 の み を パ ソケ ー ジ ・プ ログ ラム と して 作成 す る もの とが あ っ

た。 パ ッケー ジ ・プ ログ ラムの 場 合,い くつ か の 手 法 を連結 さ せ て 用 いた り,

その 間 の デ ータ を 処 理 した り,報 告 書 の形 に形 式 を整 え て 出力 した りす る機 能

が十 分 備 わ って い な い た め,使 用者 が不 便 を感 じる こ とが 多 い よ うで ある。 問

題 に 対応 した処 理 手 順 を表 現 した プ ロ グ ラムは,そ の処 理 内容 を厳 密 に シス テ

ム作成 者 に知 らせ る か ,あ る い は,か な りの 部 分 を ブ ラ ック ・ボ ック ス と して

使用 す る とい うこ と に な る。 この 意 味 で そ の シス テ ムを 使用 す る 人間 が積 極 的

に シス テ ム設 計 に 参 加 す る 必要 が生 じる こ とに な る。 また,そ の プ ロ グ ラ ムの

処理 内容 を多様 に す る た め には,使 用 者 の 行 う 入 力 作 業 に 余 地 を 多 く残 す

以 外 に な い。 結 局,問 題 オ リエ ンテ ッ ドに処 理 内容 を規 定 す る と,処 理 内容 を

固定 的 な もの にす る か,使 用 者 の 行 う入 力 作業 に余 地 を十 分残 す か,頻 繁 に シ

ス テ ムを 修 正 も し くは 作 り直 す か ,現 状 の処 理 に満 足す る か の 選 択 をす る以 外

に ない 。 そ れ で,従 来 の ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムの 作成 方法 を反 省 し,

次の 点 か ら システ ム の もつ べ き デ ー タの分 析,処 理 機 能 を規 定 す る こ とを考 え

て み よ う。 第1に,使 用 者 の知 るべ き こ とと,他 の 人間 が プ ログ ラム を作成 し

て もか まわ な い部 分 と に分 離 す る。 第2に,使 用 者 の 知 るべ き こ とは,使 用 者

自身 が処 理手 順 を 指 定 す る。 そ して,使 用 者 自身 の 行 う処 理 内 容 の 指 定は,シ

ス テ ムに は組 み込 まな い。 シス テ ム に対 す る入 力 作 業 とす る。 第3に,使 用 者

の行 う入 力 作業 は,コ ン ピュー タに つ い ての知 識 を必 要 とせ ず,簡 単 な もの に
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す る。 その た め,可 能 な 限 り,シ ス テ ムの 中 に ,内 容 上 本 質 的 な部 分は 組 み込

む よ うにす る。

これ らの 点 か ら考 え る と,デ ー タの 分析 ,処 理 につ い て も,問 題 別 の 分割 で

は な く,そ の 中 で使 わ れ る,分 析 手 法 や言 語 に よ って分 割 して
,サ ブ ・プ ログ

ラム を構成 す る こ とが望 ま しい。 分析 手 法 や 言 語 では な く,問 題 に 固有 の処 理

手 順 と して の プ ログ ラ ムを,後 の説 明 の た め に 「モ デル 」 とい うこ とにす る
。

「モ デル 」 は い くつ か の 言 語 や分析 手 法 を 使 って表 現 さ れ る
。 各 問 題 に固 有 の

処理手 順 の こ とで あ る。

「モ デ ル 」 は,使 用 者 自身 が記述 す る こ と に し,シ ス テ ムは,問 題 とは独 立

な ブ ・グ ラ ム を組 み込 ん で お く。 この よ うに ,シ ス テ ム の もつべ き処 理機 能 を

限 定 す る と,そ の シス テ ムの 作成 者 が,使 用 者 と相 談 しな くて は な らない こ と

は,基 本 的 に な くな る。 使 用 者 は ,そ の シス テ ムの 処 理 内 容 を ブ ・グ ラムの 中

味 に立 ち入 る こ とをせ ず に,例 え ば,適 当 な文 献 を 参 照す れ ば そ れ で事足 りる
。

この よ うな 分析 手 法,言 語 と しての プ ・グ ラムは 複数 個 あ るが
,互 い に独 立

で あ って,容 易 に追 加,削 除 で きる。 そ れ で,シ ス テ ム設計 の 時 に,ど の よ う

な処 理 を組 み込 ま な くて は な らないか とい うこ とは考 慮 せ ずに
,計 画 の過 程 で

行 う情 報 処 理,問 題 分 析 の 方法,ス タ ッフの学 習 状 態等 に よって
,漸 次追 加 す

れ ば よい。

31.4会 話 的 入 出 力

シス テ ム を 情報 処理 機 能 に よって 分割 し
,シ ス テ ムは い くつ か の各 問 題 とは

独立 な処 理 ツ ー ル を,使 用 者 に対 して 提 供 す る よ うにす る と
,使 用 者 は,各 問

題 に つ い て,そ の 処 理 手 順 を シ ステ ム に対 して入 力 しな くては な らない
。

そ して,使 用 者 は,コ ン ピュー タ につ い て の専 門 知 識 を 知 って い な くと も
,

あ るい は,プ ログ ラ ミン グ とい う作 業 を しな くて もい い よ うに
,シ ス テ ムの 側

で,使 用者 の 行 う情 報 入 力 の 論 理構 造 を設 定 し
,そ れ を質 問 一応 答 の列 と して

表 現 す る・ 使 用 者 は・ シス テ ムか らの 質 問 に逐 次的 賂 え る こ とに よって 瀦

一19一



果 的 に,入 力作 業 を お こな う よ うに す る。

こ う して,使 用 者 は,本 来 の 分 析,意 思決 定 に専 念 で きる よ うに す る。

315rモ デ ル 」 の 管 理

(1)「 モ デ ィレ」 の機 能

「モ デ ル 」 は使 用 者 に よって 記 述 さ れ た情 報(処 理 手 順 を示 す)で ある。 シ

ス テ ムは 「モ デル」 を 管理 す る とい う機 能 を もつ。 「モ デ ル 」 の 定 義(記 録),

削 除,修 正 であ る。 使 用者 は,一 度 定 義 した 「モ デル 」 を そ の 名 称 を示 す こ と

に よ り実 行 させ る こ とが で き る。 あ る い は,意 図 して い る処 理 内容 と類 似 して

い る 「モ デル 」 がす で に定 義 さ れ て い た な らば,修 正 した 後,実 行 させ る と よ

い。 「モ デ ル」 の 詳 しい説 明は 章 を あ らた め て 行 う。

(2)「 モ デ ル」 管理 の 意 義

「モ デ ル」 を管理 す る とい う機 能 は,使 用 者が 煩雑 な 入 力 作 業 を しな くて も

す む ため の もので あ る。 いわ ゆ る ラ イ ブ ラ リー ・フ ァン ク シ ョン(library

func,tion),マ ク ロ命 令 と異 な るの は,、具 体 的 な 処 理 内 容 を,シ ス テ ムの 側

で あ らか じめ決 め る の で は な く,使 用 者 自身が 記 述 す る とい うこ と であ る。 従

来,ア プ リケー シ ョン ・プ ロ グ ラム と して,一 括 され てい た もの を,二 つ の階

層 に分 離 す る。 上 層 の 「ア プ リケ ー シ ョン」 は,使 用 者 自身 が 記述 す る。 しか

し,こ の部 分 は プ ・ グ ラ ミン グ を必 要 とせ ず に,シ ス テ ムか らの 質 問 に答 え る

こ とに よ って,結 果 的 に処 理 内容 を記 述 して い る こ と にな る。 使 用 者 に とっ て

必要 な知 識 は,そ の 分 析 対 象 で あ る 問題 の 内容,お よび 使 用 す る分 析 手法 や 関

数,シ ミュ レー シ ョンの意 味 内容,デ ー タの 意 味 や記録 方法 等 で あ って,コ ン

ピュ ー タ に固有 の 知 識 で は な い。 そ の 作業 は さほ ど煩 雑 で は な い。 しか し,各

使 用 者 は 類 似 した処 理 を何 度 か 実 行 させ た い こ とが よ くあ るは ず で ある。 さ ら

に,全 社 的 ま たは あ る一 つ の 部 門 に お い て,基 本 的 な 分析 体 系 を設 定 して 拾 い

て,ま ず,そ の結 果 で あ る情 報 を検 討 す る こ とか ら分析 を は じめ,問 題 点 を 発

見 し,以 後 の 分析 を進 め て い く とい った様 式 を とる こ とが 多 い は ず で あ る。 こ
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の よ うな わ けで,使 用者 は類 似 す る 入 力 作業 を何 度 もお こな うこ とにな っ ては,

シ ステ ムの 使 用 が め ん ど うに な る。 個 別 問題 に対 応 して,プ ロ グ ラ ミング され

て い る シス テ ムは,こ の よ うな不 便 は ない。

そ れ で,使 用 者 自身 が 指 定 した処 理 内容 をシステムに記録 してお き,以 後類 似 し

た処 理は,そ の記録 した 情 報 に基 いて,シ ステムが 処理 を実 行す る6こ うして,「 モ

デル」 が完 成 す ると,個 別 問題 に対 応 した,シ ステム と同 様 になる。 ただ し,そ の

「モデル」 を削 除す る,あ るいは 一 部 修 正 す るといった作業 は システム自体の 変 更

にはな らない。 あ くまで 使 用 者 側 の入 力 作業 としてお こなわれ,プ ログ ラミングの必

要 は ない。 もちろん,「 モデル」として 定義 しな くて も,直 接処 理手 順 を指定 して

実 行 させ る こと もで き る。 要 点 は,シ ス テ ムの 処理 内容 を規 定 す るの は,あ ら

か じめ 作 られ て い る プ ロ グ ラムだ け で は な く,使 用 者 自身に よ って 指定され た

部 分 も,事 実上,プ ログ ラム と同様 の 働 きをす る ように して お くこ とで あ る。

32シ ス テ ム 構 造

■

321シ ステ ム構 造 の 概 要

我 々 の提 案 す る設 計 方 針 に よる シス テ ム構 造 は,各 サ ブ シ ス テ ム,お よび各

サ ブ シス テ ムを 構成 す る各 サ ブブ ・ グ ラムが互 い に独 立 で あ って,他 の サ ブシ

ス テ ムや サ ブ プ ロ グ ラ ムの 変 更,追 加,削 除 に よ ってほ とん ど影 響 を受 け な い

の が特 徴 であ る。 した が って,基 本 的構 造 は別 に して,機 能 の 多様 性 に依 存 す

る サ ブ プ ロ グ ラ ムは,あ る い は こ の とお りで な く と も,削 除 して もか ま わ ない。

それ は本 質 的 で は な く,必 要 に応 じて,サ ブブ ・グ ラムを容 易 に追 加,修 正,

削除 で きる こ とが 重 要 なの で あ る。

322各 サ ブシ ステ ム とそ の 機 能

シ ス テ ムは 次 の サ ブ シ ス テ ムか ら構 成 され る。 サ ブ シス テ ムは 各 々個有 の情

報 処 理機 能 に対 応 して い るの で,そ の 機 能 を列 挙 す る こ とに よって,サ ブ シス
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テ ムを示 す。

1

2

3

4

5

⑤

乳

デ ー タ の 管理

カ ー ドか らの デ ー タの 入 力 ,テ ー プ との デ ー タ の 入 出力

レ ポ ー ト作成 ,情 報 検 索

シス テ ムの 管 理

「モ デ ル 」 の 管 理

使 用者 と シス テ ムの 会話 的 入 出力

シス テ ム全 体 の 制 御

デ ー タの 入 出 力,レ ポ ー ト作成,情 報検 索 は ,通 常 デ ー タ管 理 に 属 す る機 能

と して扱 わ れ る が・MDSの 場 合 ・ デ ー ・ の表 現 形 式 に 関 す る機能 とデ ー 棚

を設定 す る機 能 とは 分 離 した方 が よい。 デ ー タ値 の 設 定 は ,デ ー タの入 力,演

算,関 数 の結 果,分 析 手 法 を表 現 した プロ グ ラ ムの 出 力 と して 等 多様 だか らで

ある。

デ ー タの 管理 は,シ ス テ ムで 直接 取 り扱 う記 録 媒 体 に ,デ ー タ を記録 す る た

めの 組織 的 な骨 格 を規 定 した り,そ れ を修 正 した り,削 除 す る とい った ,表 現

形 式 に関 す る処 理 で あ る。

カー ドか らの デ ー タの 入 力 は ,大 量 の デ ー タ を,あ らか じめ定義 さ れ た表 現

形 式 に基 い て,デ ー タ を入 力 し,個 別 デ ー タ の値 を設 定 す る こ と であ る。 テ ー

プ との デ ー タの 入 出力 は,シ ス テ ムで 直接 取 り扱 う記 録 媒 体 上 に記録 して あ る

デ ー タ をテ ー プ に 記録 した り,逆 に テー プ上 に記 録 して あ る デ ー タを移 し替 え

る もの で あ る。

レポ ー ト作 成 ,情 報 検 索 は,記 録 媒 体 上 に記 録 して あ る デ ー タ を,使 用者 の

指 定す る 内容 や 形 式 に した が っ て,端 末 装 置 お よび プ リン タ ー に 出 力す る機 能

で あ る。

シス テ ムの 管 理 は,デ ー タの 機 密 保 護 や 保 全 性 を 保 証す るた め に,各 デ ー タ

の参 照,更 新,修 正,削 除 を,各 使 用 者 に よって 制 限 を つ け るた め の機 能 と,

記 録媒 体 の 定 義 や 削 除 に つ い て の 機 能 とが あ る 。 この機 能 は,あ る特 定 の 人間
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に よって の み 利 用 で き る こ とに な る。

「モ デ ル」 の管 理 は,使 用 者 が シス テ ムの 提 供 す る処 理 ツール を使 って表 現

した処 理 手 順 を記 録 した り,そ れ を 修正 また は 削 除 す る機 能 で あ る。

使 用者 と シス テ ムの 会 話 的 入 出 力 は,端 末 装 置 へ の表 示 ,使 用者 の指 示 した

情 報 の 解 析,記 録 を担 当 す る機 能 で あ る。

し
〆

●

32.3メ イ ン ・ル ー チ ン

シ ス テ ム全 体 の 制 御 を担 当す るサ ブシス テ ムは ,プ ・グ ラ ミング上 で は い わ

ゆる メ イ ン ●ル ー チ ンで あ る。 この 役 割 を説 明 す る ため に ,シ ス テ ムの実 行 の

流 れ を 概 説す る。 この シス テ ムは,使 用者 の 要求 に応 じて ,さ ま ざま な処 理 を

す る。 あ る1回 の 実 行 で は,実 行 さ れ な い部 分 もあ る。 処理 の 内容 は
,基 本 的

には,シ ス テ ムの 提 供 す る どの処 理 ツール を実 行 す るか
,そ れ につ いての必 要

な 情 報 を 使 用 者 が入 力 し,シ ス テ ムが 解 析,層記録 す る部 分 と文 字 通 りの意 味 で

の 実 行 の 部 分 とに 分か れ る。 各処 理 ソール に対 す る入 力情 報 は
,処 理 ツー ル ご

とに異 な るの で,そ の 解 析,記 録 は処 理 ソール に対 応 す るサ ブ プ ・ グ ラム の 中

に組 み 込 む。 そ れ で,各 サ ブ ブ ・グ ラ ムは,文 字 通 りの実 行 と入 力 情報 の 解析
,

記録 を担 当 す る もの とが対 に な って い る。 個 別 処 理 ツール の追 加
,削 除 を容 易

に す るた め に も,処 理 ツール 別 に対 に してお くの が よい だろ う
。

全 体 の 実 行 の 流 れ は,処 理 ツー ル を指定 す る ま で を,メ イ ン ・ル ーチ ンが お

こな い,そ の後 は,各 サ ブ プ ロ グ ラ ムに実 行 が 移 る。 この過 程 で,メ イ ン,サ

ブ プ ロ グ ラ ムが共 に端 末 装 置 に 関す る サ ブ プ ログ ラ ム を使 用 す る
。

全 体 の 実 行 の 流 れ は,使 用者 が ダ イナ ミ ック に替 え る もの と想 定 す る 。 例 え

ば,デ ー タ を直 接 出 力 さ せ て み る こ と もある だ ろ う し,あ る分 析 手 法 を要 求 す

る こ と もあ る。 この よ うに,使 用 者 の指 示 に した が って,実 行 の流 れ を変 更 す

る。
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33デ ー 汐 の 管 理

331デ ー タ ・ベ一一ス管 理

(1)デ ー タ ・ベ ー ス ・

デ ー タ ・ベ ー ス(database)と い う用 語 は1950年 代後 半 か ら使 われ

て い る もの で あ る が,60年 代 後 半 か ら現 在 ま で に盛 ん に使 われ る よ うに な っ

た。 ベ ー ス とは 本来 基 地 また は 根拠 地 とい う意 味 で あ るが,用 語 の 由来 とは か

か わ りな く,要 す る に,組 織 的 に記 録 され た大 量 の デ ー タ とい う意 味 で あ る と

理 解 して よい だ ろ う。 た だ し,単 な る量 的 問 題 で は な く,個 別 の プ ロ グ ラ ムや

問題 領 域 に各 々固 有 の デー タ を もつ の で は な く,そ れ ら とは 独立 に,デ ー タそ

れ 自体 と して管 理 す る とい う考 えが あ る。 さ らに 積 極 的 に,コ ン ピュー タ だ け

に限 らず,あ る統 一 的 な デ ー タの記 録,管 理 を指 して い る場 合 もあ る。

(2)「 デ ー タ ・ベ ー ス 」 管理 の必 要 性

デ ー タベ ー ス お よび そ の 管理 を 必要 とす る理 由,あ るい は デ ー タ ベ ー ス の 目

的 は 基本 的 に 次 の よ う にい え る。

(a)個 別 ブ ・グ ラム に個 有 の デ ー タを 対 応 さ せ てteく と,あ る プ ・ グ ラム に

よる 出 力 デ ー タは 他 の ブ ・グ ラム の入 力 デ ー タ で あ る とい った 関係 が あ る の

で,あ る一 つ の プ ・ グ ラムの 変 更 が他 の プ ログ ラムの変 更 を 必 要 とす る。 少

左 くと も,必 要 とす る か した いか を 意識 して い な くて は 左 ら左 い。 それ で,

デー タ の 取 り扱 い を 各 プ ログ ラ ムか ら独 立 させ る こ とに よ り,プ ロ グ ラムの

中 か ら,デ ー タに つ い て の 操 作 を解 放 す る。

(b)個 別 プロ グ ラ ム に対 応 した デ ー タ を,各 々 もって い る と,通 常,組 織 内

の部 門 等 が必 要 とす る各 デ ー タ を,そ れぞ れ 設 定 す る こ とに 在 る。 と ころ が,

い くつ か の部 門,あ る い は い くつ か の プ ログ ラム が 同 じデー タ を参 照 ま た は

更 新(Update)す る こ とが あ る 。 それ で,例 え ば,あ る デ ー タ を あ る部 門

な り 人が 修 正 す る責 任 を もって い る と,実 際 に は,た くさん の デ ー タを 修 正

しな くて は な らな い こ とに な る。 した が って,修 正 したか ど うか を参 照 す る
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方 は 常 に意 識 して い 左 ぐて は な らな い。

それ で,デ ー タを重 複 して記 録 す る よ うな こ との な い よ うに,統 一 した デ

ー タ の記 録 を お こ左 うよ うにす る。

(c)各 プ ログ ラムの 中 で,デ ー タ を取 り扱 う部 分(端 的 に い え ば フ ァイル 管

理)は,個 別 プ ログ ラ ムに か か わ りな く,比 較 的 共 通 な操 作 手 順 が あ る。 し

か も プ ログ ラ ムの 中 に 占め る割 合(量 的 に も,プ ロ グ ラ ムの む つ か しさ とい

う点 で も)が 意 外 に大 き い。 個 別 プロ グ ラ ムの 作 成 の際 に この 部 分 を しな く

て す む よ うにす る。

(d)コ ン ピ ュー タ に対 して,使 用 者 が要 求す る処 理 手 順 の流 れ は,例 え ば,

デ ー タの 入 力,処 理,出 力 とい うよ うに決 ま って い る わけ では 左 い。す で に

に記 録 され てい る デ ー タ を そ れ と して 参 照 した い こ と も よ くあ る。 コ ン ピュ

ー タ を記 録 装 置 と して 利 用 す る こ と もあ り得 る わけ で あ る。

この こ とは特 に,大 量 の デ ー タの 中 か ら意 図 す る デ ー タ を取 り 出す 時 に,

コ ン ピュー タ を利 用 す る 効 果 が あ らわ れ る。 大量 の デ ー タの 中 か ら,意 図 す

る デ ー タ を選 び 出す とい う作業 もか な りの時間,そ の 他 の コス トを必 要 とす

る。 コ ン ピュ ー タ にそ の 作業 を代 替 させ る。

(e)分 析 す べ き 問題 が 発 生 す るた び に,そ れ に必要 な デ ー タ を収 集,記 録 す

る の で は 左 く,積 極 的 に,デ ー タ を常 に収 集,記 録 して お き,必 要 な 時 に は

す ぐに参 照 で きる よ うに す る。

以 上 の よ うに,互 いに 関連 す るが しか し微 妙 に異 な る 目的 が あ る。 それ で,

この デ ー タ ・ベ ー ス とい う もの に つ い て,詳 し く考 えて み よ う。 デ ー タ ・ベ ー

ス とい う とき に,デ ー タ の表 現 形 式 等,管 理 の方 法 を組 織的 にお こな うこ と と,

デ ー タそ の もの を組織 的 に 管 理 す る こ とを区別 して考 え る べ き で あ る 。 デ ー タ

その もの を組 織 的 に 管 理 す る場 合 は,全 社 的 に デ ー タを 管理 して お くべ きか ど

うか とい うこ と を考え な くて は 左 ら左 い。 そ のた め には,全 社的 に 記 録 した デ

ー タが ,各 部 門 あ る いは 人間 に よって,そ れぞ れ が み な参 照 さ れ るか また は そ

の よ うな可 能 性 が あ るの か ど うか を明 らか にす る必 要 が あ る。 これ は 各 企 業 に
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よって 異 な るだ ろ う。 しか し,概 して い え る こ とは,計 画 過 程 で は,業 務 上 の

詳細 な 内容 を表 わ す デ ー タ を参 照 す る こ とは あま りな い で あ ろ うとい うこ と で

あ る。 企 業 内 では,各 レベ ル や 部 門 ご とに参 照 す る デ ー タは あ る程 度 限 られ て
ノ

い る と考 え る方 が 実 際 的 な よ うで あ る。 全 て の 部 門 あ る いは い くつ かの 部 門 に

よって共 通 に利 用 さ れ るデ ー タ もあ る。 この よ うな デ ー タ につ い て は,そ の値

を正 し く設定 して お くた め に責 任 を明 らか に して おか な くて は 左 ら左い。

問題 の発 生 す る以 前 にデ ー タを収 集,記 録 して お くこ とは望 ま しい。 しか し

企 業 活動 の 現 実 か らみ て,そ う容 易 な こ とで は 左 いは ず で あ る。 問 題 の発 生 す

る以 前 に,必 要 とす る だ ろ うデ ー タを 記録 す る とな る と,そ の 量 が非 常 に 問 題

にな る し,発 生 す る 問題 に よって は,使 用 す る デ ー タ を予 測 す るの は 困難 で あ

る。 した が っ て,実 際 には,あ る 程 度 基 本 的 な デ ー タを常 時記 録 ・更 新 し,そ

の他 の デ ー タ につ い て は,必 要 に応 じて 収集,記 録 す る とい う方 法 を とる以 外

にな い で あ ろ う。 む しろ,全 デー タの 整 備 のた め に 時間 を費 し,そ の ため に,

必要 な分 析 を待 つ よ うな こ とは 好 ま し くな い。 経 営 計 画 の場 合 に は,必 要 とす

る デ ー タ の 内容 も変 化 す る で あろ う し,問 題 の 内容 に よって,収 集 すべ き デ ー

タ が 明 らか に な る こ と もあ る。 最 初 か らデ ー タの 内容 に 立 ち入 って 整 備す る よ

りは,可 能 な もの か ら準 備 し,漸 次 発 展 させ て い く方 が 適 切 で あ る。

この よ うに,デ ー タ そ の もの の組 織 的 管理 を全 面 的 に実 現 す るの は一 見 妥 当

な 方法 で あ るが,実 際 には い ろ いろ な問題 が 多い 。

デ ータ の表 現形 式 を整 え て,管 理 の方 法 を確 立 して お くの は,さ ほ ど困 難 な

こ とで は な い。 との 場 合 で も,企 業 内の 各 レベル,部 門 で取 り扱 うデ ー タが あ

る程 度 限 られ て い て,各 々に 適 す る表 現形 式 が あ れ ば,別 々の 管理 方 式 を採 用

して もか まわ ない し,そ の 方 が よい だ ろ う。MDSの 対 象 とす る経 営 計 画 で取

り扱 うデ ー タは,表 現 形 式 の 相同 性 とい う点 か らみ て,同 じ管理 方 式 を採 用 し

てか まわ ない し,互 い に 関連 す る部 門 が 多 くあ るか ら,同 一 シス テ ムの記 録 媒

体 に記録 してお くこ とが 望 ま しい。 この場 合 で も,参 照す る部 門,人 間,デ ー

タ値 の 更 新 等 をす る部 門,人 間 を明 らか に し,共 通 に利 用 しない デー タは,別
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々の 媒 体 へ 記録 して お く こ と も一 つ の方法 で あ る。 そ の時 々の分 析 結 果 と して

の デー タの 中 には この よ うな もの も多 くあ る。MDSの 場 合 に,デ ー タを組 織

的 に 管理 す るのは,表 現 形 式 を統 一 した り,容 易 に記録 で きる よ うに して お く

こ とが 目的 で,デ ー タの 内容 に つ い ては,あ ま り厳密 な規 定 を設 け る こ とは考

え るべ きでは な い。 む しろ,漸 次 発 展 す る もので あ って,問 題 の 必 要 を基準 に

して 考 え る こ とで ある。

,

頃

φ

332デ ー タ ・ベ ー ス管 理 シ ステ ム

(1)MDSの デ ー タ ・ベ ー ス 管理 シス テ ムに対 す る基 本 方 針

デ ー タ ・ベ ー ス 管理 シス テ ム と総 称 で きる シス テ ムは,現 在,か な り商 品 と

して 開 発 され て い る。 デ ー タ操 作 シス テ ム,汎 用 情 報検 索 シス テ ム,情 報 管理

シ ス テ ム,フ ァイル 管 理 シス テ ム等 と呼 ばれ てい る もの は 全 て デ ー タ ・ベ ー ス

管 理 を 目的 とす る シス テ ムで あ る。 あ る いは プ ・グ ラム言 語 の 一 つ で あ る,

COBOLも デ ー タ管理 機 能 が 中心 で あ る。 現 在 市 場 に 出て い る シス テ ムの 特 徴 ,

機 能 等 に つ い て は 解 説 文 献 が あ る叉 こ れ らの デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス

テ ムに つ い て,MDSと の 関係 を考 察 してみ よ う。 前節 で の説 明 の とお り,

MDSに おい て も大 量 の デ ータ を組 織 的 に管理 す る 必要 が あ るの で,そ の 管 理

方法 を考 え る上 で,既 存 の デー タベ ー ス 管理 シス テ ムの 技 術 を どの よ うに導 入

す べ きか 注 意深 く検 討 して み る こ とは 当然 で ある。MDSの 中 に含 ま れ る シス

テ ムの 中 には,こ の よ うな デ ー タ ・ベ ー ス管 理 シス テ ム を一 部 と して そ の ま ま

組 み込 ん でい る もの もあ る。

(2)デ ー タ の特 徴 及 び表 現 形 式

デ ー タ ・ベ ース につ い て 考 察す る 場 合,対 象 とす る デー タ の特 徴,表 現 形 式

を検討 して みな くて は な らな い。 つ ま り,全 ゆ る デ ー タを対 象 とす る場 合 には,

それ ぞ れ の分 野別 に,特 徴 を吟味 して おか な い と,必 ず し も共 通 な表 現 形 式 を

※ 本 書 の 終 りの参 考 文 献C-1(1),(2)等
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採 用 して よい か ど うか 明 らか で は ない。 それ で,一 見汎 用 的な 管理 方 法 で あ っ

て も,実 は それ に 適 さ な い デ ー タを利 用 す る場 合 もあ る。 この こ とは特 に,比

較 的 デー タの 管 理 が 発 展 して い る 分野,例 え ば,文 献検 索 や 事務 管 理上 の デ ー

タの管 理 等 にお け る管 理 方 法 を他 の分 野 に お い て もその ま ま利 用す る場 合 に お

こる。MDSの 場 合,ま だ確 立 した デー タ ・ベー ス管 理 の方 法 に つ いて の 研 究

が 発 展 して い な いの で,単 純 に既 存 の方 式 を 適 用 して しま うことにな りかねない。

(3)MDSに 適 す る デ ー タ構 造

それ では経 営 意 思 決 定 に役 立 つ デ ー タ とは どの よ うな もの で あろ うか。 厳 密

な区分 は で きない で あ ろ うが,企 業 内 で取 り扱 うデー タに は,従 業員 名 簿,得

意 先 名 簿,仕 入 先名 簿 等 々の事 務 管 理 上 の デ ー タ と,経 済統 計 デー タ,経 営 統

計 デ ー タ とが あ る。 この 取 り扱 い方 は 異 な る。 経 営 意 思決 定 に おい て参 照 の対

象 とな る の は後 者 の 方 が 多い 。 さ らに デ ー タ に は,い わ ゆる原 デー タ,客 観 デ

ー タ と処 理 ・加工 ず み デー タ とが あ る。 経営 意 思 決 定 にお い て参 照す るの は,

後者 が 多 い。 要 す る に,コ ン ピュー タ を利 用 す る の は単 な る記録 装 置 と して で

はな く計算,処 理 の た め で あ る。

デ ー タ ・ベ ー ス管 理 シス テ ムの 文 献 に よる と,こ の 点 の議論 が な く,ど ち ら

を も対 象 と して い る よ うに も受 け とれ る。 しか し,よ く検 討 してみ る と,デ ー

タベ ー ス 管理 シス テ ムは,結 局 本 格 的 な計 算,処 理 を対 象 とす る デー タは 想 定

して い な い と思 われ る合 理 的 根拠 が あ る。 そ れ は,1検 索 の 方法 が単 一 デ ー タ

を取 り出 す こ とに主 と して力 点 をお い て い る,2.デ ー タ構 造 がCOBO・L型 階 層

構造 にな っ てい て,事 務 管理 上 の デー タの表 現 に適 して お り,計 算 中心 の プ ロ

グ ラム言 語 に よ って記 述 さ れ る よ うな 処 理 には適 してい な い,等 の こ とで あ る。

計 算 を中心 とす る プ ロ グ ラムで は,デ ー タ を計 算 上使 用 す る場 合,単 一 の デ ー

タ を個別 に 使 うの で は な く,か な り大量 の デ ー タ を組 に して用 い る。 そ して,

その ときに は,ベ ク トル,行 列 等要 す る に配 列(array)と して表現 す る。

したが って,記 録 媒 体 上 の デ ー タの表 現 形式 をそ の ま ま使 って,組 と して の デ

ー タ を参 照 で きな くて は,非 常 に めん ど うな こ とが お こ る。 デ ー タ ・ベー ス管
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理 シス テ ムは,記 録 媒 体 上 での表 現 形 式 が,プ ログ ラムの た め の コ ア上 で の 表

現 形 式 と独 立 で あ る こ とを意 図 してい る。 つ ま り,デ ー タの プ ログ ラ ムか らの

独 立 を もっ と も基 本 的な 考 え に して い る の で あ る。 しか し,計 算 を 中心 とす る

プ ・グ ラムで は,大 量 のデ ー タ を コ ア上 へ 読 み 込 む 場 合 に,記 録 媒体 上 で の 表

現形 式 と異 な る と,そ れ に つ い ての デ ー タの 配 列 替 え に特 別 の作業 を必要 とする。

34デ ー タ管 理 の 理 論

341デ ー タ構 造

(1)デ ー タ管理 の概 略

デ ー タ ・ベ ー ス ・シス テ ムの 開発 と共 に発展 して きた デー タ管理 に つい て の

理 論 を サ ーベ イ してみ よ う。 た だ し,デ ー タ 管理 につ い て の理 論 の詳 しい説 明

は す で にい くつ か の 文献 ある いは た くさ ん の論 文 が ある の で,そ れ に譲 る こ と

に し,こ こで は簡 単 に概 略 を説 明 す る。 こ こで の説 明の 目的 は,我 々の 提案 す

る シス テ ム の ため のデ ー タ管 理 の方 法 を説 明 す るた め に,デ ータ 管理 にお い て

は,ど の よ うな こ とが 問題 とな るか を 明 らか に す る こ とで あ る。

デ ー タ管 理 は,基 本 的 に二 つの 問題 に分 け て考 え る。 一 つ は,大 量 の デ ー タ

を どの よ うな 関 係 に よって,組 織 化 す るか,つ ま り,記 録 す るデ ー タ相 互 間 の

論理 的 関係 で あ る。 これ をデ ー タ構 造(datastructure)と 呼 ぶ 。 そ して,

デー タ構 造 を前 提 に して,デ ー タ を記 録 媒 体上 に 記録 す る表 現形 式 を考 え るの

が も う一 つ の問題 で あ る。 これ を一 般 には 記憶 構 造 また は記 録 構 造(storage

structure)と 呼 ぶ。 ここ では記 録 構 造 とい う こ とにす る。

(2)デ ー タの概 念

デー タ構 造 を考 え るた め に,デ ー タま たは 情報 とは何 か,と い うこ とか ら出

発 す る。 そ して,情 報 は あ る適 用実 体(entity)に 関 す る属 性 の値 と規 定 す

る。 適 用実 体 は,何 らか の 基 準 に よって 集合 を作 り,そ の集 合 に含 まれ る適 用

実 体 の もつ属 性 は基 本 的 に 同 じ もの で あ る。 この 意 味 で,適 用 実 体 の集 合 に対
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して,各 適 用実 体 につ い て の 属 性 の値 の集 合 が対 応す る。 これ を フ ァイ ル

(file)と 呼 び,デ ー タ ・ベー ス は フ ァイ ル の集 合 と して 組 織 さ れ る。

ある一 つ の 適 用実 体 に 関す る属 性 は通 常複 数 個 ある。 この属 性 相互 間 の 関係

を規 定 す る こ とが 次 の 問題 で あ る。 属 性 相互 間 の関係 の規 定 の仕 方 はCOBOL

と同様 の 階 層 構 造 で あ る こ とが 多 い。 すな わ ち,属 性 を順 々に 分割 してい き,

最 小 単位 の属 性 を導 び き 出す とい う もの で あ る。

(例)

従 業 員(個 々 人)と い う適 用 実 体 を考 え る と,そ の属性 は 氏 名,番 号,年 令,

給 与 とな る とす る。 氏 名 は氏 と名,給 与 は職 給 と金 額 とい う よ うに 分割 す る。

属性 の最 小 単位 を項 目(item)と 呼 び,こ れ に 対 して属 性 値,す な わ ち,

デー タが 対 応 す る。

属 性 相 互 間 の 関係 の規 定 の 仕 方 は,階 層 構 造 が 多 い の で あ るが,こ れ 以 外 に

線 構 造,網 構 造 もあ り得 る。 網 構 造 は 階 層 構 造 の 拡 張 で,あ る属 性 が複 数 個 の

属性 に含 まれ る場合 で あ る。 線 構 造 は,最 小 単 位 の 属性 のみ を並 べた ものであ る。

一 つ の フ ァイ ル に属 す る 適 用 実 体(ま た は そ れ を表 現 して い る金 属 性 を一 つ

の 単位 として も よ く,こ れ を エ ン ト リー(entry)と 呼 ぶ)相 互 間の 関係,あ

るい は フ ァイル 相互 間の 関 係 も,一 つ の適 用 実 体 に 関す る属性 相 互 間の 関 係 と

同様 に規 定 す る。

こ の ように,全 デ ー タ を適 用 実 体 を軸 に して構成す るのが基本的な考 え方であ為

(3)デ ー タ ・ベ ース の 関係 式

各 適用実体 についての属性 を並列 的に並べ た表 をデータの表現形式 として使

用 す る 方 法 も あ る 。 こ れ は,E.F.コ ッ ドに よ っ て 提 案 さ れ た も の で あ る 。 こ

れ を,デ ー タ ・ベ ー ス の 関 係 形 式(relationalmodelofdatabase)

と い う。 デ ー タ ・ベ ー ス の 関 係 形 式 と は,次 の よ う な 形 式 の 表 で あ る 。
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図31

支 店' 名 前 %

東 京 1

大 阪 2

京 都 3

名 古 屋 4

札 幌 5

●

図32

◎

A1,A2,… …AnはITEMと 呼 ぶ 。 属 性 の名 称 で あ る。 各 列 ご とに

ITEMに 対 応 す る デ ー タ を書 き並 べ る。 た だ し,一 つの 関係 形式 に,同 一 の

デー タを もつ 行 が複数 個 存 在 す る こ とは な い,各 デ ー タは,そ れ 以 上 に 分割 で

きな い原 子 的 情 報単 位 で あ る,と い った条 件 が あ る。 結 局,関 係 形式 に よる表

は,適 用 実 体 に 関 す る属 性 を並列 的 に並 べ た もの で あ る とい って よい .こ の た

め,階 層 構 造 よ りは単 純 化 してお り,表 の間 の 相互 関 係 が か な り密 接 に あ る こ
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とに な る。 つ ま り,異 な る表 の 中 に 同一 のITEMを もち,デ ー タが 重 複 して

いることがある。 この ような共通 したデータに よって,2枚 の表 を関係 づけ る。

仕 入 先

製 品 名 %. 社 名

回
A2

A3

1

2

3

Sl

S2

S3

倉 庫

名 称 製 品 名 在 庫 量

SOl

SO2

A4

回
100

200

θ

図3-3 図3-4

例 え ば,例 示 した この2枚 の表 にお い て,共 通 す る製 品 が あ るの で,社 名S1

の会 社 か ら仕 入れ た製 品の 在 庫 して あ る倉庫 名 が わか る ご とに な る。

この デ ー タ ・ベ ー スの 関 係形 式 に よる デ ー タの表 現 に つ い て は,検 討 す べ き

点 が多 い の で ある が,我 々 はMDSの た め の デ ータ 管理 につ い て 考 え て い るの

で,こ れ との 関係 に の み 限定 して 検討 した。 そ して,一 部 分 につ い ては この方

法 を採 用 す る こ とに した の で あ るが,こ れ につ い て は節 をあ らた めて 説 明す る。

●

34.2記 録 構 造

記 録構 造 とは,デ ー タ構 造 を 前提 に して,具 体 的 に記録 媒 体上 に表 現す る場

合 の形 式 であ る。 デ ー タ構 造 は 利 用 者 の側 か らみ た論理 的 形 式 で あ るの で,そ

の 内容 は 区 別 しな くて は な らな い。

デ ー タ の記 録 構造 を考 え る と きに は,記 録 の対 象 と して い るデ ー タ群 につ い

て,最 小 の処 理量 でそ の デ ー タ を 探 索 で き る こ と,デ ー タ を部 分 的 に追 加 した

り,削 除 した りす る場 合 に,そ の た め,必 要 な処理 を最小 にす ることが問題 にな る。

'
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・

(1)デ ー タ群 の編 成 方 法

デ ー タ を編 成す る 方法 は,大 別 して順編 成(sequentialorganiza-

tion),直 接 編成(directorganization),リ ス ト編成(list-or-

ganization)が あ る。

順 編 成 は,対 象 とす る デ ー タ群 をま とめて一 定 の順 序 に した が って記録 す る

方法 で あ る。 この 方 法 は領 域 が 最 小 限 です み,記 録 され て いる 順 に検 索す る場

合(そ の デ ー タ群 を 全て ま とめて 検 索す る場 合)に は効 率 が よい。 反 面,デ ー

タ を追 加,削 除 す る場 合 は,そ の デ ー タ群 全 て を書 き替 え な くて は な らない。

直 接編 成 は,各 デ ー タ を内容 上 の キー項 目の値 を一 定 の計 算 に よって ア ドレ

ス を導 き,そ れ に対 応 す る ところ に記録 す る方 法 で あ る。 この 場 合,異 な る デ

ー タで あ って も,計 算結 果 と しての ア ドレスが 同 じ値 に な る ものが あ る。 これ

を同義 語(synonym) .と い う。 これ につ い て は,同 義 語 だけ を他 の 方法 に よ

っ て記 録 しな くて は な らない。

この 方 法 は,デ ー タ を ランダ ムに検 索 す る場 合 に適 して い る。 そ して,デ ー

タの追 加,削 除 に つ い て も,そ の デ ー タだ け を対 象 にす れ ば よい。

リス ト編成 は,個 々の デ ータ 中 に 次の デ ー タの ア ドレス を 合せ て記 録 して お

く方 法 で あ る。 た だ し,必 ず しも次の デ ータ では な く,前 の デ ー タ で も,両 方

で も よい。 さ らに 最 後 の デ ー タに最 小 の デ ー タの ア ドレス を記録 して輪状 に し

て 鉛 くこ ともあ る。

この方 法 は,デ ー タの 記録 領 域 を多 く必 要 とす る。 反面,デ ー タの 追 加,削

除 につ い て は,そ の デー タ とそれ に関連 す る デ ー タだ け を対 象 に して処理 す れ

ば よい。

以 後 の説 明 の た め に要 約 して お く と,次 の よ うに な る。

(a)組 に して検 索 す る デ ー タ群 は 順 編成 が よい。 た だ し,こ の 場 合 は,デ ー

タの追 加,削 除 に つ い て特 別 の工 夫 を必 要 とす る。

(b)組 に して検 索 す る デ ー タ を ま とめ た もの をい くつか 考 え る と,そ の組 全

体 と して の デ ー タの ア ドレス(最 初 の ア ドレス)は,直 接 編 成 か リス ト編 成
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が よい。 この場 合,同 義 語 が 生 じな い よ うに して お くこ とが 望 ま しい。

35MDSの た め の デー タ管 理 の方 法

351MDSで 扱 うデ ー タ

(1)条 件

MDSで 取 り扱 うデ ー タは 主 と して経 済 統 計 デ ー タ,経 営 統 計 デ ー タ等 で,

計算 の対 象 とな り,計 算,処 理 結 果 と して の デー タで あ る。 これ らの デ ータは,

収 集,表 示 過程 で 独特 の 表 現 形式 を使 って表 わされ る。

統計 デ ー タ を中 心 とす る,経 営 計 画 の 中 で使 用 す る各 種 デ ー タは,分 析 者 の

立 場 か らみ て,分 析 上 の 単 位 とな る概 念,項 目 を中心 に認 識 さ れ る。 例 え ば,

国民 所得,国 民 消 費支 出,売 上 高,利 益,等 々で ある。 この ような 分析上 の単

位 とな る項 目は,分 析 上 の 必 要 か ら生 じる 明示 的 な指 標 に よって 分 割 され る。

分 析上 の必 要か ら収 集 す る デ ー タで あ る と,必 ずそ の デ ー タの 意 味 を明示 し

な くては な らな い。 指標 とな る デ ー タは,例 え ば,年 度,四 半 期,月 次等 の 時

間 に関 す る もの,あ るい は,県,支 店,品 種 等 が あ る。 指 標 を構 成 す る要 素 で

あ る デー タ,例 えば,支 店 につ い ては,東 京,大 阪,名 古 屋,京 都 等 々で あ る

が各 適 用実 体 に対 応 して い る。 一 つ の分 析 上 の取 り扱 い の 単 位 とな る項 目は,

一 般 には
,複 数 個 の 指標 に よっ て分 割 さ れ る。例えば,あ る製 品の年度別,支 店別,

品種 別 の 売 上高 とい う言 い方 が これ で あ る。 そ して,こ れ ら指標 ど うしの関 係

は,互 い に 独 立 で あ る こ と が ほ とん どで あ る。 つ ま り,あ る 品 種 に っ い

て,存 在 す る(デ ー タ と して記 録 す る)年 度 が,他 の 品種 につ い て は 存在 しな

い とい った こ とは む しろ稀 で あ る。 この 場 合 には,階 層 構 造 は 適 さな い。

指標 とな るデ ー タ は,分 析 上 の項 目をい くつ か共 通 に も って い る場 合 もあ る。

つ ま り,売 上高,利 益 とい う項 目は,と もに,年 度,支 店 に よって 分割 さ れ た

デー タか ら構成 さ れ てい て,そ の年 度,支 店 を構 成 す る要 素 で あ る デ ー タは,

売上 高,利 益 ともに 同 じで あ る とい う場 合 が 多 くあ る。 こ れ は,あ る 意味 で は

■

り
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当 然 の こ とで あ って,共 通 の 指 標 に よ って分 割 され た デ ータ を収 集,整 理 す る

こ とは,デ ー タ解 析 の 基 本 的 態 度 で ある。

コン ピュータの記 録 媒 体 にデータを記録す る場 合で も ,そ の デ ー タ を記録,使 用

す る 人間 は,そ の デ ー タの表 現 形 式 を適 当な イ メー ジ を も って,想 定 で きな く

て は取 り扱 いが 不 便 で あ る。 一般 に デ ー タを 収 集,表 示す る場 合の,表 の 作成

方 法,表 現 形 式 をそ の ま ま,頭 に 描 い て お くこ とが で きる な ら取 り扱 いが 便利

で あ ろ う。 そ して,い わ ゆ る経 済 分析,経 営 分析 上 の デ ータの表 現形式は,つ ま

り表 の 作 り方 で あ るが,き わ め て共 通 した 方 式 が ある の で あ る。 この こ とを示

す た めに,異 な る 分 野 か ら ラン ダ ムに引 用 した表 を例 示 してみ よ う。

図3-5は あ る企 業 の売 上 高 を示 す表,図3-6は 原 価 計 算 で 表示 され る も

の で あ る。

支 店

口
札 幌 仙 台 東 京

P口
5

種 o

年 月
一 一'一

TOTAL DAI CHU SHO TOTAL DAI CHU .－

N46-2 -..'

N46-3 ,'一 一

N46-4 一 ● 一'

N46-5
一 一 一 一

N46-6 一 一 一 一

N46-7 ・ 一 一'

N46-8 一 一'一

N46-9 '一 ー 一

N46-10 ● 一 ●'

N46-11 一 一 一 一

N46-12 一 一 一 一

N47-1 一 一 一 一

図3-5 売 上 高
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費 目 年 月 1月 2月 3月 4月

販 売 量

期 末 在 庫 量

合 計

期 首 在 庫 量

製 造 量

見 積 製 造 原 価

9

⑰

間接費配賦 過不足

期 末 製 品棚 卸 高

‥▼

ワ

図3-6 製 造 予 算 ザ

② 記録 媒 体上 へ の 表 現

コ ン ピュー タの 記録 媒 体 に記録 した デ ー タは,そ れ 自体 と して ,直 接,端 末

装 置 や プ リンタ ー に 出力 す る場 合 と,プ ロ グ ラ ムの処 理 の た めの コア(core)

上 へ読 み込 む場 合 が あ る。 この 両 方 の場 合 につ い て,記 録 媒 体 上 の デ ー タの 表

現 形式 と利 用 のた めの 表 現 形 式 が 同 じで あ る こ とが 望 ま しいは ず で ある。 そ う

で な けれ ば,デ ー タの 配 列 を替 え る とい う作 業 が 必要 に な り,当 然,一 定の情報

が シス テ ム に対 して,使 用 者 か ら指 示 され なけ れ ば な らず,ま た シ ステ ム と し

▼

・
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て も,そ の 指 示 に基 づ く処 理 を しな くて は な らない。

使 用者 が,直 接 に デ ー タ を参 照 した い た めに,端 末 装 置 や プ リン ター にデ=

タを 出力 す る場 合 を 考 え て み よ う。 計 画 過程 にお け る分 析,意 思 決 定 の参考 と

な る資料 は,多 くの場 合 に,単 一の デ ー タ で あ る こ とは な い。 関連 す るデ ー タ

を組 に して,参 照 す る こ とに な る。 この意 味 で,単 純 な 情 報検 索 とは異 な る。

その場 合,デ_タ を ま とめ る基 準 は,分 析 上 の項 目 で あ っ て,そ の項 目別 の 指

標 つ きの 表 が基 本 に な る。 だか らこそ,通 常,コ ン ピュ ー タ とは無 関 係 の 分析

にお い て も,こ の よ うな形 式 の表 に ま とめ る の で あ る。 単 一 の デー タ を取 り出

す 場合 に お い て も,分 析 上 の項 目,指 標 を軸 に して考 え るの が 自然 であ る。 以

上 の よ うな わ け で,分 析 上 の項 目,指 標 に よって デ ー タ を組 織 的 に記 録 す る と

い う方 法 は,使 用者 に とって 取 り扱 い が 易 しい こ とに な る わけ で ある。 もと も

と,使 用者 に とって は,処 理 結 果 と しての デー タ と原 デ ー タ との区 別は な く,

一 般 に利 用 す る デ ー タの表 現 形 式 をそ の ま ま ,コ ン ピュ ー タの 記録 媒 体 へ の 記

録 形式 と して 採 用 す るの で あ るか ら,当 然 の こ とで は あ る。

次 に,プ ・グ ラム上 で の 必要 のた め に,記 録 媒 体 か らデ ー タを コア上へ 読 み

込 む場 合,あ る い は,処 理 結 果 で ある デ ー タ を書 き 出す 場 合 を検 討 してみ よ う。

MDSの 対象 となるデー タ の 分析,処 理,加 工 は,大 量 の デ ー タを 同時 に コア

上 へ読 み 込 ん で計 算 をす る。 この とき,コ ア上 に表 現 さ れ るデー タは 配列(一

般 には多 次 元 配 列 で あ る)に よって 表 現 さ れ る こ とがほ とん どで あ る。 計 算 を

中心 とす る プ ログ ラ ムの た めの コ ン パ イ ラ 言語 で あ るFORTRANが,配 列

を(階 層 構 造 で は な く)採 用 して い るの は この た め で あろ う。 大 量 の デー タの

計 算 は,行 列,ベ ク トノレと して表現 され る デ ー タに対 して お こな われ る こ とが

多 いか らで あろ う。 そ して この 場 合,そ の配 列(array)を 構 成 してい る個 々

の デ ー タ では な く,配 列 全体 を1個 の取 り扱 い 上 の 単 位 とす る方 が便利 で あ る。

具 体 的 に は,配 列 に 対 し て 変 数 名 を 指 定 す る ・ そ して,こ の よ うな 配 列

は,分 析 上 の概 念,項 目 に対 応 してい る こ と もまた 当 然 の ことで あ る。

以 上 の よ うなMDSの 対 象 とす る デー タ の表 現 形 式 を 前提 に した デ ータ構 造
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を記 録 の ため に 採 用す る ことに す る。

352デ ー タ構 造,そ の 他

(1)前 節 でみ た よ うな,経 営 計 画 で使 用 す る デ ー タの 表 現形 式 に基づいて,デ ー

タ構造 を規 定す る こ とにす る,こ の基 本 は 指標 つ きの 表 に よっ て ,デ ー タを ま

とめ る こ とで,指 標 を 示 す 個 々の要 素 も,属 性 の 名称 で は な く,デ ー タそ の も

の とす る こ とで あ る。

指標つ きの表 において,指 標 以外 の部 分は,指 標 の個 数に対応す る次元を もつ多次

元 配列 で あ る。 この た め,各 指 標 を構成 す る デ ータ の サ イ ズ(個 数)に よって

各 次 元 の サ イ ズが 規定 さ れ る 。 各 指標 を構 成 す るデ ー タ は,適 用 実 体 に対応 し

て い る。 しか し,適 用 実 体 に つい ての デ ー タで あ る 指標 は ,分 析 者 の 必要 上決

め られ た もの で ある。 指 標 を構 成 す る デ ー タは,例 え ば,支 店 につ い ての デ_

タで ある 東京,大 阪,名 古 屋 等 々 と,そ の支店 の%で あ る1,2,3等 々の よ

うに,複 数 の属性 を表 現 して い る こ と もあ る。 この 場 合,東 京 もそ の%で ある

1と は,同 一 適 用実 体 に つ い ての 値 で ある。 したが っ て ,使 用者 が 指標 を軸 に

デー タの意 味 を考 え る場 合,そ の 属 性の 中の どれ で あ って もか ま わ な い。

以 上 の よ うな大 ま か な考 え を,厳 密 に 規 則 と して 定 め る。 そ れ を次 に説明 す

る。

② データを,指 標 とな る デ ー タ と直接 に分析 の対 象 とな る デー タに分 離 し,前

者 につ い ては,関 係 形 式(relationalmodel)に よって表 現 す る。 関係 形

式 た よる 「一 枚 の表 」 をRECORDと い うこ とにす る。 これ が取 り扱 いの単 位

に な る。 指 標 とな る デ ー タ に よるRECORDをTYPE-IRECORDと い

う こ とにす る。

TYPE-1RECORDを い くつ か 組 に して,TYPE-IFAMILYを 作

る。FAMILYはRECORDか らな る集 合(族)で あ る。FAMILYの 要 素

はRECORDの 他 に,FAMILYで あ って も よい。 た だ し,FAMILYの 要 素

の 中 に事 実上 同一 のRECORDが 含 まれ て い ては な らない。 例 え ば
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FAMILYF1-{R1,R2}

FAMILYF2-{F1,R1}

ただ し,R1,R2はRECORDと す る。FAMILYは 順 序 の あ る集合 とす る。

つ ま り,

F1-{R1,R2}

F2={R2,R1}

と す る と,F1とF2と は 別 の もの と す る 。

こ うす る こ と の 意 味 は 後 で 説 明 す る 。

直 接 に 分 析 の 対 象 と な る デ ー タ は 多 次 元 配 列(multiplearray)に よ っ

て 表 現 す る 。 た だ し,各 次 元 に 対 応 す るTYPE-IRECORDを 明 示 し て 記

録 す る 。 も ち ろ ん,TYPE-IFAM『ILYで も よ い 。 こ の 一 つ の 配 列 を

TYPE-llRECORDと い う こ と に し て,取 り 扱 い の 単 位 と す る 。

TYPE-llRECORDを い く つ か 組 に し て,FAMILYを 定 義 す る 。(つ
o

ま り,使 用者 が定 義 して も よい)。TYPE-llFAMILYは 順 序 の ある 集合

では ない。FAMILYの 要 素 は,RECORDとFAMILYで あ る。TYPE-ll

FAMILYは,事 実 上,要 素 で あ るRECORDを 重複 して もか まわ ない。

TYPE－ 皿FAMILYを 定 義 す るの は以 下 の よ うな事 情 に よる。 す な わ ち,

デ ー タを 分析 上 の項 目で あ るRECORDと してま とめ た場 合 に,い くつか の

RECORD相 互 間の 関係 を 明示 して お くといろ い ろ な場 合 に便 利 なの で あ る。

MDSで 取 り扱 うデータは,不 特 定 多数 の 人に よ って,参 照,更 新 さ れ る こ と

を想 定 すべ きで は あ るが,し か し,全 て の デ ー タが それ ぞ れ 全 て の 人 に よっ て

参 照 ま た は更 新 され るわ け で は な い。 特 に デ ー タの 更 新,す な わ ち デ ータ値 を

設定 す る 作業 は 責 任 あ る 部 門 また は担 当者 を決 め てtaく べ きで あろ う。MDS

で取 り扱 うデ ー タは 分析 結 果 で あ る処 理 ず み の デ ー タ が多 く,こ の 処 理 は 単 純

な計 算 だけ では な く,分 析 手 法,シ ミュ レー シ ョン等,処 理 の た め 多 く の 費

用 を 費 や した もの も ある。 任 意 の 人 に よ って共 通 に利 用 す る デ ー タを考 え る と

結 局,あ らゆるデータ が そ の デ ー タを処 理 ・加工 す る と生成 で き る とい う意 味 で
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の 原 デ ー タを記 録 す る こ とに な る。 そ して,各 使 用 者 は 原 デ ー タ を処 理,加 工

して 必要 とす る デー タを 作 り出す こ とに な る。 この よ うな や り方 は,単 純 な処

理 に よって 必要 とす るデ ー タを 生 成 で き る場 合,あ る いは 文 献 検 索 の よ うに,

デ ー タ をそ の ま ま利 用 す る場 合 には,適 切 な方 法 で あ る が,MDSの ように 分

析 結 果 で ある情 報 を主 た る 内容 と し,ま た そ のた め の 処 理 に複 雑 な計 算 を必 要

とす る場合 には,適 当で は な い。 したが って,MDSの 場合には,記 録 されて い る

デ ー タの 中 には,主 と して利 用 す る部 門 また は担 当者 が い ろ い ろ違 うこ と も十

分 あ り得 る ので あ る。

そ うで あ れば,そ の よ うな グル ー ピン グ を して お くと,い ろ い ろ な効果 が あ

る。 第1に あ る デ ー タ を検 索 す る場 合 に,対 象 とす るRECORDの 含 まれ て い

る グル ー プに限定 してか らは じめれ ば よい こ とに な り,第2に,必 ず し も全 デ

ー タ を同 一 の記 録 媒 体 に 記 録 す る必 要 が な くな る。

FAMILY,RECORDを 要 素 とす る集合(RECORD自 体 が 個別 デ ー タ

の集 合 で あ るか ら集合 族 と呼 ぶ べ きか も しれ な い)と して 定義 し,あ るRE-

CORDが い くつ か のFAMILYに 属す る こ と も よい とす る の は,取 り扱 わ れ

る デー タ と 人間 また は 部 門 の 対 応 関係 に融 通性 を もたせ るた め で あ る。例 え ば

売上 高 とい う項 目'によ って ま とめ られ たRECORDが,販 売,営 業,生 産 の各 部

門で共 に使 用 す る場 合 には,主 と して,販 売 部 門 で取 り扱 うRECORDの 集合

と して のFAMILY,同 じ く営 業 部 門 で取 り扱 うRECORDの 集 合 等,い くつ

か のFAMILYが 共 に このRECORDを 要 素 と して もつ。

FAMILYは そ の 名 称 と要 素 で あ るRECORD,FAMILYの 名 称 を記 録 す

るだ け で あ る。 デー タ 値 その もの を重 複 して 記録 す る わ け で は な い。
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(3)デ ー タ 管 理 の 理 論 で 展 開 さ れ て い る デ ー タ 構 造 と 我 々 が こ こ で 説 明 し た も

の と は ど こ が 違 う の だ ろ う か 。 端 的 に い え ば,デ ー タ 管 理 の 理 論 で は,適 用 実

体 の 集 合Eか らj番 目 の 属 性 の と り得 る 値 の 集 合Vjへ の 対 応 ¢j:E→Vj

を 考 え た の で あ る が,我 々 は 複 数 個 の 適 用 実 体 の 集 合El,E2ノ ・・,Enの 直 積

El×E2× … ×Enか らj番 目 の 属 性 の と り 得 る 値 の 集 合Vjへ の 対 応

τj:El×E2× … ×En→Vj

を 考 え た の で あ る 。 た だ し,各 適 用 実 体 の 集 合,例 え ば,Elか らi番 目 の 属

性 値 の と り 得 る 値 の 集 合Uliへ の 対 応,

SUiiEl→U,ii=1,… ,N1

を,El,…,Enに つ い て 考 え,Ul=(Ull…UIN、)

U2=(U21・ …U2N2)…,Un=(U『n1…UnNn)を 指 標 と 呼

び,U1,…Unの 直 積 か らVjへ の 対 応 π=・9V-igj二U1× …Un→Vj

を 指 標 か ら 分 析 上 の 項 目 で あ るRECORDへ の 対 応 と し た の で あ る 。 た だ し,

ψ 一1=(Wfi… … ψF1)

SP7i-i-(ψi7,… … ψiNi)

そ して,属 性 値 の と り得 る値 の集 合V1,V2,…Vmを そ れぞ れREcoRD

とし,そ れ らの 関係 は何 も考 え なか った。※Ui=(Ui1,…UiNi)vatoけ

るUi1,…,UiNi,す な わ ち,各 適 用実体 に 関 す る属 性 につ い て も,単 に最

小単 位 を並 列 的 に記 述 す る だけ と し,関 係 形 式 を 採 用 した の で あ る.

結 局,デ ー タ 管理 に関 す る既 存 の 理論 は,我 々の考 え で は,指 標 を構成 す る

よ うなデ ー タ を対 象 に して い るの で あ る。 した が って,指 標 を構成 す るデ ー タ

につ い ては,そ の 属 性 が た くさん あ り,複 雑 で あ れ ば,関 係 形 式 で な くて も,

階 層 構 造 で も よい 。 大 切 な のは,適 用 実体 の 集 合 を複 数 個 考 え る こ とに よ っ・

て,定 義 可 能 な属 性 もあ り,こ れ が 分析 の対 象 とな るデ ー タな の だ とい うこ と

※FAMILYを 定義 す る こ とは あ る。
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で あ る。

関係 形 式 に よって表 現 され る 「一 枚 の表 」 では,指 標 を構 成 す る デー タを表

現 しに くい こ と もあ る。 例 え ば,売 上 高 に つい て の年 次 デ ー タ と利 益 につ いて

の年 次 デー タが あ っ て,こ れ を示 す 年 度 が 多少 異 な って い る こ とが あ る。 この

場 合 は,売 上 高 と利 益 に つ い て は,別 の 指標 を必 要 とす る。 しか し,共 通 に も

っ て い る年 度 は,両 方 の項 目を 関連 させ る こ との で き る基 準 で あ る。 この よ う

に,同 一 集 合 の適 用 実 体 と して ま とめ る こ との で きる もの で,部 分 的 にわ か れ

て い る場 合 に つい ては,あ る 関連 を示 す 情報 を記 録 して お くべ き で あ る,こ の

た め に,TYPE-IRECORDのFAMILYを 考 え る。 同－FAMILYに

属す るRECORDを 指 標 と して もって い る場 合 に は,事 実 上 同一 のRECORD

を 指標 に もって い るRECORDに 準 じて,操 作 で きる。 い くつ かのRECORD'

が一 つ の 指 標 を構 成 して い て も よい。したがって,指 標 として,FAMILYを 指 定

す る こ と もよい よ うにす る わ け で あ る。

(4)MDSは 経 営 計 画 に 参加 す る 多数 の部 門,人 間 に よって利 用 さ れ る。 そ こ

で,デ ー タの機 密 保 護(datasecurity),デ ー タの保 全 性(datadignity)

を保 証 す る手 段 を必 要 とす る。

デ ー タの利 用 に つ い て は,そ の デ ータ を削 除,追 加 等 の表 現形 式 につい て の

変 更 とデ ー タ値 の変 更,参 照 が で き る とい うこ と と,参 照 の み が 可 能 で あ る と

い うこ とを区 別す る。 シス テ ム はKEYを 定義,削 除 で き る とい う機 能 を もつ 。

KEYの 定 義,削 除 は シ ス テ ム管 理 の項 で説 明す る こ とに し,こ こでは あ る

KEYが 割 りあて られ た もの と しよ う。 シス テ ムの 実 行 の 先 頭 で,必 ず 自分 の

KEYを 示 す こ とに し,そ の 実 行 中に 定 義 さ れ たRECORDは,そ のKEY

(KEYの 名 称)を 組 に して記 録 さ れ る。 このRECORDは,定 義 した 人

・(KEY)の 内容 に よ って ,RECORDの 修正,削 除,デ ー タ値 の 更新,参 照

を で き る 人(KEY)と 参 照 の み が可 能 な 人(KEY)が 自動 的 に割 りあ て ら

れ る こ とに な る。 このKEYの 相互 関係 は,そ のRECORDを 定義 した 人 を含

め て,使 用 者各 自が 自由に決 め る べ き こ とで は な く,組 織 全体 の 立 場 か ら規 定
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す べ き こ とで あ る。 この た め,こ の よ うなKEYの 相互 関 係 は シ ス テ ム管理 者

が 担 当 す る こ とに な る。

も う一 つ の考 えは,デ ー タの参 照 につ い て の規 定 は,そ の デ ー タ(RECORD)

を定 義 した 人が決 め るべ き だ とい うこ とで あ る。 したが って,デ ー タ を参 照 で

き る 人は,そ れ を定 義 した 人 を含 め て,個 々別 々に決 め られ るの で,組 織 全 体

と しては,間 接 的 に個 々の 部 門ま た は 人間 に指示 す る こ とに よって な され る。

この 場合 は〃RECORDを 定義 す る ときに,削 除,修 正,更 新,参 照が 可 能

なKEYと 参照 のみ が可 能 なKEYを 指定 す る。 ど ち らにつ い て も,そ の指 示

をす る 人は,KEY名 称 そ の も のは,他 の部 門 また は 人間 につ い て は 知 って い

て は な らな いの だ か ら,KEY-FAMILYを 指示 す る以外 に な い。 だか ら,

1つ の 部 門 ま たは1人 の 人間 で あ'れば 不都 合 なの で あ る。 それ で,削 除,更 新

等 全 て を操 作 で きるの は,そ のKEYだ け と し,参 照の み 可能 な の は,必 要 な

部 門 に対 応 す るKEY-FAMILYを 指 示 す る こ とにな る。

これ らの方 法 の どち ら を採 用す べ きか に つい て,断 定的 な こ とは い わな い こ

とに し,と りあえ ず,前 者 の 方法 に よって,デ ー タの 機密 保護 と保 全 性 を保 証

す る こ とに しよ う。 個 々の企 業 に よって どち らで もそれ な りに納 得 の い く方 法

だ か らで ある。

つ ま り,デ ー タを 定義 したKEYに よ って,自 動 的 に 以後 の 操 作 が可能 な

KEYを 割 りあて る よ うに シ ステ ム管理 者 が決 め て お く。 これ以 後 の説 明 は,

シス テ ム管 理 の項 です る こ とにす る。

念 の た め,MDSの 場 合 に,更 新 可 能 とは,カ ー ドか らの 入 力,テ ー プか ら

の 入 力,演 算 式 の左 辺 と して,シ ミュレ ー シ ョン言語 や 分析 手 法 の 出力 と して

の場 合 を い う。 参 照可 能 とは,演 算 式 の右 辺 と して,シ ミュレ ー シ ョン言 語 や

分析 手法 の 入 力 と して,レ ポー ト等 の 端 末 装 置 や プ リン ターへ の 出力 として の

場 合 を い う。

㈲ 次 に,記 録 す る デ ー タ の デ ー タ 属性 に つい て考 え よ う。 デ ー タ属 性 は,実

数,整 数,ホ レ リス ・タ イ プ,論 理 値 等 が あ るが,MDSの 場 合 は,実 数,整
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数,ホ レ リス ・タ イ プに 限 定 して よい。 デ ー タ属 性 が 特 に 問題 とな るのは,そ

の表 現 の た め に必 要 な長 さが 定 め られ ない 場 合 で あ る。 しか し,実 数 と整 数 は

い わ ゆる ワー ド ・マ シ ン(word-machine)の 場 合 の1ワ ー ドあ る い は2

ワー ズ で十 分 で あ る。 ホ レ リス ・タイ プ をTYPE－ 皿RECORDの デ ー タ と

して 記録 す る こ とは ない と考 え て も差 し支 えないだ ろ う。指 標 とな る デ ータ は ホ

レ リス ・タ イ プの場 合 が 多 くある。

結 局,デ ー タ属 性 と して は,使 用 者 か らみ て,

a

b

C

-q

e

(

(

)f(

)

)

㎏

O

10ケ タ以 内 の実 数

10ケ タ以 上 の実 数

10ヶ タ以 内 の整 数

10ケ タ以 上 の整 数

4文 字 以 内 の文 字列(ホ レ リス ・タ イ プ)

8文 字 以 内 の 文字 列

12文 字以 内 の 文 字列

16文 字以 内 の文 字 列

「

S

の8個 の タ イ プ で十 分 で あろ う。

TYPE-ll,RECORDは,そ のRECORD内 の デ ー タは全 て 同 じ,デ ー

タ属 性 と し,TYPE-IRECORDは 各ITEMに つい て,同 一 デ ー タ属 性

として あ ま り不 便 は な いは ず で ある。 各 タ ィ ブに固 定 して固 定長 とす る方 が,

記 録 の ため の領 域 が か え って 少 な くてす む。 例 え ば,TYPE-IRECORD

のITEMが 何 か の名 称 を表 現 してい る デ ー タの 場 合,各 デ ー タに よ って,そ

の文 字 列 の 長短 が あ る か も しれ な い が,そ れ は最 大 長 に統 一 して お く方 が 便 利

で あ る。

(6)こ の よ うなRECORD、FAMILYが 定i義 さ れ る と,シ ス テ ム は,

デ ー タ それ 自体 とそ のRECORDに つい て の 情報 を記 録 す る。 後 者 の方,つ ま

リス キー マ(schema)に 記録 され る情 報 は 次の とお りで ある。
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TYPE-IRECORDの 場 合

①RECORD名 称

②TYPE(=1)

③ このRECORDの デ ー タの記 録 さ れ てい る ア ドレス

④ デ ー タサ イ ズ

⑤ITEMサ イ ズ

⑥ 各ITEMの 名 称(1つ ま た は複 数 個)

⑦ 各ITEMの デ ー タ属性(〃)

⑧ このRECORDを 指標 に して い るRECORDの 名 称

(1つ ま た は複 数個)

TYPE-llRECORDの 場 合

①RECORD名 称

②TYPE(-2)

③ このRECORDの デ ー タの 記録 さ れ てい る ア ドレス

④vこ のRECORDの 次元 数

⑤ 各 次元 に対 応 す る指 標RECORDの 名 称(複 数)

⑥ デ ー タ属 性

この他 に,検 索 効率 と検 索 範 囲 を限定 す るた め に,い くつ かのRECORD名

称 とKEY名 称 等 を結 び つ け た テ ー ブル が 作 られ る こ とにな る。

FAMILYは,ス キー マ とデ ー タ その もの の 区別 は な く,そ のFAMILYの

名 称 と要 素 で あ るRECORDお よびFAMILYの 名称 を記録 す る テ ー ブル が 作

られ る。

353記 録 構 造

(1)前 節 で 説 明 した よ うに,MDSで は,大 量 の デ ー タを組 に して取 り扱 うこ と

にな るの で,こ の よ うな組 は順 編 成 で連 続 して記 録 す るこ とが 望 ま しい。

記 録 す る デー タの 組 は,各RECORDの ス キ ーマ と しての テ ー ブル,デ ー タ,
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FAMILY別 の 情 報 を記 録 した テ ー ブル が あ る。 この他 に デ ー タ と直接 関 係 な
か

い が,KEYお よびKEY-FAMILYの テ ー ブル,後 で 説 明 す るが 「モデル」

を表 現 して い る情 報 の テ ー ブル が あ る。 この よ うな,一 つ 一 つ の デ ー タの 組 を

順編 成 で記 録 し,な お か つ,以 下 の よ うな事 態 に対 処 で き る よ うにす る。 つ ま

り,各 デ ー タの組 は,そ れ 自体 と して,削 除 され る こ と もあ り,サ イ ズが 長 く

な った り,短 か くな った りす る。

(2)こ の た め に,記 録 方 法 と して,い わ ゆ る ペ ー ジン グ(paging)を 採 用 す

す るの が 適切 で あ る。 ペ ー ジ ング方 式 は オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム で最 近 使

われ 出 した もの で あ るが,こ れ か ら説 明す る 内容 は,必 ず しもそ の方 法 と完 全

に同 じで は な い。 これは これ と して理 解 して も らい た い。

記 録 媒体 上 に,い くつ か の領 域 を設 定 す る。 これ をNOTEと 呼 ぶ こ とにす

る。 各NOTEに つい て,最 小 記 録 領 域(例 えば,1ワ ー ド)を 単 位 と して ,

同一 の サ イ ズ を もつ 領 域 を 作 る 。 これ をPAGEと 呼 ぶ こと にす る。1PAGE

中の 最 小記 録 領 域 の サ イ ズ をPAGEサ イズ,1つ のNOTEの 中のPAGE

のサ イズ(個 数)をNOTEサ イズ と呼 ぶ。NOTEに よ って,NOTEサ イ

ズ,PAGEサ イ ズは 共 に い ろい ろで あ る。

各NOTEに は,特 別 の記 録 領域 を追 加 す る。 これ を索引 と呼 ぶ。 索引 は,

各NOTEに 対 して1つ ず つ 割 りあて る。 そ の 中 味 は 各NOTEのNOTEサ

イズ と同数 の最 小 記 録 領 域 が あ る。

RECORD等,あ る 一 つ の ま とま った デ ー タの 組 は,必 ず,こ のNOTEの

あるPAGEの 先 頭 か ら記録 す る。 そ のPAGEで 全 部 記 録 で きな か った 場 合

は,他 の 任 意 のPAGEに 続 い て 記 録 す る。 このNOTEに 対 す る索引 の 要 素

は,空 白PAGE,続 きのPAGEが ある,続 きのPAGEが な い,の 区 別 を

表 示 す る。 そ して,続 きのPAGEが あ る場 合 は,そ のPAGEの 最 後 の ワ ー

ドに そのPAGEの ナ ン バ ー を記 して お く。

あ る デ ー タの組 が 削除 さ れ た ときは,そ の デ ー タ を記 録 して い るPAGEの

全 て につ い て対 応 す る索 引 の要 素 に,空 白PAGEの 印 を記 す 。 デー タが 追 加
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す る場 合 は,そ のPAGE内 で お さ ま らなけ れ ば,任 意 の空 白PAGEへ 続 け

る。 こ うして,事 実 上 無 限 の連 続 領 域が と られ る こ とに な る。

この方 法 に よる と,PAGEサ イ ズ とデー タ の組 の サ イ ズ との 関係 を均衡 さ

せ て おか な くて は,問 題 が あ る。 まず,PAGEサ イ ズ が 大 きす ぎる と,空 白

部 分 が大 き くな る。 逆 の 場 合 は,1つ の デ ー タの 組 が い くつ ものPAGEに 記

録 され る こ とに な る。 だ い た い の基 準 で,1つ の デ ー タ の 組 とPAGEサ イ ズ

が 同 じで あ る の が望 ま しい。 特 に問題 な のは,RECORDの デ ー タ で あ り こ

れ は サイ ズが 大 きい し,使 用 者 に しか わか らな い。 それ で ,PAGEサ イズ の

異 な るNOTEを い くつか 用 意 して,そ の どのNOTEに 記 録 す る か を ,使 用

者 が 指 定す る。NOTE自 体 を 定 義す るのは,シ ス テ ム管 理 の 機能 とす る。

PAGE1

2

3

4

5

NOTE

INFO4

10N

RMAT3

図3-7

索 引

0

1

2

1

0

W

～

35.4チ ー タ管理 の 内 容

ω デ ー タの 管 理 につ い て の 操 作 は,表 現形 式 上 の 操 作,す な わ ち,デ ー タの

記録,追 加,削 除 等 と,デ ー タ値 の設 定 に関 す る もの とを区 別 す る。 デ ー タ値

の設 定 は,MD ,Sの 場 合 で あ る が,分 析 ・処理 の結 果 と して な され る場 合,カ

ー ドや テ ー プか らの入 力 等 多 様 で あ る
。

表 現形 式 上 の操 作 は,RECORDの 定 義,削 除,修 正,・RECORD-FAMILY

の 定義,削 除,修 正 で あ る。
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(2)RECORDの 定義 は,あ る論 理 的 に構 成 さ れ た デ ー タの 組 を設 定す る こ と

で あ り,デ ー タ値 を取 り扱 う もので は な い。RECORDの 定 義 に よ り,シ ス テ

ム内 にそ のRECORDの ス キ ー マが記録 さ れ,デ ー タ値 を 記録 す る ため の記 録

媒 体 上 の領 域 が 確 保 さ れ る。

RECORDの 定 義 に 必要 な 情 報,す なわ ち,使 用 者 が シス テ ム に与 え る情 報

は,ス キー マ と して 記 録 され る。 これ は既 に説 明 した。

RECORDの 削除 は,記 録 さ れ てい る デ ー タ お よび ス キー マを シス テ ムか ら

取 り去 る こ とで あ る。 この以 後,こ のRECORDは 操 作 の対 象 に な らない。

RECORDの 表 現 形 式 上 の 修 正 は 次 の とお りで あ る。

(a)・RECORD名 称 の変 更

(b)・TYPE-1の 場 合,デ ー タ サ イズ の変 更,ITEMの 追 加,削 除,ITEM

名 称 の変 更,各ITEMの デ ー タ属 性 の変 更。

(c)TYPE－ 皿の 場 合,デ ー タ属 性の 変 更。

FAMILYの 定 義,削 除,FAMILY名 称 の変 更,要 素 で あ るRECORD,

FAMILYの 追 加,削 除 がFAMILYに つ いて の機 能 で あ る。

、

、
冒

36デ ー タの 入 出力

3.6.1記 録 媒 体

デ ー タの値 を設 定 す る た め の 諸 々の操 作 も,通 常 は,デ ー タ管 理機 能 と して

取 り扱 わ れ るの だが,MDSで は デー タの 値 の 設定 は い ろい ろ あ り得 るの で,

表現 形 式 に関 す る 操 作 のみ を デ ー タ管 理 と し,デ ー タ値 につ い て の操 作は 別 個

に検討 し よ う。 この 中 で特 に,シ ス テ ムの 直接 的 な記録 媒 体(物 理 的装置 と し

て は デ ィス クを 想定 して い る)に 記録 され てい る デ ー タを大 量 に他 の記録 媒 体

へ移 した りす る機 能 だけ を,こ こでは取 り扱 う。

シス テ ムが 直接 的 に デー タ を記 録 す るのは ダ イ レ ク ト ・ア ク セス(direct

access)が 可 能 な 大容 量 記 憶 装置,つ ま リデ ィス ク あ るい は ドラムであ る。

』

∀

∀
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しか し,こ の 記録 媒 体 に記 録 して い る デ ー タを,他 の媒 体 に も記 録 して お くと

便 利 で あ る。 使 用 者 が 何 らか の 間違 い に よって,意 図 しな い デ ー タ値 を記 録 し

た場合 に,元 の 値 を保 持 して お くと,再 度 処理 をや り直せ ば よい。 この た め の

媒 体 と しては,テ ー プで 十 分 で あ る。

使 用 者が デ ー タを 入 力 す る場 合 に は,端 末 装 置 を使 用す る こと もで き るの だ

けれ ど も,大 量 の デ ー タ を一 度 に 入 力す る場 合 には,カ ー ドか ら(カ ー ド ・リ

ー ダ ー)入 力す る ほ か な い。 この よ うな場 合 はか な りあ り得 る。

■

362デ ー タの 入 出 力 の単 位

(1)記 録 媒 体 間 で の デ ー タ入 出力単 位

前節 で の説 明 の 中 で 出 て きた,シ ス テ ムが 直接 的 に ア ク セスす る記録 媒 体 を

直接 記 録 媒 体,デ ー タ を保 存 す るた めに 記録 して お く媒 体 を間 接 記録 媒 体 と呼

ぶ ことにす る。 直 接 記録 媒 体 と間接 記 録媒 体 の間 で デ ー タ を移 し替 え る場 合の

操 作 につ い て 考 え る。

この場 合 の デ ー タの移 し替 え は,RECORDま たはFAMILYを 単位 と して

お こな う。 大 量 の デ ー タ を一 度 に簡単 に移 し替 え る必 要 が あ るか らで あ る。 デ

ー タの コ ー ドを変 更 す る 必要 は な いか ら,単 にそ の名 称 のみ を指 定 す る だ け で

十 分 で あ る。 間 接 記録 媒 体 上 の デ ータ は 重複 して いて もか ま わ な い し,そ の 方

が よい こ と もあ る。

(2)カ ー ド入 力 の デ ー タ単 位

カー ドか らの デ ー タの 入 力 もRECORDを 単 位 と してk・こな う。 た だ し,こ

の場 合 は,カ ー ドの配 列 と定 義 したRECORDの 配 列 方 法 とが 異 な る こ とが あ

る。 使 用 者 は な るべ く,定 義 に したが って,カ ー ド上 の デ ー タの 配列 方 法 を考

え るの が よい の で あ る が,必 ず し もこ うは しない こ と もあ る。

コー ドの変 換 は必 要 な の で,FORMAT文 を指定 す る必要 もあ る。 結 局,

TYPE-IRECORDは2次 元 配 列(デ ー タサ イ ズ ×ITEMサ イ ズ)と し,

TYPE－ 皿RECORDは その 次 元 の 多 次元 配列 と して,FORTRANと 同 様
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の 入 力形 式 に す る のが もっ と も適 してい る。 こ うす る と,使 用者 が,こ の知 識

を必要 とす るが,さ して むず か しい こ とで は な い し,こ の よ うな大 量 の デー タ

の 入 力 は,各 使 用 者 が 全 て しな くて は な らな い もの で は な い。 個 別 デ ー タの入

力は,端 末装 置 を利 用 して,会 話 的 に お こな う よ うにす る。

37レ ポー ト作 成,情 報 検 索

371レ ポー ト作 成 の 手順

レ ポー ト作成(reportwriting),情 報 検 索(informationret-

rieval)も,通 常,デ ー タ管 理 に属 す る機 能 で あ るが,前 述 の とお り,一 応

分離 して こ こで取 り扱 う。 も ちろん,前 述 の デ ー タ管 理 方 式 を前 提 とす るの で,

内容 的 には 密接 に 関連 して い る。

MDSで 取 り扱 うデ ー タを,使 用者 が 端末 装 置 お よび プ リンターに出力させ る

場合,ど の よ うな手 順 が よい か とい う こ とに 問題 を限 定す る。 デ ー タの分析,

処理 の た めの 情 報検 索は 別 に取 り扱 う。

使用 者 が,デ ー タを 出 力さ せ る 場 合 には,あ る程 度 大量 の デー タを組 に して

表 の形 式 で ま とめる と便 利 な こ とが 多 い。 そ の た め,報 告 書 の 作成 の手 順か ら

まず 考 え る。 元 々MDSで 取 り扱 うデ ー タは,あ る分 析 上 の 項 目 に よって ま と

め られ た特 徴 あ る形 式 の 表 に よって 表 現す る こ とが,デ ー タ の収集,表 示過 程

で お こな わ れ てい るか ら,そ の とお りの表 を記 録 上 の 表 現 形 式 と して採 用 した。

使 用 者 に と って も っ と も頻 繁 な操 作 は,項 目 ご との表 を,指 標 をつ け て 出力 す

る こ とであ る。 この場 合,使 用 者 は対 応す るRECORDの 名称 を指 定 すれ ば よ

い の だが,そ の 名称 は 知 って い るは ずで あ る。 そ うで な け れ ば,こ のデ ー タ を

出力 し よ うとい う発 想 は 出て こ な い。 正確 な 名称 を忘 れ て い る こ とは あるか も

しれ な いが,そ のRECORDに 対 応 す る デー タ(群)の 意 味 は 知 って い る もの

と して よい だ ろ う。

次に,あ るRECORD内 の い くつか の デー タを 取 り出す 場 合 につ い て説 明す
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る。 この と きは,指 標 で あ るデ ー タ に 限 定 をつ け て,対 応す るデ ー タ を取 り出

す こ とに な る。 逆 に,分 析 上 の デー タ値 に限 定 を つ け て,そ れ に対 応 す る 指標

デー タを取 り出す こ と もあ る。

次 に,多 少 複雑 で あ るが,異 な る項 目(RECORD)に 属す るデ ー タ間 の 関

係 を利 用す る場 合 を考 え る。 例 えば,年 度別,支 店 別 の売上 高,お よび 同様 の

利 益 とい う2つ の項 目(RECORD)に つ い て,デ ー タの 相互 関係 を調 べ る。

これ は,共 通 の 指 標 を媒 介 して検 索 す る。 あ る値 を 上 ま わる 売上 高 を あげ た 年

度,支 店 は,利 益 と して どの よ うな 値 に な って い る か,と い うよ うな 場 合 で あ.

る。

し

、

■

372レ ポー トの フ ォー マ ッ ト

レポ ー トの フ ォー マ ッ トにつ い ては,作 成 手 順 との 関係 で変 え る のが よい 。

ま ず,1つ のRECORDを 単位 として 出 力す る場 合 は,シ ス テ ムの側 に必 要 な

情報 を全 て記 録 して あ る の で,標 準的 な 表 を 出力す る ことがで きる。 この場 合

は,指 標 つ きの項 目別 の表 に な る。 指標 を 構成 す るITEMの 一 部 を 取 り除 く

こ と も容 易 に で き る。

RECORDの 集 合 と して のFAMILYの 場 合 も,全 く同様 で あ る。 構成 要 素

で あ るRECORD別 に 順 次,適 当 な 形 式 で 出力す る。

RECORDの 中の あ る特 定 の デ ー タ を 出 力す る場 合 には,多 様 な 形 式 にな る

の で,使 用 者 が 必 要 な情 報 を 指示 しな くて は な らな い。

指 標 を共 通 にす るい くつ か のRECORDを 出 力す る場 合 は,そ れ らRECORD

の デ ー タ を合 成 して,あ る程 度 複 雑 な形 式 に な る。 この場 合 も使 用者 が特 定 の

指 示 を しな くて は な らな い。

この よ うな場 合 は,多 少 の 知識 が必 要 で ある。 そ れ で,次 の よ うな方 法 も合

せ て考 え る よ うにす る。 出 力に つ いて は,ま ず,端 末 装 置 に標 準 的 な形 式 で,

シス テ ムが 一 方 的 に表 示 す る。 使 用者 は これ を基 に,部 分的 な修 正 を す る。 こ

の 方 法 に よる と,全 く専門 的 な 知識 を必 要 と しな い。
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3.8シ ス テ ム の 管 理

381デ ー タの機 密 保 護 と保 全 性

(1)機 密 保 護

シス テ ム は不 特 定多 数 の 人 に よ って利 用 され るが ,そ の 中に特 別 の使用 者 の

存 在 を想 定 す る。 こ こでは,そ の よ うな使 用 者 を シス テ ム管理 者 と呼 ぶ こ とに

す る。

シス テ ム管 理者 は特 別 のKEY(KEY名 称)を もつ こ とに よ って区別 す る
。

シス テ ム管理 者 はKEYを 定 義 ,削 除 す る こ とが で き る。 ま た,い くつ か の

KEYを 組 に してKEY-FAMILYを 定 義 し,削 除 す るこ とが で きる。 シ ス

テ ム管 理 者 はKEYを 定 義 し,使 用者 に割 り当 て る。 した が って ,各 使用 者 は

他 人のKEY(KEY名 称)を 知 らな い の は 当 然 で あ る。

(2)保 全 性

シス テ ムに処 理 を実 行 さ せ る と きに は,必 ず最 初 にKEYを 指定 す る。RE-

CORDを 定 義 したKEYが 明示 さ れ る こ とに な る。 以 後 このRECORDは ,

修 正,削 除,デ ー タ値 の 設定,参 照'が お こな われ る。 これ らの 場合 に,こ の 操

作 を して もよい 人間(KEY)を 規 定 して お くの が,シ ス テ ム管理 者 の一 つ の

役 割 で あ る。 この場 合 に は,前 記 全 て の操 作 が可 能 な 人間(KEY)と 参 照 の

み 可 能 な 人間(KEY)を 規 定 す る こ とはす でに 説 明 した。 もっ と細 か く,例

えば,修 正,削 除 とデ ー タ値 の設定 と参 照 とに 分 け る こ と も考 え られ るの で あ

るが,一 応 前 記 の とk"り の 区 別 で 十 分 で あ ろ う。 大 切 な こ とは,MDSの 場 合,

参 照 に関 す る 限 定 よ りも,デ ー タを こわ さ ない こ とを 配 慮 す る必要 が ある とい

うこ とで あ ろ う。

シス テ ム管理 者 が2種 類 のKEYを 各RECORDに 割 りあて る形 式 的手 順 は ,

定義 したKEYと2種 類 のKEYと の 対 応 をつ け て お くこ とで あ る。 例 え ば,

前 記 の 全 操 作 が可 能 なKEYは 定 義 したKEYと 同 じ ものに限 定 し(RECORD

を定 義 した 人が そ のRECORDを 修 正,削 除,更 新,参 照 の権 利 と責任 を もっ)
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参 照 のみ 可 能 なKEYは い くつ かのKEYか らな るFAMILYを 対応 さ せる。

こ うす るの が常 識 的 で あ るが,し か し,例 え ば,2人 の 人間 ま た は部 門等KEY

を割 りあ て られ た 人が い て,こ の 中 の どち らか が あ るFAMILYを 定 義 し,そ

の後 の 操 作 は 定 義 した人 とは 別 の 人で も よい,と い う場合 の よ うに 必ず しも固

定的 では な い 。

KEYに つい て の機能 は,KEYの 定 義,削 除,KEY-FAMILYの 定 義

削除,KEY-FAMILYの 要 素 の追 加,削 除 で あ る。 これ ら一 切 の機 能は,

特 別 のKEYを もつ 人 にの み 実行 可 能 で あ る もの とす る。

(

382記 録 媒 体 の 管 理

シス テ ム が 直接 的,間 接 的 に利 用 す る媒 体 は,直 接 記 録 媒体(デ ィス ク,あ

るい は ドラ ム)と 間接 記 録 媒体(テ ー プ)で あ る。 直接 記録 媒 体の 中 には,い

くつ か のNOTEが 設 定 され る。 こ のNOTEを 定 義す るの が,シ ス テ ム管 理

者 の一 つ の 仕 事 で ある。 さ らに,記 録 媒 体 そ の もの を定 義 す る こ と も必 要 に な

る が,こ れ は,オ ペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ム との 関係 が深 く,シ ス テ ムで提供

す る機 能 で は な い。

テ ー プの場 合 は,各 使 用者 が そ れ ぞ れ,使 用 して もか まわ な い のだ が,相 互

に 間違 え る と(例 え ば,他 人の テ ー プ に書 き込 み,デ ー タを消 して しま う等),

トラ ブル が 生 じる。 そ れで,統 一 的 に管理 をす る ため に,次 の よ うな規定 を 設

け る。

各 テ ー プ に名 称 をつ ける。 その 名称 は シス テ ムに記 録 す る。 この とき,操 作

可 能 なKEYと の 関連 を合 せ て 記録 して お く。 テ ー プ との デー タの移 し替 え を,

使 用 者 が要 求 す る と,KEYを チ ェ ック して か ら,そ の テ ー プの 名称 を オペv

－ 夕 ー に表 示 す る。 これ は システ ム管理 上 の機 能 で あ るが,シ ス テ ム管理 者 が

お こ な うので は な く,各 使用 者 が それ ぞ れ この機 能 を利 用す る。
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39デ ー タ の 分 析 ・処 理

39.1デ ー タの 分 析 ・処 理

(1)ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの 階 層

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムは 基 本 的 に2つ の 作成 方 法 が あ る。 問題 オ リ

エ ン テ ドに処 理 手 順 を 決 め て い く方 法 と
,問 題 とは独 立 な手 法 中心 に作成 して

い く方 法 で ある。 もちろ ん,両 者 に厳 密 に 区 別 で きな い 場 合 もあ る が
,こ の方

法 の 違 い は 常識 的 に明 らか で あ る。 我 々の 提案 す る シス テ ムは,ア プ リケ ー シ

ョン ・プロ グ ラムの 中 の デ ー タ管理 ,入 力,出 力そ の他 の 機 能 を 分離 して い る

の で,ア プ リケ ー シ ョン ・ブ ・グ ラ ムの 中 の デ ー タの処 理 ・計 算 に限 定 して ,

プ ログ ラム を作成 す る こ とに な る。 こ こま で は デー タ ・ベ ー ス管 理 シス テ ム と

同様 で あ る。 しか し,デ ー タ・の処 理 ・計 算 に 限 定 して も,MDSの 対 象 とす る

処 理 内 容 は や は り複雑 で あ る。 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ・グ ラムの 中 に は ,各 問

題 に固 有 の処 理手 順 と問題 とは独 立 な分析 手 法 が混 在 して い る。 ま た ,こ の よ

うにな って い る の で,分 析 手 法 もそ の 問 題 に応 じて い ろい ろ変 形 して い る こ と

が 多 い。 使 用 者 の指定 す べ き処 理 手 順は 個 別 問題 に固 有 の もの だ け で よい の で

あ り,そ の部 分 を可 能 な 限 り少 な くす る た め には,分 析 手 法 ,シ ミ ュ レー シ ョ

ン言 語等 を それ 自体 と して ,シ ス テ ム に組 み込 ん で お き,使 用 者 が それ らを使

って,各 個 別 の問題 に対 応 した処 理 手 順 を表 現 す る とい う方 法 が適 切 なの で あ
　

る。 使 用者 の ニ ーズ か らの プ ログ ラム 全体 の独 立 ,で ある。 そ して,こ の よ う

な分析 上 の ソール は いろ い ろ な問題 で 使 われ る もの が多 いの で あ る。

(2)問 題 処 理 と分 析手 法

ある プ ログ ラ ムが使 用 者 の ニ ー ズ か ら独立 で あ るか,問 題 オ リエ ン テ ドな の

か とい う区 別 は,常 識的 に 明 らか で あ る が ,そ の プ ログ ラムを 作成 す る に あ た

って,シ ス テ ム作成 者 が,そ れ を利 用 す る使 用者 に処 理 につ い て の知 識 を一 切

聞 く必要 が な く,逆 に使 用 者 が,シ ス テ ム の 中味 につ い て知 らな く と も,他 の

文 献 等 に よっ て も完 全 に知 る こ とが で きるか ど うか を判 断 基 準 とす るの が よい
。
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この よ うな意 味 での,処 理 ツール と しての デー タの 分析,処 理,計 算 の ため

の プロ グ ラ ムを必 要 な か ぎ り,シ ス テ ム に組 み込 ん で お くこ とに す る。 しか し,

これ らの ブ ・グ ラムは,互 い に独 立 で あ って,容 易 に追 加,削 除 で きる。 だ か

ら,ど の プ ログ ラム を組 み込 ん で お くか とい うこ とは 本 質的 な こ とで は ない。

必 要 に応 じて,追 加 す れ ば よい し,そ れ は,使 用 者 とは何 の 関係 もな い 人に 注

文 して も全 く不 都合 な こ とは な い。 こ こで は,以 上 の こ とを前 提 に した上 で,

一 応 の基 準 と して
,デ ー タの 分析,処 理,計 算 の た めの プ ログ ラム を解 説 して

お く。

(3)こ こで の も う一 つ の課 題 は,前 に 説 明 した,デ ー タの管 理 方 法,特 に デー

タ構 造 が,い わ ゆ る コ ア上 の 計 算 の 対 象 と して 利 用 さ れ る際 の デ ー タの表現 形

式 と適 合 して い る こ とを具 体 的 にみ て い くこ とで あ る。

概 要 をい え ぱ,配 列(array)を 中心 とす るデ ー タ の表 現形 式 は,だ いた い

の場 合 は,そ の ま ま,計 算 の中 で使 用 す る表 現形 式 と同一 で あ るか ら,RECORD

を単位 として,記 録 媒 体 か ら移 し替 え れ ば よい。 だ か ら,使 用者 はRECORD

と して 定義 した もの を,そ の ま ま,計 算 の対 象 として記述 す れ ば よ い。

ただ し,RECORDの 中 の1つ の 次 元 に つい ての デ ー タの 列 を利 用 した り,

配 列 を し直 して利 用 す る方 が便 利 な こ と もあ る。 完 全 に一 致 す る わけ に は い か

ない 。 この よ うな場 合 には,そ の実 行 中 での み有 効 な配 列(array)を 定義 す

る よ うにす る。 これ は 演 算 の 一 部 と して の機 能 とす る。 単 一 変数 は,そ の ま ま

記 述 す る よ うに し,そ の 他 に数 字 と文 字 列 をその ま ま記 述 で き る よ うにす る。

この よ うな,明 示 的 で あ る と否 とを 問 わず,コ ア上 の領 域 は シス テ ム側 として

は,あ らか じめ 確 保 して あ る ワー キ ン グ ・エ リア(workingarea)に 割 り

あて る。

392演 算 ・関 数

(1)演 算式 と関数の形式及び特別 に組み込 まれる関数

演算式 は通 常の代入文(例 えばFORTRAN等 の)の 形式 で記述 する こ とにす
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る。 この 代 入文 の 中 に,い わ ゆ る関 数 を混 在 さ せて 記 述 す る こ と もで きる よ う

に して お く方 が よい。 あ る処 理 を 関数 とす るか,別 個 の分 析 手 法 とす るか の区

別 は,そ の 出力 結 果 が単 一 デ ー タで あ るか 否 か に よる の が よい。

関数 と して は,FORTRANラ イ ブ ラ リー ・関数 と これ 以外 に よ く利 用 され る

もの とを,な るべ くた くさん 組 み込 ん で お くと,使 用者 は便 利 で あ る。 例 え ば,

いわ ゆ る Σ演 算,記 述 統 計 学 上 の統 計 量,す な わ ち,平 均 値,分 散,相 関係 数

等 で ある。

この 中 で1特 記 して お くべ きだ と思 うのは,い わ ゆ る Σ演 算 で あ る。 例 えば

ノ

次のよ うな演算式,
_NM
x=

ji、(xj+、 三 、(y・j+2)(Z・j-1))

が あ る。 Σ 演算 は あ る デ ー タ列 の単 純 な合 計 直 を求 め る もの では な く,式 全 体

を対 象 に して合 計 値 を求 め る もので あ る。 この よ うな,式 を 直接 記 述 して もよ

い とす る,言 語 ま た は処 理 プ ログ ラムは な い よ うで あ る。 これ は,論 理 的 に困

難 な た めか,計 算 時 間が 非 常 に かか る ため で あ る と思 わ れ る。 しか し,経 営計

画 のた め に,使 用者 が記 述 す る演 算 式 は,た い した量 に は な らない は ず で あ る。

む しろ,こ の瀬 式 が そ の 賛 書 け る よ うに す る 方 が便 利 で あ る.そ れで,※ ・

一 ド ・ベ ー ス ・シス テ ムの 作成 に際 して ,こ のΣ 演 算 を その ま ま記 述 す る こ と

が で きる,シ ステ ム側 の ブ リ ・プ ロ セ ッサ ー を作成 した。 そ の方 法 は こ こでは

省 略す るが,今 後 これ を使 用 して,処 理 時 間 を計 測 してみ る つ も りで ある。

② 処 理 時 間 の問 題

演 算 式 を解 析 し,実 行 す る ため に,シ ス テ ム が も って い る プ ・ グ ラ ムは,こ

の システ ム 自体 を記 述 す る言 語 に よって,そ の処 理 方 式 は 多 少 異 な るが,コ ン

パ イ ラー に対 す る ソー ス ・プ ログ ラム を生 成 す る た め の プ リ ・ブ ・ セ ッサ ーで

は な く,い わ ゆる コ ンパ イル ・ア ン ド ・ゴ ーの形 に な る。 した が って,そ の都

※ 報 告 書 中3-14『 カ ー ド ・ベ ー ス ・シ ス テ ム 』
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度,解 析 と実 行 をお こ な うの で,計 算量 の大 きい,頻 繁 に お こな う計 算 の場 合

は,計 算 時 間 が問 題 に な る。 しか し,そ の よ うな計 算 は,そ れ ぞ れ 分 析手 法 や

関数 と して 組 み 込 ん で お くこ とに な る もの と考 えて よい だ ろ う。 処理 時 間 は 分

析手 法 や 関 数 が どの程 度 使用 者 に とって有 効 な もので あ るか,す な わ ち,使 用

者 自身 に よ って記 述 す る演 算 式 の もつ 割 合 との関係 で考 え るべ き こ とで あ る。

(3)分 析 手 法

① 分析 手法 の範 囲

分 析手 法 と して,ど の よ うな もの が必 要 で あ るか とい うこ とは,利 用 す る

場 合 の 条 件 に よって決 め るべ き こ とで ある が,経 営 計 画過 程 で 使 用す る 分析

手 法 を一 応 の参 考 と して 列 挙 して お くの も意 味 の あ る こ とで あろ う。

統 計 学,特 に 多変量 解 析 論 の 分野 に つい ては,次 の とお りで あ る。

(a)主 成 分 分析

(b)因 子 分析

(c)分 散 分析

計量 経 済学 の 分 野 で は

(d)回 帰(最 小 二 乗法)

(e)二 段 階最 小 二 乗 法

(f)制 限 情報 最尤 法

(g)時 系列 分析(EPA法,CENSUS用 法)

経営 科学 の分 野 で は

(h)L.P.,IntegerL.P等 の数 理計 画 法

(')PERT・CPM等 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 手 法

さ らに,手 法 とは い え な い が,よ く使 う汎 用的 な デ ー タ処 理 と して,

(j)ソ ー ト(SORT)

(k)移 動 平 均 法

等 が挙 げ られ る。 管理 会 計,経 営 分析 等 の 財務 分析 上 の 手 法 は,計 算 手 続 と

して は単 純 で ある か ら,し い て手法 と して プ ・グ ラム を作 成 して お く必 要 は
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な い で あ ろ う。

② 分析 手 法 の 相 互 独 立 性 と関連,そ の他

分析 手 法 は,互 い に独 立 で あ っ て,個 別 に 作成 す れば よいの だ が,あ る手

法 に よ っては,他 の手 法 を使 用 して い る もの もあ る。 例 えば,二 段 階最 小二

乗 法 は 通 常 の最 小 二 乗 法 を用 い る。 この場 合,そ の ブ ・グ ラム を用 い る方 が

よい。 こ うす る と,任 意 に,削 除 す る わ け には い か な い が,実 際 には一 度 組

み 込 ん だ手法 を削 除 す る こ との効 果 は何 もな い。 常 時,コ ア上 に セ ッ ト して

お くわ け で は ない か らで あ る。 も し,問 題 が あれ ば個 別 に 作成 して,事 実 上

重複 して い て もか ま わ な い。

ど ち らに して も,こ の プ ログ ラ ムは 簡単 に 作成 で きる。 使 用 者 の意 図 とは

無 関係 で あ る し,通 常,こ の よ うな プ ロ グ ラムは 既 に あ るか ら,そ れ を基 に

修正 して も よい し,新 し く作成 す る と して も,正 確 な 処理 を してい るか否 か

の チ ェ ック が容 易 に で き るか らで あ る。

列 挙 した分析 手 法 は,行 列 演 算 が中 心 で あ る。 それ で,汎 用 の サ ブ プ ロ グ

ラム と して,行 列 演 算 を処 理 内 容 とす る もの を 作 る こ と とす る と,分 析手 法

の プ ログ ラムを 作成 す るのが 楽 に な る。 特 に,ア レイ ・プ ロセ ・vサー(array

proceSSor)を も って い る コン ピ ュー タの 場 合 は,さ らに効果 が あ るだ ろ

う。 行 列 演 算 の サ ブ プ ロ グ ラムは それ 自体 を分析 手法 と して,使 用 者 に提 供

して も よいか も しれ な いが,こ の場 合,使 用 者 の 側 の 諸 々の条 件 を考 慮 して

おか な い と無 意 味 な こ とに な る。

③ デー タの表 現形 式

記録 媒 体上 での 表 現 形式 が分 析手 法 に対 す る入 出 力 の た め の デ ー タの表 現

形 式 と適 合 して い る こ とを具 体 的 に吟 味 してみ よ う。 もちろん,全 てに つ い

て み てみ な くては な らな い し,現 に その よ うな 吟 味 は したの で あ る が,こ こ

で は,そ の 中 の簡 単 な例 を挙 げ て,そ れ につ いて み て み よ う。

9)EPA法 の場 合:EPA法 の場 合 の入 力デ ー タ は次 の とお りで ある。

(a)分 析(分 解)の 対 象 に な る1次 元配 列 の デ ー タ
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(b)期 間,加 法 的 分解 か 乗 法 的 分解 か の別,月 次 デ ータ か 四半 期 デ ー タか の

別 を示 す そ れ ぞ れ 単 一 デー タ(パ ラ メー タ)

出力 デ ー タは,次 の よ うな2次 元 配 列 で あ る。(図3-8)

(ロ)最 小二 乗 法 の場 合:最 小 二 乗 法 の 場 合 の 入 力 デ ータ は 次の とお りで あ る。

(a)被 説 明 変 数 を表 す1次 元 配 列 の デ ー タ

(b)説 明変 数 を表 わ す2次 元配 列 の デー タ

た だ し,各 説 明 変数 を 別個 に1次 元 配 列 と して も よい。

(c)処 理 上 の 情報 を示 す 単 一 デ ー タ

出力結 果 で あ るデ ー タ は各 種統 計 量 を表 わす 表 で あ る。 使 用 者 の側 の オ プ

シ ョンに よ る もの もある し,全 部 を 例示 す る必 要 は な いか らその 中 か ら,代

表 的 な表 を挙 げ てみ る と,次 の よ うに な る。(図3-9)

以 上 み た よ うに,入 力,出 力 の 各 デ ー タ は 指標 つ きの配 列表 現 にな って い る
▲

もの と,単 一 デ ー タ とが あ る。 単 一 デ ー タ は,取 り扱 い 上何 の 問題 もない。 入

力,出 力 デ ー タは共 にRECORDの 表 現 形 式 と同 様 で あ る とい って よい。

(4)シ ミュ レ ー シ ョン言 語

① シ ミュ レ ー シ、ヨン ・モ デ ル に おけ る変 数 と関 係 式 の 設定

シ ミュ レ ー シ ョン とは,分 析 対 象 とす るい くつ か の変 数 ,そ れ ら変数 相 互

の 関係 式 を規定 した 場 合 に,あ る変 数 に特 定 の値 を 設 定 した と きの,他 の 全

て の変 数 の 値 を見 つ け る こ とで あ る。 た だ し,こ の よ うにい え ば,だ い た い

の処 理 プ ログ ラ ムは,入 力 デ ー タに 対 す る 出力 デ ー タの値 を決 め る もの で あ

る か ら,な ん で もシ ミュ レ ー シ ョン とな って しま う。 実 際 には,シ ミュ レー

シ ョン とい うと き には,関 係 式 は単 純 な方 程 式 で,そ れ は 局 所 的 な関係 を規

定 して い て,逐 次 的 に変 数 の 値 が 決 め られ て い く もの に限 定 してい る と思 っ

て も よい 。 シ ミ ュ レー シ ョンは あ る い くつ かの 変 数 につ い て は,外 生的 に値

が 定 め られ る。 この外 生 的 に支 え られ る変 数 は,環 境,政 策 を 表 現 して 治 り,

これ らの 変 数 を特 に パ ラメー タ(parameter)と 呼 ぶ。 シ ミュ レー シ ョンは,

パ ラメー タ にい くつ か の 値 を入 れて み た と きの ,そ の 分析 者 の知 りたい 状 態,
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つ ま り変数 の値 を探 る こ とが 目的 で あ る。 ある いは,パ ラ メー タ の 値 の 変 化

と知 りた い変 数 の 値 の 変 化 との 対 応 関 係 を探 るの も一 つ の機 能 で あ る。

シ ミュ レー シ ョンの実 行 を,あ る入 力 デ ータ に よる他 の 変数 の 値 の設 定 ま

で に限 る とす る と,こ の実 行 を逐 次的 に数 度 お こな うこ と も考 え られ る。 も

ちろ ん,こ の場 合 に は,実 行 中 に前 段 階 で の結 果 を情報 と して受 け とり,そ

れ を参 考 に して,次 の実 行 をk・'こな うこ とにな る。 これ が ゲー ミ ング(ga-

ming)と 呼 ば れ る もの で あ る。 だか ら,ゲ ー ミングは シ ミュ レー シ ョン と

ほ とん ど同 じもの で あ る とい って よい。 デー タ入 力(パ ラメ ー タの 設 定)を

す る人 を 参 加者 とい うが,そ れ は 一 人で も複 数 で も よい。

コ ン ピュー タ ・シス テ ム の側 か らみ る と,シ ミュ レー シ ョンの た めの プ ロ

グ ラムの 作 り方 は,関 係 式 を ブ ・グ ラムの 中 に 組み 込 み,こ の 場 合 は 変数 の

個数 も決 めな くて は な らな い が,使 用 者 が デ ー タを 入力 す る だ け に して お く

もの と,関 係 式 それ 自体 も使 用 者 に入 力 させ る もの とが あ る。 後 者 の場 合 は,

関 係 式 につ い て の表 現 形 式 を規 定 して お き,そ の 基 で のみ 表 現 され る関 係 式

を使 用 者 が 入 力 す る。 そ うで なけ れ ば,一 般 の コ ンパ イ ラー と差 が な くな る。

この二 つ の作 り方 は,問 題 向 け に 作 られ る もの と,汎 用 言 語 と して 作 られ る

もの とに対 応 して い る。

② シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ルの 拡張 と分離

(a)MDSに お・け る シ ミュ レー シ ョン

MDSと して,シ ミュ レー シ ョンの た め の処 理 ブ ・グ ラム を組 み込 む 場 合

に,関 係 式 ま で プ ・グ ラムの 中 に 組 み 込 む ようにす べ きか,関 係 式 は使 用 者

が 指定 す る よ うにす べ きか を考 え る。 シ ミュ レー シ ョンは,結 局,あ る 政 策

や環 境 に対 す る意 思 決 定 の参 考 に な り得 る評 価 尺度 で ある変 数 の値 をみ る こ

とが 目的 で あ る。 この場 合,そ の 政 策 や 環 境 と評価 尺度 との 関係 自体 が 保 証

で き る もの で あれ ば さ して問 題 ない。 しか し,こ の よ うな こ とは む しろ 稀 な

の で あ る。 変 数 相互 間 の 関係 こそ 実 は問 題 な の で あ る。 この 意 味 で,多 くの

場 合,シ ミュレ ー シ ョン とい っ て も推 定 の 要 素 を 含 むの で ある。
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定 型化 さ れ て い ない 問題 につ いて,シ ミュレ ー シ ョ ンを利 用す る こ とを主

張 す る人 も少 な くな い。 しか し,極 所 的 に せ よ,関 係 式 を 固定 的 に設 定 で き

る問題 は,む しろ 定型 化 さ れ た問題 とい うべ きで あ ろ う。 真 に定 型 化 され て

いな い 問題 は,モ デル の 設 定 か ら始 め な くて は な らな い。

だか ら,シ ミュ レー シ ョン ・モデ ル の 中 に 占め る 関係 式 の 役割 は重 要 で あ

り,そ れ が 一 番 問題 な の で ある。 使 用 者 は,い か な る シ ミュ レー シ ョン ・モ

デル に よっ たか を吟 味 せ ず して,そ の結 果 をみ る の は 危 険 で ある。

(b)シ ミュ レ ー シ ョ ン処 理 の問題 点

シ ミ ュレ ー シ ョンに関 わ る処 理 を,問 題 別 に プ ログ ラム化 して い ない場 合

は,次 の よ うな問 題 が お こる。 す な わ ち,シ ス テ ムに 組 み 込 ん で あ る シ ミュ

レー シ ョン言 語 が十 分 汎 用 的 で なけ れ ば,結 局,使 用 者 が 演 算,関 数 を利 用

して 記述 しな け れ ば な らず,非 常 に不 便 に な る。 ま た,あ ま りに汎 用 的 な 言

語 で あ る と,各 問題 に よ って は必 要 の な い処 理 まで 含 ん で い る こ とに な り,

そ の た め,使 用者 の お こ な う入力 作業 が複 雑 にな り,ま た シス テ ム の側 と し

て も不 必 要 な処 理 を しな くて は な らな い。

前 者 の 場 合 に つ い て い え ば,実 際 の シ ミュ レー シ ョンの た め の処 理 で,そ

の ため の 言 語 を用 い な い で,一 般 の コ ンパ イ ラー言 語 に よって ブ ・グ ラマ と

して記述 してい る場 合 は,関 係式 の表 現形 式 が 多 少複 雑 なた め で あ る こ とが

多 い。 そ れ で,関 係 式 の 表 現 形 式 を単 な る方程 式 に 限 らず 多 様 な もの を許 容

で き る よ うな言 語 を開 発 す る ことが 望 ま しい。

さ らに,既 存 の シ ミ ュレ ー シ ョ ン言 語 は,各 々が汎 用性 を求 め る あ ま り,
へ

不 必要 な処 理 を含 ん で い る こ とが 多い 。 それ で,シ ミュ レ ー シ ョン言 語 は 構

造 を規 定 し,複 数 個,別 個 に 開発 し,シ ス テ ムは そ れ を 全 て組 み 込 ん でい る

よ うにす るの が よい。 もちろん,こ の た め には,MDSの よ うな トー タ ル ・

シス テ ムが 前提 で あ る。

現 在,計 画 過 程 で主 として 用 い られ る シ ミュ レー シ ョン言 語 また は シ ミュ

レ ー シ ョンの た め の プ ロ グ ラム は,計 量 経 済 学 に おけ る フ ァイ ナル ・テ ス ト,
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トー タル テス トと,シ ス テ ム ・ダ イ ナ ミ ックス が あ る。 これ らは 共 に前 述 し

た とお り,関 係 式 の 表 現形 式 がか な り固定 的 で あ る。 もちろ ん,こ れ らの も

の は それ な りに 有 用 な もの で あ る。

そ れ とは 別 に,計 画過 程 での 意思 決 定手 順 そ の もの を表 現 で きる シ ミュ レ

ー シ ョン言 語 が 必要 で あ る。 つ ま り,あ る程 度 最 適 化 を求 めた り,満 足 基 準

に よ って変 数 の値 を設 定 した り,使 用 者 の 計 画 手 順 と して の ア イ テ レー シ ョ

ン(物 理 的 時 間軸 では な く)を 許 容 し得 る よ うな 構 造 を もった言語 を開 発 す

る こ とで あ る。

310「 モ デ ル 」 の 管 理

31Q1「 モ デル 」 の 表 現

「モ デル 」 を表 現 す る,と い うこ とにつ い て 考 え よ う。 シス テ ムは,情 報 処

理 機 能 別 に 問題 あ るい は 問題領 域 とは独 立 な処 理 ツ ール を機 能 と して もつ こ と

に し,'使 用 者 が これ らの 処 理 ソール を使 って,処 理 手順 を記 述 す る こ とに した。

意 思決 定 者 また は そ の ス タ ッフは,計 画 策 定過 程 で 直 面す る 問題 を設定 し,必

要 な 情報 を 考 え,そ れ らの 情報 を生 成 す るた めの 処 理 を定 式 化 し,あ るい は 報

告 書 を 作成 した り等 々の一 切 の作 業 をす る。 この過 程 で,処 理 シス テ ムを 有効

に利 用 す る と よい。

問題 領 域 とは 独 立 な処 理 ツール を前 提 した とき に,ど の よ うな形 式 の記 述 方

法 に よれ ば 容 易 に,正 確 に問 題 の処 理手 順 を 表 現 で き るの だ ろ うか。 もっ と も

簡 単 で あ るが,し か し もっ と も頻 度 が 高 い と思 わ れ る 表現 は,処 理 ソール を い

くつ か,直 列的 に指 定 す る とい う もので あ る。 しか し,処 理 の 内容 を,そ の 処

理 最 中 の あ る変数 の 値 に よって変 更 した い,と い う こ と も当然 ある。 また ,コ

ン ピ ュー タ に よ る処理 の特 徴 は ,類 似 した処 理 を数 度 くり返 す とい う方法,す

な わ ち逐 次 的 処 理(recursiveprocesses)が 多い こ とで ある。 この よ う

に,単 に処 理 ソー ル を い くつ か 並べ る(そ の最 初 の もの か ら順 々に実 行 してい
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く)と い う表 現方法 は,限 られ た適 用 能力 しか もた な い。

この よ うな こ とを考 え る と,使 用 者 の 記述 可能 な形 式 を若 干 複 雑 に して お く

必要 が あ る こ とが わか る。 しか し同時 に,各 処 理 ツー ル に よる処 理 量 と呼 ぶ べ

き もの(処 理時 間 や取 り扱 うデ ー タ量,計 算量)は 大 きい し,使 用 者 に とっ て

は論 理 的 に も容 易 に記 述 可能 で あ る必 要 が ある。 そ れ故,使 用 者 が 「モ デル 」

を 正確 に 記述 す る よ うに,「 モ デ ル 」 の表 現 につ い て 厳 密 な規 定 を必 要 とす る

し,そ れ は一 般 に適 用 で きて,な お か つ単 純 な もの で な くて は な らな い。

それ で,一 般的 な ア ル ゴ リズ ムの 表 現 形 式 と して,コ ン ピュ ー タに 限 らず 共

通 に記述 す る方法 を 採 用 す るの が 適 当 で あ る と考 え る。 それ は,以 下 の よ うな

構 成 に な って い る。

(a)定 義 され た処 理,す なわ ち,す で に それ な りに意 味 が明 らか な もので,

実 行 で きる処理 。

(b)判 断 分 岐,す な わ ち,基 本的 に は,あ る命題 で あ るが,そ の 命 題 の真 偽

が判 定 可 能 な もの 。

(c)処 理 の順 序 の 指定 。

以 上 の3つ の 種 類 の どれ か に属 す る処 理 を要 素 と して もつ,順 序 の あ る集 合

であ る。 この表 現形 式 に した が って,「 モ デル 」 を表 現 す る こ とに す る。

「モ デル 」 の表 現形 式

(1)シ ス テ ムが 使用 者 に提 供 す る処 理 ソール は各 々固有 の 名 称 を もって い る。

各 処 理 ソール を シス テ ムが 実 行 す る た め には,そ れ ぞれ 入 力情 報 を指 定 され な

くて は な らない。 処 理 ソー ル の名 称 とそ の処 理 ソー ノレに対 応 す る 入 力情 報 を 組

に した情 報 を,「 定 義 さ れ た 処理 」 と呼 ぶ こ とにす る。

次 の よ うに して定 義 さ れ る命 題 を 「判 断 分岐 」 とい うこ とにす る。

① 左辺,判 断 オ ペ レ ー タ,右 辺 とい う形 式 にな って い る。 た だ し,左 辺,

右辺 は と もに,RECORD,配 列 変 数,変 数,数 字,文 字列 の どれ か,で あ

っ て,RECORD,配 列 変 数,変 数 は,す で に定 義 され てい る も の で ある。

判 断 オ ペ レ ー タ は,=,∨,〈,≦,〉,≧;で あ る。
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② 「判 断 分 岐 」;論 理 オ ペ レ ー タ,「 判 断 分 岐 」 とい う形式 に な って い

る。 た だ し,論 理 オ ペ レ ー タ は,〈,V(AND,OR)で あ る。

①,② ど ち らか の条 件 を満 た す 情 報 を 「判 断 分 岐 」 とい う。 論 理オ ペ レー タ

を 用 い る と 「判 断 分 岐 」 の表 現 は,非 常 に複 雑 な形式 に な り得 る。 論 理 オ ペ

レー タ を数 個 用 い る とANDとORの 実 行 順 序 が 問題 に な る。 これ は通 常 の

形 式 に した が い,ANDの 方 が 順 序 が 先 であ る とい うこ とに し,左 右 の カ ッコ

では さむ こ と も許 す。 カ ッコの 中の 順 序 は先 にな る。

「判 断 分 岐」 は,実 行 さ れ る と,真 偽 が判 断 され,真 の 場 合 は,次 の 処理,

そ うで なけ れ ば,次 の 次 の 処 理 へ 実 行 が 移 る こ とにす る。

「定 義 さ れ た処 理 」,「 判断 分 岐 」 の どれ か に属 す る情 報 を要 素 とす る有 限

個 の要 素 を もつ順 序 の あ る集 合 を考 え る。 この集 合 は要 素 を列 挙 して 表 現 で き,

各要 素は 対 応す る 自然 数 を 添字(suffix)と して もつ。

A-{a1,・ 、,… ……,an}

「実 行 順 序の 指 定 」 とは,こ の 対 応 す る 自然数 を示 す 情 報 で あ る。

(2)「 モ デ ル 」 とは,次 の よ うな 情 報 を要 素 とす る,順 序 の あ る有 限 集合 で あ

る。

① 「定 義 され た 処 理 」,「 判 断 分 岐 」,「 実 行順 序 の指 定 」 の別 を示 す 情

報 。

② 「定義 さ れた 処 理 」 の 場 合 は,シ ス テ ムが提 供す る処 理 ソール の名 称 と

各 処 理 ツー ルの 実 行 に必 要 な 入 力 情 報。 「判 断 分 岐 」,「 実 行 順 序 の 指 定 」

は前 述 の とお りの情 報 。

(3)① と② の 情報 を組 に して表 現 した もの を要素 とす るが,以 下 の もの は 要 素

とな らな い。

① 要 素 の 中 に,「 定 義 さ れた 処 理 」 が ない場 合 の 他 の全 て の 要 素 。

② 「実 行 順 序 の指 定 」 で,そ の 要 素 の示 す添 字 の ナン バ ーが そ の要 素 の添

字 と一 致 す る場 合 の 要 素。

③ 同 じ く,そ の 要 素 の示 す 添 字 の ナ ン バーが1か らこの集 合 の 要 素の 個 数
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まで の 自然数 に な って い な い もの 。

要 素 の一 つ もな い集 合 は 「モ デル 」 とな らな い。 「モ デル 」 には,各 々固 有

の 名 称 を つけ る こ とに し,こ の名 称 は,使 用者 が指 定 す る。

31Q2「 モ デ ル 」 を 定 義 す る

前 節 で規 定 した情 報 の 組 と して の 「モ デ ル 」 は,も ちろ ん,シ ス テ ムが そ の

情報 に基づ いて,実 際 に処 理 を実 行す る こ とを想 定 して い る。 た だ し,使 用 者 は

「モデ ル 」 を情 報 と して,シ ス テ ム に記 録 させ て お く こ とが で き,そ の実 行 は

ま た別 の こ と と考 え て よい わ けで あ る。

使 用 者 が 「モ デ ル」 を シス テ ムに 記 録 させ るの は,類 似 した 処理(全 く同 じ'

で も よい が)を 実 行 させ た い か らで あ る。 だ か ら当然,内 容 的 にはか な りの 場

合 に固定 して お きた い 部分 と,か な り頻 繁 に 変更 した い 部 分が あ るは ず で あ る。

計 画 立案 作業 に お い て,全 社的 に あ る い は,あ る 部 門 に よ って,基 本 的 な分 断

の手 順,構 造 を定 めて おい て,デ ー タの 内 容 をい ろ い ろ 変 えた り,問 題 の あ る

点 につ い て,さ らに詳 しい 分析 を した りす る こ と もある は ず で あ る。

以 上 の よ うな わけ で,「 モ デル 」 を使 用 者 が 定 義 す る場 合 に は,す ぐ実 行 可

能 で あ る とい う意 味 で完 備 で あ る必 要 は な い。 完 備 で な い 「モ デル 」 につ い て

も,そ れ は それ と して,シ ス テ ムが 記録 して お く意 味 は十 分 あ る。 この 「モ デ

ル 」 はそ の 後,未 定 義 の部 分 を補 足 す れ ば よ い。

「モ デ ル」 は以 下 の よ うな階 層 を設 け て定 義 す る こ とに す る。

(a)「 モ デ ル 」 の 名 称。

㊤)

岐 」

(c)

(d)

(e)

(f)

「モ デル 」 を構 成 す る各 要 素 に つい て,「 定 義 さ れ た処 理 」,

,「 実 行 順序 の 指 定」 の別 。

「定 義 され た処 理 」 につい ては,処 理 ソール の名 称 。

同 じ く,指 定 した処 理 ソ ール に必要 な 入 力 情 報 。

「判 断 分 岐 」 につ い ては,そ の条 件 式 。

「判断 分

「実行 順 序 の 指定 」 につ いて は,指 定 す る要 素 の添 字 の ナ ンバ ー。

|

》

A

.・」

餌
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「モ デ ル」 の 名 称 は 必 ず 指 定 しな くては な らな い 。 それ 以 外 は 指定 しな くと

も,そ の時 点 で は,シ ス テ ムは 「モ デ ル」 と して記 録 し,未 定 義 の部 分 をそ の

ま ま残 して お く。 「定 義 さ れ た 処 理 」,「 判 断分 岐 」,「 実 行 順序 の 指定」 の

別 を指 定 しな い で,そ れ 以後 の,例 え ば処 理 ツール を 指 定 す る こ とは で きな い

こ とにす る。 同 じ く処 理 ツー ル を指 定 せ ず に,入 力 情 報 を 指 定す る こ とは で き

ない 。階 層 を設 け る,と は この 意味 で あ る。 処 理 ツール に必 要 な入 力 情報 は通

常複 数 個 あ る。 この 中の どれ か を 未定 義 に し,そ の他 は 指定 す る こ とが で き る。

入 力 情報 の 中 には,パ ラメ ー タ,デ ー タそ の 他性 質 の 異 な る もの が 含 まれ るか

らで あ る。

.
ザ

4

31Q3「 モ デ ル 」の 管 理 と 実 行

「モ デル 」 管理 に 関 す る機 能 は前 節 で説 明 した,「 モ デル 」 を定 義す る こ と,

一 度 定 義 した 「モデ ル 」 を 削除 す る こ と,同 じ く修正 す る こ と,の3つ であ る。

「モ デ ル」 の 削除 は,定 義 して あ る 「モ デル 」 を シス テ ムか ら取 り去 るこ と

で,こ の後 は 操作 の対 象 に な らな い。

「モ デ ル 」 の修 正 は,次 の とお りで あ る。

(a)名 称 を変更 す る。

(b)そ の 「モ デ ル 」 を構 成 す る要 素 を追 加,削 除 す る。

これ 以 後 は,「 モデ ル 」 の 定 義 と して,情 報 を与 え る。

「モ デル 」 の 管理 とは 別 に,定 義 して ある 「モ デ ル」 を実 行 さ せ る とい う機

能 が あ る。 「モ デル 」 の 実 行 は,そ の 名 称 を 指示 す る だ け で よい。 「モ デル 」

の 実行 の 際 に は完 全 な 定 義 が なさ れ て い な くては な らない 。

「モ デ ル 」 を実 行 す る と,こ の 「モデ ル」 に表 現 さ れて い る 内容 を連 続的 に

処 理 す る こ とに な る。 この内 容 は,シ ス テ ムの 側 か らみ れ ば,い くつか の 処理

ツール を,指 定 さ れ た順 序 で 逐 次実 行 して い くこ と にな り,所 用者 の 側 か らみ

れ ば,需 要 の予測,生 産 計 画 につ い ての シ ミュレ ー シ ョン,見 積 財務 諸 表 の 作

成 等 々の 問題 別処 理 を お こな ってい る こ とに な る。 あ るい は,全 社 的 な 行動 に
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つ い て の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で あ っ た り す る 。 こ う し て
,問 題 オ リ エ ン テ ドに 作

られ て い る シ ス テ ム と 同 様 の 機 能 を も つ こ と に な る 。

311使 用者 とシ ステ ムの 会 話 的 入 出 力

311.1端 末 装 置 の 利 用

一 般 に ,コ ン ピュ ー タ に,使 用 者 と シス テ ム との 入 出力 媒体 と して,グ ラ フ

ィ ック ・デ ィス プ レイ(graphicdisplay)や キ ャ ラク タ ー ・デ ィス プレ イ

(characterdisplay)等 の端 末装 置 を利 用 す る こ との 効 果 は 次 の こ とに

集約 で き る。

(a)使 用者 が処 理 を依 頼 してか ら,出 力 結果 が手 元 に届 くま で の 時 間間 隔

(turnaroundtime)を 減 少 も し くは な くす る。

(b)使 用者 が コ ン ピュ ー タに対 してteこ な う入 力 作業 を容 易 にす る。

(c)特 に グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイ の場 合 で あ るが,文 字 に よる 出力 の他

に図 形表 示 を可 能 にす る。

使 用者 が処 理 を依 頼 して か ら,出 力結 果 が手 元 に 届 くま での 時 間間 隔 の問 題

は,経 営 計 画 の場 合,あ る程度 限定 され た効 果 しか な い だ ろ うと思 わ れ る。 計

画 過 程で は,か な りの量 の デ ー タを組 に して参 照す る こ とが 多 く,こ の た め,

正 に逐 次的 に処 理 内容 を 指示 す る とい うわけ には い か な い こ とが 多 いか らで あ

る。 この問題 を特 に感 じるの は,使 用 者 が エ ラー を した と きに 多 い。 この意 味

では,入 力作 業 を一 つ一 つ チ ェ ック し,エ ラー を した と きには ,そ の 時点 で や

り直す ように す る と効 果 的 で あ る。

図形 表 示 は,今 の と ころ,そ れ ほ ど意 味 は な い。 グ ラフ を表 示 す るこ とに よ

る効果 が期 待 され る程 度 で あ ろ う。

入 力作業 を容 易 にす る とい う点 で は,か な り効 果 的 で あ る。 この た めに は,

そ れ に必要 な 入 力情 報 に つ いて の論 理 構 造 を十 分 考 え て お く必要 が あ る。 以 下

この 点 に つい て説 明す る。

)
●

＼杁

、、
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3112会 話 の 論 理 構 造

(1)問 題 点

シス テ ム の処 理様 式 が使 用者 の処 理 要 求 とは独 立 に作 られ るべ き こ とは前 述

の とお りで ある。 そ して,こ の よ うに構 成 さ れ た シス テ ムは 使用 者 の 処 理 要 求

との接 点 に 工夫 が 必要 で あ る こ とも 自明 で あ ろ う。 使 用者 は 問題 を定 式 化 し,

シス テ ムの 提供 す る処理 ツー ル を使 っ て表 現 しな くて は な らな い。 こ の とき,

シス テ ム と して は,そ の 問題 の 定 式 化 に固 有 な 知 識,あ るい は そ の作 業 に つ い

て サ ポ ー トす る こ とは で きな い が,そ れ 以 外 の コ ン ピュー タに 固有 の煩 雑 な 作

業 に つ い ては 徹 底 して サポ ー トす る。 端 的 にい え ば,使 用 者 か ら ブ ・ グ ラ ミン

グ作業 を取 り除 く こ とであ る。 こ のた め,シ ス テ ムは使 用者 の お こな うべ き情

報 入 力 を論 理 的 に再 構 成 し,質 問 一 応答 の 列 と して表 現す る のが 望 ま しい。 こ

の 方法 は,使 用 者 が プ ログ ラ ミン グか ら解 放 され る こ と以 外 に,重 要 な メ リ ッ

トが あ る。 す な わ ち,使 用 者 が,コ ン ピュー タ に処 理 を要 求 してか ら 出力結 果

が手元に届 くまでの 時 間 間 隔 の問 題 を 感 じる のは,入 力情報 に エ ラーが 含 ま れ て

い た とき に多 い の で あ るか ら,質 問 一 応 答 の 列 と して表 現 され る な らば,正 に

逐 次的 に その こ とが わ か り,こ の 問 題 が な くな るの で あ る。

入 力情 報 を分 解 して,質 問 一応 答 の 列 と して 表 現 す る とな る と,あ る質 問 に

対 す る答 に よって 次 の質 問 が変 わ る もの は な るべ く先 に質 問 す るべ きで あ る。

こ うす る と,質 問 一応 答 の列 が最 小 限 に なる。 前 の 質 問の 答 に よ って規 定 さ れ

る質 問の 列 を組 にす る と,質 問 の 内容 は 前の 質 問 に対す る答 に よ って 全 て規 定

され る か ら,基 本的 に は木 構 造(treestructure)と して表 現 で き る。 第

1の 階層 は処 理 ツ ール を 選択 す るま で で,こ こま で は適 当 に階 層 を設 け る こ と

に よ り,答 の 候 補 を全 て列 挙 で きる。 次 の階 層 は 各処 理 ソー ル に よ って異 な る。

概 して,入 力 情報 の論 理 的 関係 か ら質 問 の 順 序 を規 定 で きる。

た だ し,使 用 者 は シス テ ムか らの質 問 に対 して 的 確 に解 答 で きる とは 限 らな

い。 あ る質 問 に対 して,別 の質 問 を逆 に した い こ と もあ る。 カー ドか ら入 力 し

た い こ と もあ る。 あ る段 階 で 間違 い に 気づ き,や り直 した い こ と もある。 それ
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で,次 の よ うな特 別 の メ ッセ ー ジ を設 け る。 それ をF1 ,F2,F3,F4と

す る。F1は シ ステ ムに記 録 され て い る デ ー タ,「 モ デル」 の内 容 を表示 す る

こ とを要 求 す る。 この 流れ に も階 層 が あ り,漸 次細 か くデ ー タが示 され る。 こ

の 流 れ の最 中にF1を 要 求 す る と,元 の 流 れ に戻 る。F2は カー ドか らの入 力

を要 求 す る。 そ の 時点 で の状 態 を前 提 した 質 問 に対 す る解 答 の 列 が カー ドか ら

入 力 され る もの とす る。 カ ー ドか らの 入 力 の終 了 時点 で論理 的 に そ の時 点 で の

状 態 を端末 装 置 に表 示 し,元 の 流 れ に もど る。F3は 質 問 が 前の 時点 に戻 る。

この時,そ れ 以前 の 答 の 列 は そ の まま 採 用 さ れ る。F4は ,質 問 の列 の先 頭 に

戻 る。

以 上 の よ うに して,質 問 と応 答の 流 れ は,き りか わる こ とが あ る。 使 用 者 は

これ らの ツー ル を適 当 に 利 用 して入 力 情 報 を表 現 す る。 あ る処 理 を要 求 す る 時

には,そ の た めの デー タを事 前 に検討 して お くのは 当 然 で あ り,プ リンタ_か

ら出力 させ て お きたい もの は そ の都 度 指 定 して お く。 分析 ・処 理 とデ ータ の参

照 は 交互 に お こ なわれ る こ とに な る だ ろ う。

(2)会 話 の 理 論 構造

シ ス テ ムの実 行 開始 と と もに,ま ず ,KEY(KEY名 称)を 指定 す る よ う

に,使 用者 に求 め る。 そ の 指 定 さ れ たKEYが 定 義 され て いな け れ ば ,エ ラー

で あ る。 エ ラ ー処 理 は これ に限 らず,エ ラーの 内容 を表 示 し,そ の 時 点の ま ま

に して お く。

KEY指 定の 次は,主 要 木 構造 に実 行 を移 す 。 主 要 木構 造 の第 一 の 分 岐 は,

b

㊤

c

d

e

f

信

「モ デル 」 の実 行

「モ デル 」 の管 理

デ ー タの 管理

デ ー タの 入 出力

レ ポ ー ト作成,情 報 検 索

シス テ ムの管 理

分析,処 理
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で あ る。 この表 示 につ い て,応 答 す る と,各 々に した が って,次 の 分 岐が 表 示

され る。 「モ デ ル」 の実 行 の場 合 は,そ の使 用者 の に属 す る 「モデ ル」

の名 称 が表 示 され る。 た だ し,ま だ不完 全 な定 義 の 段 階 に ある 「モ デル」 は表

示 しな い。 使 用者 は 意 図 す る 「モ デ ル」 の 名 称 が表 示 され な い場 合 は,実 行 を

「モデ ル」 の 管理 に移 す と よい。

表 示 され た 「モ デル 」 の 中か ら意 図す る もの を 指定 す る と,そ の 「モデル 」

の実 行 を確 認 す る メ ッセ ー ジが表示 さ れ る。 一般 には,「 モ デル 」 の実 行 は あ

る程 度 の処 理量 に な り,そ の間 に,使 用 者 が や り直 しを要 求 す る こ とは で きな

い か ら,確 認 を求 め る必要 が あ る。 確認 を求 めて い る表 示 を見 て,そ れ に応 答

せ ず に,他 の 処理 に実 行 を移 して も よい。 その 時 は,こ の 実 行 の 流 れ は,そ こ

で 中断 してい る 。 「モ デ ル 」 の実 行 の後 に,必 要 な メ ッセ ー ジを表 示 して,処

理の 完 了 を示 す。 この流 れ は,そ こで終了 す るの で,他 の 処 理 に実 行 を移 す か,

実 行 を終 了 さ せ る。

例 え ば,こ の よう に して,逐 次的 に必 要 な情 報 を指 示 し,そ の 流 れ を変 更 す

る こ と もで きる よ うにす る。

デ ー タの検 索,表 示 は,そ の 使 用者 に参 照 可能 なRECORD名 称 が表 示 さ れ,

その 選択 をす る だ け で あ る。 この場 合 にRECORD-FAMILYを 仲 介 す る

こ と もあ る。RECORD名 称 を指 示す る と,そ の デ ー タ が表 示 され る ことに な

る。
'
寸

㎞ 312シ ステ ム の 機 能 と利 用 方 法

3121シ ステ ム の 提 供 す る処理 ツー ル

前章 ま で に,我 々の提 案 す る シス テ ムの 設計 方 針,シ ス テ ム構 造,各 サ ブシ

ステ ム につ い て 説 明 して きた。

この章 で は,シ ステ ムの 提供 す る処 理 ツー ル を具 体 的 に紹介 し,使 用者 が こ

れ ら処理 ツール を どの よ うに 使 うのか を説 明す る。
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(1)デ ー タ管理 の処 理 ソー ル

デ ータ管理 に属 す る処 理 ツー ルは,デ ー タの組 織的 な 記録,削 除 等 に 関す る

もの で あ る。 記録 さ れ て い る個 別 デ ー タの値 の設 定 は 別 の 処 理 ソー ル を用 い る。

①RECORDの 定 義

RECORDと は 取 り扱 い の 単 位 と な るデ ー タ群 で ある。RECORDの 定義

に 必要 な,つ ま り使 用 者 が シス テ ムに 与 え る情報 は,次 の とお り。

TYpE-1(指 標RECORD)の 場 合 は,RECORD名 称,デ ータ ・サ

イ ズ,ITEM・ サ イ ズ,各ITEMの 名称,各ITEMの デ ー タ属 性 で あ

る。

(例)指 標 で あ るRECORD,例 え ば,支 店 につ い て。 そ のRECORD

の名 称 は,例 え ば,SHITEN,デ ー タ ・サ イ ズ は3,ITEMサ イズは

2,各ITEMの 名 称 は,NAME,NO.,各ITEMの デ ー タ属 性 は,

ホ し/リス ・タイ プ,整 数 。

TYPE-llの 場 合 は,RECORD名 称,次 元の サ イ ズ,各 次 元 に対応 す

るTYPE-IRECORDの 名 称,デ ー タ属性 で あ る。

(例)あ る製 品 の年 度 別,支 店 別 の 売上 高 の 場 合 には,RECORD名 称

は,例 え ばURIAGE,次 元 の サ イズ は2,各 次元 に対 応 す るTYPE-I

RECORDの 名称 はNENDO,SHITEN,デ ー タ属 性 は,例 え ば実 数

で ある。

以上 の よ うなRECORDの 定 義 を使 用者 が 要 求 す る と,シ ス テ ムは ス キ

ー マ ・テ ー ブル(schematable)を 作成 し,デ ー タ記 録 領 域 を確 保 す る。

②RECORDの 削 除

RECORDの 削除 とは,そ のRECORDを シス テ ムか ら取 り除 くこ とで,

デ ー タ値 の変 更 で は な い。 こ の 処 理 が 行 わ れ る と,以 後 このRECORD

を対 象 に した処 理 は で きな い。RECORDの 削 除 の ため に,使 用者 が一与え る

情 報 は そ のRECORDの 名 称 だ けで あ る。TYPE－ 皿RECORDの 場 合 は,

無 条件 に 削除 で きる が,TYPE-1の 場 合 は多 少 異 な る。TYPE-IRECORD

－72一

夢



4

4

寸

'

は,他 のTYPE－ 皿RECORDの 指 標 に な って い る の だか ら,そ のRE-

CORDを 指 標 に して い るRECORDが 存 在 す る限 り,削 除 して は な らない。

シス テ ムは この 点 を吟 味 し,使 用者 の エ ラーを 指摘 す る 。 シ ステ ム に と って

RECORDの 削 除 とは,該 当す る ス キー マ ・テ ー ブ ル を 削除 し,デ ー タ記 録

領 域 を解 放 す る こ とで あ る。

③RECORDの 修正

RECORDの 修 正 とは,次 の こ とで あ る。

(a)名 称 の変 更

(b)TYPE-1の 場 合 は,デ ー タ ・サ イズ の変 更 。

ITEMの 追加,削 除。 各ITEMの 名 称,デ ー タ属 性 の変 更 。

(c)TYPE－ 皿の場 合 は,デ ー タ属 性 の変 更 。

名称 の変 更 は,そ の時 点 のRECORD名 称 と新 しい名 称 を シス テ ム に与 え

る。 ●

デ ー タ ・サ イズの 変 更 は,例 え ば,SHITEN(支 店)と い うRECORD

の デ ー タ記 録 域 を追 加 す る とい うこ とで あ る。TYPE-IRECORD

－ 夕 ・サ イ ズ が変 更 され る と ,そ れ を 指標 と して い るTYPE－ 皿RECORD

はそ れ に合 せ て,自 動 的 に変 わ る。 指標 デ ータ の追 加 は,そ れ が指標 に な っ

てい るRECORDの デー タの追 加 を予 定 してい るはず で ある し,デ ー タを一

部 取 り除 く場 合 もそ うで あ る。 も ちろん,そ くざに そ の部 分 の デ ー タ値 が 設

定 され るか ど うか は わか らな い。 しか し,「 近 い将 来 」 には そ の作 業 が行 わ

れ る と想 定 して お くのが 自然 で ある。

(例) NENDO(年 度)

ITEM=

1960

1961

1962

1963

NENDO,NO.

図3-10

1

2

3

4

SHITEN(支 店)

ITEM=NAME,

TOKYO

OSAKA

KYOTO

図3-11

NO.

1

2

3
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SHITEN

1 2 3

NENDO

1 1.1 1.2 1.3

2 2.1 2.2 2.3

3 3.1 3.2 3.3

4 4.1 4.2 4.3

NENDO

NENDONO.

19601

19612

19623

19634

1964 5

図3-12 図3-13

?

URIAGE

SHITEN

1 2 3

NENDO

1 1.1 1.2 1.3
o

2 2.1 2.2 2.3

3 3.1 3.2 3.3
一

4 4.1 4.2 4.3

5 苦 x 英

図3-『14

■

・♪
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●

(2)デ ー タの 入 出 力 に属 す る処 理 ソー ル

④ カ ー ドか らの デ ー タの 入 力。

定 義 され たRECORDに 対 応 す る デ ー タ(値)を 設 定 す る一 つ の 方 法 は,

カー ドか ら読み 込 ませ る もの で ある。 この 処 理 ソー ル は,大 量 の デ ー タ を一

括 して読 み 込 む 場 合 に利 用 され る こ とが 多 い は ず で ある。

RECORDは 多 次 元配 列 の 形 式 に な ってい るか ら,FORTRANのREAD
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命 令 と同一 に取 り扱 う。 使 用者 の 指定 す る情 報 は,記 録 され る べ きデ ー タの

RECORD内 の位 置 と,FORMATで ある。

シス テ ムは,デ ー タ を読 み込 み,RECORDの 記録 領 域(デ ィス ク内 の)

に書 く。

⑤.テ ー プか らの入 力,テ ー プへ の 出力

テー プ との入 出 力 は,デ ー タ を保 護す る ことが主 た る 目的 で あ る。 使 用者

が誤 ま って,意 図 しな い デ ー タ値 を設 定す る場 合 が あ る。 デー タ を事 前 に テ

ー プに記 録 して お く と,こ の よ うな 時 には,そ の テ ー プか らデ ー タ を入 力 し,

元 の状 態 に戻 す こ とが で き る。

テ ー プ との 入 出力 は,デ ー タ の保護 が 目的 で あ るか ら,シ ステ ム内 の記 録

様 式 を その ま ま用 い る方 が使 用 者 に と って,取 り扱 い が容 易 で あ り,望 ま し

い。 それ で,テ ー プ との入 出力 はRECORDか そ の 集 合 で あ るFAMILYを

単 位 と して 行 う こ と に す る 。 コー ドの変 更 は必 要 な い の で,FORMAT

の指 定 は な い。 使 用者 が シ ステ ムに与 える 情報 は,RECORDま た はFA-

MILYの 名称,テ ー プの 名称 で あ る。

(3)レ ポ ー ト作成,情 報検 索 に 関 す る処 理 ツー ル

⑥ 端末 装 置 へ の 出 力'

⑦ プ リンタ ーへ の 出力

(4)シ ズ テ ムの 管理 につ い て の処 理 ツール

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

KEYの 定 義

KEYの 削除

KEY-FAMILYの 定義

KEY-FAMILYの 修 正

KEY-FAMILYの 削 除

NOTEの 定 義

NOTEの 削除

間接 記 録 媒 体 の定 義
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⑯ 間接 記録 媒 体 の 削除

㈲ 「モデ ル 」 につ い て の 処 理 ツール

⑰ 「モ デ ル」 の 定義

⑱ 「モデ ル」 の 修 正

⑲ 「モ デル 」 の 削除

⑳ 「モ デル 」 の実 行

(6)デ ー タの 分 析 ・処 理 に属 す る グ ル ー プ

(a)演 算 ・関 数

(b)分 析 手 法

(c)シ ミュ レー シ ョン言 語

各 グル ー プは それ ぞ れ,い くつ か の処 理 ソール か ら成 る。 そ れ らは 互 い に独

立で あ るか ら追 加,削 除 は容 易 に で きる。 デー タの 分 析 ・処 理 に属 す る処 理 ツ

ールは ,デ ー タ値 の変 更 設定 で あ る。 この場 合,取 り扱 い の 単 位 はRECORD

であ るが,そ の 他 にテ ン ポ ラ リー に定 義 で き る配 列,明 示 的 には 定 義 しな い が,

その ま ま記 述 す る変 数(単 一 変 数),数 字(実 数,整 数),文 字 列 が あ る。

、

●

鵬

3122利 用 方 法

(1)デ ー タの収 集 と問題 の 分析

経 営 計 画 過程 で利 用 さ れ る デ ー タは,企 業 内 の個 々の事 象 や業 務 レベル で の

技 術 情報 だ け で な く,外 部 情 報 や 分析 上 の デ ー タ も多 くあ る。 だか ら,分 析 に

先 だ って,デ ー タを 常 に整 備 して お く こ とは 望 ま しい が,必 ず し も実 現可 能 で

は ない。 む しろ,分 析 上 の必 要 か らデ ー タ を収 集 す る こ と もあ り得 るだ ろ う。

また,全 て の デ ー タ を常 に コン ピ ュー タの記 録 媒体 に記 録 して お く必要 もな

し(。

デ ー タの収 集 ・整 理 は決 して完 全 に で きる もの で は な く,.シ ステ ム とは 離れ

て,使 用 者 が 主 体 的 に 行 う こ と に し,こ の意 味 で も シス テ ム と使 用 者 とは

独 立 な関係 にあ る よ うに して お くの が妥 当 な方法 で あ る。 シス テ ム に は,基 本

輻

,
じ
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●

的な デ ー タだ け を常 時記 録 す る よ うに し,そ の 内 容 は容 易 にわ か る よ うに して

お くこ とが 望 ま しい。 この 意 味 で,デ ータ を組 に して 考え るの が よい方 法 なの

で ある。

② 基 本 モ デ ル を複 数 個 開発 す る

我 々の提 案 す る シ ステ ムは,処 理 ソー ル を使 って,使 用 者 が主 体 的 に処 理 内

容 を そ の都 度 記 述 す る こ とを期 待 して い る。 経営 計 画 では,こ うす る こ とが も

っ と も適 して い る と考 え られ る,使 用者 の記述 した 処 理 内容 は 「モ デル 」 と し

て,記 録 し,以 後 それ を修 正 して実 行 す る。 だか ら,基 本的 な処 理 手 順 は 「モ

デル 」 と して記 録 して お くと よい。

この 場 合,個 々の 企業 に よって異 な る で あ ろ うが,基 本 的な モ デル を固 定 的

に 作成 して は い け ない とい うこ とに 留意 して お くこ とを期 待 す る。 で きれ ば,

複 数 個 の モ デル を 作成 し,比 較検 討 してみ るの が 望 ま しい。 企 業 モデ ル とい わ

れ る,シ ミュ レ ー タ ー と して の プ ログ ラ ム等 の よ うに,簡 単 に モ デル を変 更 で

きない もの で は な く,こ れ こそ が重 要 な部 分 で あ る と して,特 別 の 工 夫 を した

シス テ ムで あ る か ら,特 に利 用方法 に よ って,そ の効 果 が変 わ るの で あ る。

313ま と め

,

(1)経 営 計 画 を対 象 とす る情 報処 理 シス テム の 作成 に は二 つ の ア ブ ・一 チが あ

る。 一 つ は従 来主 流 にな って い た考 え 方 で,現 在 で もその 傾 向 が 強 い。 それ は,

経 営計 画 に 関 す る情 報処 理 を調 査 ・分 析 し,そ の 結 果 を そ の まま シス テ ム(プ

ロ グ ラム)の 中 に表 現 して い く とい う もの で あ る。 この考 え 方 に よる と,経 営

計 画 に お け る 情報 処 理 手 順 が ほぼ 機械 的 に処 理 シス テ ムの 中 に組 み込 まれ る こ

とに な る。

我 々の提 案 は,一 見合 理 的 な こ の ア ブ ・一 チ を否 定 す る こ とで あ る。 そ うで

は な くて,計 画過 程 で の一 般 的 情報 処 理 とは独 立 な構 造 を もつ シス テ ム を作 り,

使 用者 が 必 要 に応 じて,こ れ を利 用す る よ うにす る とい う もの で あ る。 もち ろ
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ん,こ の こ とは,計 画過 程 での 分 析,意 思決 定 の手 順 を可 能 なか ぎ り,定 型 化

して い く努 力 を 否定 す る もの で は な い。 む しろ,そ の よ うな努 力 の た めに,処

理 シス テ ムが ネ ック に な らな い よ うに工 夫 す る こ とで あ る。

② この主 張 を具 体 化 す る た め に,情 報 処 理 機 能 に よる シス テ ム の分 割 に加 え

て,デ ー タ の処 理,加 工,分 析 等 々の狭 い意 味 での デ ー タ処 理 に つ い て も問 題

オ リエ ンテ ドな処理 内容 は機 能 と して もた ず,一 切 が 使 用 者 に よって 記述 され

るべ き もの と した。 問題 と独立 な処 理 で あ るか否 か の 区別 は,結 局,誰 が その

処 理 内容 を知 ってい る か とい う こ とで あ る。

(3)使 用者 とシ ステ ム(シ ステ ム作成 者)の 役割 分 担 を定 めた た め に,事 実 上,

使 用 者 に よって処 理 内 容 が 決 め られ る こ とに な る。 使 用 者 の 意 図 す る情報 処理

体 系(個 々の 問題)と シ ス テ ム の情 報処 理 体 系 は 全 く独 立 な ものに な る。 そ れ

で この二 つ の 情 報処 理 体 系 の 接 点 に特 別 の工 夫 を した。 端 末 装 置 を利 用 した質

問 一応 答形 式 に よる逐 次的 入 力 と,「 モ デ ル」 を管理 す る。 す な わ ち,使 用 者

の記 述 した 処 理手 順 その もの を シス テ ムが 記録 す る とい う機 能 を もつ こ と,こ

の二 つ で あ る。

(4)以 上説 明 した シス テ ムを 設計 す る 場合 に,技 術 的 な決 め手 に な る のは,シ

ステ ムを構 成 す る各 処理 に お い て取 り扱 うデ ー タの表 現形 式 を統 一 して お くこ

とが で き る とい うこ とで あ る。 この た め に,経 営 計 画 で用 い る デー タの表 現 形

式 を考 察 し,そ れ を基 に一 般 の デ ー タ ・ベ ース 管理 シス テ ム とは 異 な る デー タ

構 造 を 提案 す る こ とに した。

}

314カ ー ド ・ベ ー ス ・シ ス テ ム

3141カ ー ド ・ベ ー ス ・シ ス テ ム の 目 的

経 営 意 思 決 定 サ ポ ー ト シ ス テ ム(MDS-managemcntdecisionsupport

system)は,キ ャ ラ ク タ ー ・デ ィ ス プ レ イ,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ 等

の 端 末 装 置 を 使 用 す る と,い ろ い ろ な 意 味 で 効 果 的 で あ る 。
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端末装置 を使用す る場合 の,利 用方法,効 果,限 界 につ いては別稿 で議論 した

と抽 であ㌧

そ れ とは別 に,端 末 装 置 を使 用 しな いで,経 営 計 画 に関 す る情 報 処 理 を適 用

対 象 とす る シス テ ム を考 察す る。

各 企 業 に おい て,端 末 装 置 そ の もの と,そ の 使 用の た め に必 要 な コ ン ピュー

タ ・ソ フ ト ウェ アの 機能(例 え ば,マ ルチ ・プ ログ ラ ミン グ可 能 な オ ペ レ ー テ

ィ ング'シ ステ ム等)を 備 え て お くべ きか 否 かは,単 にMDSと い うシステ ム

の 効 果 だ け で は な く,そ の他 諸 々の条 件 を考 慮 しな くて は な らない 。 した が っ

て,端 ネ 装置 を使 用 で きない 場 合 もあ る。 さ らに,各 企 業 では,既 に開 発 して

い る個 別 の プ ログ ラムを もって い て ,そ れ を利用 しつ つ漸 次発 展 さ せ て,よ り

完 成 した処 理 体 系 に して い こ うとい う考 え もある。 これは 二 つ の 方 法 であ ろ う。

それ に加 えて,MDSの 本 質 は端 末 装 置 にあ るの では な く,要 は,計 画過 程 に

お け る,多 様 な 情 報 処 理 に対 処 で きる シス テ ムで あ る こ とで あ る。

こ の よ うな わけ で,別 稿 で 説 明 した考 え 方 をその まま適 用 した,同 じ目的 の

カー ド ・ベー ス の シス テ ム も作成 して お くの は意 義 の あ る こ とで あ る。

314.2カ ー ド・ベー ス ・シス テ ムの機能

使 用 者 との入 出 力 を,カ ー ド(カ ー ド ・リ ー ダ ー)だ け を 使 用 し て 行 う

こ と にな る と,煩 雑 な入 力 作 業 が で きな くな る。 具体 的 には,シ ミュ レー シ ョ

ン言 語 に対 す る入 力 情報 と して の 関係 式 が一番 問題 で あ る。 例 え ば,シ ス テ ム

ダイ ナ ミック ス に基 づいた シミュレー シ ョン言 語 で あ るDYNAMOを 使 用 して,

シ ミュ レー シ ョンを 行 う と き に は ,分 析 者 で あ る 使 用 者 が 関 係 式 を含 め て

入 力 情 報 を記述 して い る よ うで あ る。 この こ とを考 え る と,必 ず し も,問 題 と

は 独 立 な手 法,言 語 を シス テ ム と して 備 え て お き,使 用 者 は これ を使 って 処 理

手 順 を 記述 す る とい う方 法 は不 可能 で は ない。 しか し,一 般 の 意 思 決 定者,そ

※ 本 書3.11「 端 末 装 置 の 利 用 」
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の ス タ ッフ に,こ の よ うな こ とを求 める と,や は り容 易 に シス テ ムを使 用す る

とい うわ け には いか な くな るか も しれ ない。

カ ー ト'ベ ー ス.シ ス テ ム を 作成 して お く一 つ の 理 由は,個 別処 理 を主 と し

て 行 って い る 企 業 に お い て,そ れ ま で開 発 した プ ・ グ ラム を利 用 しつ つ,

漸 次MDSの 完 成 した処 理 シス テ ムを利 用 す る よ うに導 くこ と であ る。

この よ うな こと を考 慮 した結 果,デ ー タの 分 析,処 理 の 部 分 に つ い ては以 下

の よ うにす る のが 適 当 で あろ う と考 え た。

(Dシ ス テ ムの側 と しては,デ ー タの 分析,処 理 を担 当す るサ ブ プ ロ グ ラムは,

それ が 分析 手法 で あ る か,問 題 別 に 作 られ て い る もの か は 関 知 せ ず,処 理 プ ロ

グ ラム と して 扱 う。

② 処 理 プ ・グ ラムの 目的,機 能 は,デ ー タ の分 析,処 理(い わ ゆる コア演算)

に限定 し,入 力,出 力 デー タは,各 サ ブ プ ログ ラムの 引 数 と して扱 う。

(3)こ の よ うな処 理 プ ロ グ ラム とは 別 に,演 算,関 数 を使 用 者 が そ の ま ま記 述

で き る よ うに し,そ れ に必 要 な シス テ ム側 の機 能 を組 み 込 む。

処 理 プ ロ グ ラ ムは,基 本 的 には,使 用 者 の 側 で作成 す る もの と考 え て い る。

た だ し,使 用 者 の側 とい う場 合,意 思決定 者 自身 で ある 必 要 は な く,関 連 す る

部 門の 担 当 者 を想 定 して い る。 使 用者 の側 と して は,処 理 プ ロ グ ラ ムの内容 を

検討 し,な るべ く分析 手法 は分 離 す る 方向 で,各 サ ブ プ ・ グ ラムを整 理 す る よ

うに して い くこ とが 望 ま しい。 これ は 漸 次 その よ うに発 展 さ せ る,と い う意 味

で あ る。 シス テ ムの側 と して は,各 処 理 プ ロ グ ラム を個 々別 々 に容 易 に追 加,

修正,削 除 で き る よ うに工 夫 す る。

も っ と も基 本 的 な設 計方 針 で あ る情 報 処 理 機 能 別 に サ ブ シス テ ムを構成 し,

シ ステ ムは問 題 とは独 立 な処 理 ソール を提 供 す る とい う方 法 は 何 ら変 更 す る必

要 は な い。 前 述 の とお りの,デ ー タの 分析,処 理 に 関 す る 部 分 を若 干修 正 す る

だ けで あ る。 そ して,こ れ以 外 の処 理 ツー ル に つ い て は,使 用 者 の入 力 作業 の

煩雑 さ とい う点 か らの機 能 の変 更 も全 く必 要 ない 。
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3143設 計 手 順

(1)解 説

使 用 者 の情 報入 力 を会話 的 に で きない た め に,使 用 者 に とって 容 易 で,複 雑

な処 理 を指 定 で き る よ うに工 夫 しな くて は な らない。

一 つ の 方法 と して ,コ ン パ イ ラ 言 語(例 え ばFORTRAN)を,使 用者 が 使

用 し,シ スデ ムの 機 能 を ユー テ ィ リテ ィ ・ル ー チ ン として,組 み込 む とい う方

法 が あ る。 この 方 法 に よる と,複 雑 な処 理 内 容 を記 述 で き,な お か つ,実 行 効

率 も よい 。 しか し,こ の方 法 は,そ の 言 語 を記 述 で きる 人 に しか利 用 で きな い。

シス テ ム と して,機 能 を もって お き,単 純 な パ ラメー タ を指 定 す る と,そ れ

に基 づ い た処理 を す る よ うに してお く方法 も あ る。 一 般 のパ ソケ ー ジ ・プ ロ グ

ラム は この方 法 を用 い て い る。 しか し,こ の方 法 で は,処 理 内容 がか な り限 定

さ れ て しま う。 そ れ で,シ ス テ ムに 組み 込 ん で あ る処 理 ツール を指 示 し,そ れ

に必 要 な 情 報 を 合 せ て 指定 す る こ と と,実 行順 序 につい ての制 御,判 断 分 岐 に

つ い て の処 理 を組 み合 せ て,情 報 入 力 を行 う よ う に す る の が よ い 。 こ うす

る と,使 用者 は,こ の シス テ ムの規 定 す る規 則 に したが って,単 純 な入 力 作 業

をす れ ば よ く,処 理 内容 も,必 要 が あ れ ば,複 雑 な もの に で き る。

設 計 手 順 は,シ ス テ ムへ の 情 報入 力 に基 づ い て,次 々 に解 析 し,そ の解 析 し

た情 報 に したが って,処 理 を実 行 す るこ とに な る よ う,論 理 構 造 を 作 る。 メ イ

ン ・プ ロ グ ラムの設 計 は端 末 装 置 を使 用す る場 合 と違 い,逐 次 的 に 入 力情 報 を

読 み込 み,解 析 し,各 処 理 ソー ル に 分 離す る とい う'ことにな る。 い わ ば,一 般

の コ ンパ イ ラと同様 の もの にな る。

(2)コ マ ン ド形 式

使 用者 の 行 う情 報 入 力 は 厳 密 な 規 定 を 設 け る。 逐 次的 な エ ラー ・チ ェ ッ

クが で きな い か らで あ る。 使 用者 は,次 の よ うな コマ ン ド形 式 に よ って,処 理

内容 を表 現 す る。

コマ ン ドは,各 々全 て,

LABEL,OPERATION,OPERAND
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の3つ の 部 分 か らな る。 た だ し,LABELは 必 ず し も指 定 しな くて もよい。

OPERATIONが,シ ス テ ムの 提 供 す る処 理 ツー ル に な り,OPERANDは

各 処 理 ツー ル に必 要 な情報 で あ る。

この よ うな コマ ン ドの列 を入 力 す る こ とに よって,シ ス テ ムの処 理 内 容 が規

定 さ れ る こ とに な る。

3144処 理 ツ ー ル

前述 の とお り,カ ー ド ・ベ ー ス ・システ ムで も,端 末装 置 を利 用す る場 合 と

基本 的 に 同 じで あ る。端 末 装 置 を使 用 す る会 話 的 入 出力 が な い こ と と,処 理 プ

ロ グ ラ ムが 多 少異 な る。 た だ し,我 々が今 回設 計,作 成 した シス テ ムは実 験 的

シス テ ムで あ る た め,い くつ か の 点 で,機 能 を 縮 少 した。 これ は,本 質 的 な こ

とで は な く,シ ステ ム開発 上 の時 間的 問 題 を考 慮 した ため で ある。

(1)KEY

KEYに つ い て は,次 の よ うに 構 造 を 設 け て,シ ス テ ムの 中 に組 み込 む。

今A,B,… …,1の9つ のKEYを 組 み込 む と して,

/BぞH
で

図3-15

図3-15の よ うに す る。 コ マ ン ド列 の先 頭 でKEY名 称 を指 定 す る。BE-

CORDを 定 義 す る場 合 は,そ のRECORDは そ のKEYが 割 り当て られ る。 以

後 の 削除,修 正,デ ー タ値の 設 定 の 操 作 は このKEYの 使用 者 に限 られ る。 参

照 に つ い て は,図3-15のAのKEYの 人は全 ての デ ー タを 参 照 で き,Bは

B,E,F,G,H,1を 参 照 で き る とい うよ うに,右 側 に あ るKEYに よっ

て 定義 さ れ たRECORDを 参 照 で きる。1に よ って定 義 さ れ たRECORDは 全
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て の 人 に よ っ て 参 照 さ れ る 。

RECORDに つ い て は,TYPE-1,TYPE－ 皿と も に,FAMILYを 削 除

した 。 こ れ は 後 日 拡 張 し て も よ い も の で あ る 。

NOTEに つ い て は,固 定 的 な も の を い くつ か,シ ス テ ム と し て 組 み 込 み,

使 用 者 は そ のNOTEに つ い て 選 択 す る よ う に し た 。

(2)カ ー ド ・ベ ー ス ・ シ ス テ ムvak・ け る 処 理 ツ ー ル

以 上 の よ う に し て,次 の 処 理 ツ ー ル を 機 能 と し て も つ こ と に す る 。

　

ラ

　

b

㊤

㊤

　d(

)

)

e

己
1

(

(

　

　

㎏

伍

、

)

)

・
1

.
」

(

(

ω

ω

㈹

ω

)O(

RECORDの 定義

RECORDの 修 正

RECORDの 削除

デ ー タの 入 力

テ ー プ との デ ー タの 転 送

レ ポー ト作成

処 理 プ ロ グ ラ ムの 実行

演 算,関 数

システ ム 管理 上 の情 報 の 出力

判 断 分 岐

実 行 順 序 の 指定

MODELの 定 義 ・

MODELの 出力

MODELの 削除

MODELの 実 行

以 下,具 体 的 に例 示 す る。

①RECORDを 定 義 す る ため には,そ れ が,指 標 とな る デ ー タか,分 析 上

の必 要 の た め の デ ー タか を 区別 す る。 後 者 の場 合 は,指 標 とな るRECORD

が既 に シス テ ム に対 して定 義 さ れ て い る か ど うか を確 認 し,も しされ てい な

けれ ば,先 に指 標 とな るRECORDか ら定 義す る。
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い ま・ ある製品の 品種 別 ,月 別 売 上数 量 をデ ー タの組 と して 定義 す る もの とす

る。 この 場 合,品 種 と月次 が 指 標 とな る。 品種 にっ い て は ,RECORD名 を

HINSHU,月 次 に つ いて はNENGETと す る。 そ して,そ のRECORDが

図3-16の よ うに な って い る。

HINSHU NENGET
hW

NAME CODE NAME CODE

C
"

DAI

CHU

SHO

寸
1

n∠

3

46-2

46-3

■⊥

ウ
一

49-1 36

図3-16

こ の2つ のRECORDに つ い て,定 義 す る と,

(・)DEFRECHINSHU,1,2,NAME ,

3,1

(i')DEFRECNENGET,1,2,NAME:

12,1

CODE,3,2,

CODE,3,2,

と な る 。(a)の 場 合,工 場 名,RECORDTYPE(=1) ,ITEMサ イ ズ,各

ITEM名 称,各ITEMに つ い て の デ ー タ 属 性,最 初 が ホ レ リス タ イ プ(4ケ タ)

次 が 整 数,デ ー タ サ イ ズ,記 録 す るNOTEのNO .(=1)と い う よ う に な

る 。

次 に ・ 売 上 数 量 のRECORD .名 称 がSALESと し て,図3-17の よ

う な 表 で 表 わ さ れ る と す る 。

イ

'
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。 種

年 月
1 2 3

46-2

46-3

49-1

θ

一

図3-17

'

(c)DEFRECSALES,2,2,NENGET,HINSHU,

36,1

RECORD名 称,RECORDTYP.E(=2),次 元 の サ イ ズ,各 次 元 に 対

応 す るRECORDの 名 称,デ ー タ 属 性,こ の 場 合,倍 精 度 整 数,NOTE%

(=1)と な る 。

② こ のRECORDに 対 応 す る デ ー タ が,カ ー ドに,こ の ま ま の 順 番 で パ ン

チ さ れ て い た 場 合,カ ー ドか ら入 力 す る と,

(d)DTSETSALES/10115/

と な る 。 次 元 の 配 列 が 逆 に パ ン チ さ れ て い る と,

(e)DTSET((SALES(1,J),J=1,3),1=1,36),

/10115/

と な る 。

③ こ の デ ー タ を 出 力 す る 場 合 は,FORMAT文 の な い も の と,あ る も の と

が あ る 。 先 の 例 で,

(f)REPORTSALES

と す る と,図3-18の よ う に 出 力 さ れ る 。
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SALES

NENGET

46-2

46-3

49-1

1

2

36

HINSHU

DAICHU

12

SHO

3

図3-18

FORMAT文 の あ る もの は,FORTRANと 同 様 で あ る。

④ この デ ータ の あ る品 種 に つ い て の時 系 列 デ ー タ をEPA法 に よ って分 解.

す る もの とす る。 処理 プロ グ ラ ムの実 行 に必 要 な入 出 力 デ ー タは,各 処 理 プ

ロ グ ラムの 引数 と して受 け渡 す。 使 用 者 が コマ ン ドとして 記述 す る のは,そ

の 対応 す る名 称 等 で あ る。 入 力 デ ー タは 配列 と単 一 デー タ(こ れ は パ ラメー

タ と して 用 い る ことが 多 い は ず で あ る)で ,出 力 は 配列 だ け で あ る。 配 列 は

RECORDと コ マ ン ドRES(コ ア上 の配 列 宣 言)に よ って定 義 され た もの

とがあ る。 この名 称 を 指 定す る単 一 デ ー タは値 を 直接 指定 す る。 使 用者 は入

出 力 デ ー タ を示 す情 報(配 列 の 名 称 か 単 一 デ ー タ か の値)を コ マ ン ドに記 述

す る。 この ときに,類 似 した デ ー タ に よ って,同 一 処 理 プ ロ グ ラ ム を実 行 さ

せ たい こ とが あ るはず で あ る。 それ で,こ の よ うな 入 出力 デ ー タ を示 す 情 報

そ れ 自体 をデ ー タ と して,RECORDに 記録 す る こ とにす る。

このRECORDは 全 てTYPE-IRECORDを 使 用 す る こ と に し,使 用

者 が定 義 す る。 このRECORDの 横 一 列 の デー タが,処 理 プ ロ グ ラ ムの 実 行

に 際 して必 要 な情 報 で あ る。

入 力 デ ー タは,例 え ば,品 種DAIに つ い ての 時 系列 デ ー タ とす る と,こ

一86一

パ
■

@・

イ

、㎡



、

、

⑧

`
ρ

ロ

れ を配列 と して処 理 プ ロ グ ラム の入 力 デ ー タ を作 らな くて は い け ない。 も し,

RECORDの デ ー タ全 て をデ ー タ とす る と,こ の必 要 は ない 。 出力 デー タは

RECORDと して 記 録 して も,コ マ ン ドRESに よって 定 義 さ れ た配 列変 数

に記録 す る よ う指示 して も よい。

(g)DEFREC

(h)DEFREC

(i)COMP

INFEPA,1,5,DATA,KIKAN,N4,KJ,

OUTPUT,13,2,2,2,13,10,1「

EPAINDX,1,1,EPAINDX,43,5,1

EPAINDX(1,1)tORGINAL!

EPAINDX(2・1)iSEASONADT

EPAINDX(3,1)TTRENDCYCT

EPAINDX(4,1)11RREGULER!

EPAINDX(5,1)ISEASONID,

(g)は,EPAの た め の 入 出力情 報 を デ ー タ と して記 録 す るた め の,RECORD

の 定義 で ある。(h)は,EPA法 に よる 出 力 デ ー タの 指標 を定義 した もの で(i)

は そ の値 を 演算 と して セ ッ トした。 以上 は,煩 雑 で あ る が,誰 かが 一 度 して

おけ ば よい もの で あ る。

(j)COMP

(k)DEFREC

(1)RES

θRCOMP(1=1,36)

(n)EXC

(j)は 情 報 を デ ー タ と し て,セ ッ ト し た も の で,(k)は,出 力 用RECORDを

INFEPA(1,1)=1SHINSHl

INFEPA(1,2)=36

1NFEPA(1,3)=12(月 次の 意)

INFEPA(1,4)=1(乗 法 的 分 解)

INFEPA(1,5)=IEPASHl

EPASH,2,NENGET,EPAINDX,12,1

SHINSH,36(デ ー タ サ イ ズ),

12(デ ー タ 属 性)

SHINSH(1)=SALES(1,1)

EPA,INFEPA,1
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り
定 義 し,(i)は 入 力 用1次 元 デ ー タ を セ ッ トす る た め の 配 列 を 定 義 し,mは,

デ 一一タ を 移 し 替 え,(n)は,処 理 プ ロ グ ラ ムEPAを 実 行 さ せ る も の で あ る 。

3145MODEL

(1)「MODEL」

別 項(1)で 説 明 した シス テ ム は,端 末 装 置 を利 用 して,使 用者 か らの情報 を一

つ 一 つ入 力 す る とい う方 法 を採 用 した。 これ に対 して,カ ー ド ・ベ ー ス ・シス

テ ムは必 要 な 情報 を組 に して入 力 す る。 この た め,処 理 ソール の 中 に,「 判 断

分 岐 」,「 実行 順 序 の指 定 」 を機 能 と して もつ コマ ン ドが あ る。 これ に したが

って.使 用者 の 指定 す る処 理 手 順 の 表現 方 法 も多 少異 な る。 そ こ で,カ ー ド ・

ベー ス ・システ ムに お い て,使 用 者の 表 現 した処 理 手 順 を シ ステ ムが 記録 す る

と き,こ れ をMODELと 呼 ぶ こ とにす る。

(2)「MODEL」 の表 現 形 式

MODELと は,以 下 の条 件 を もつ,コ マ ン ド列 で あ る。

① コマ ン ド列 の 中 に,「 定 義 され た処 理 」 に属 す る コマ ン ドが 含 まれ る。

② コマ ン ド列 の 中 に,「 実 行 順 序 の 指 定」 に属 す る コマ ン ドが ある場 合,

その コ マ ン ドの 示 す 添 字 の ナ ン バ ー(実 行 の行 先)は こ の コ マ ン ド列 の コマ

ン ドの 個 数以 内 で あ る。

(3)「MODEL」 の 管 理

シス テ ムが,MODELの 管 理 と して 提供す る処 理 ツー ルは,次 の とお り。

(a)MODELを 定 義 す る 。

(b)MODELを 削 除 す る 。

(c)MODELの 内 容 を 出 力 す る 。

(d)MODELを 実 行 す る 。

①MODELの 定 義 は 次 の よ う に す る 。

OPERATIONと し て,DEFMOD(defineMODEL)と 記 述 し,

OPERANDにMODELの 名 称 を 指 定 す る 。 次 の カ ー ド か ら,MODELと
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して 定義 す る コマ ン ド列 を記 述 し,次 に,OPERATIONと して,MEND

と記 述す る。 こ こに指 定 さ れ た コマ ン ド列 が,そ のMODELと して,シ ス

テ ム に記 録 され る。MODELの 定 義,す なわ ち,DEFMODか らMENDま

で が,一 つ の 「定 義 さ れ た処 理 」 で あ る。 だか ら,1回 の実 行(セ クシ ョン)

す なわ ち,KEYの 指定 か らKEYま で の間 に,MODELの 定 義 を何 度 指 定

しよ うと,そ れ以 外 の 処 理 を合 わせ て指 定 しよ うとか ま わ な い。

MODELの 定 義 に よ って,シ ス テ ムは コマ ン ド列 その もの を記録 す るの

で,こ の 定 義の 中 に含 ま れ て い るか も しれな い エ ラー は ほ とん ど発 見 で きな

い。 これ はMODELの 実 行 ま で待 つ ほ か な い。'

②MODELの 削除 は,使 用者 に よって 定義 さ れ たMODELを シス テ ムか ら

取 り除 くこ とで あ る。 こ の コ マ ン ドの実 行 後 は,こ のMODELは 実 行 で きな

い。 この コ マ ン ドは,OPERATIONと して ,DELMOD(deleteMOD

EL)OPERANDと して,削 除 した いMODELの 名 称 を指 定す る。

③MODELの 出 力は,そ のMODELの 内容 で あ る,コ マ ン ド列 お よび名 称,

定 義 した 人のKEYを プ リン ト ・ア ウ トす る こ とで あ る。 す で に定 義 して い

るMODELに つ い て検 討 した い と き等 の た めに用 い る。

MODELの 出力 は,OPERATIONと して,REPMOD(reportMOD

EL),OPERANDと して,そ のMODELの 名称 を指 定 す る。

④MODELの 実 行 は,そ のMODELを 表 わす コ マ ン ド列 を実 行 す る こ とで

ある。MODELの 実 行 は,OPERATIONと して,EXCMOD(execute

MODEL),OPERANDと して,実 行 した いMODELの 名 称 を指 定 す る。

MODELの 定義(DEFMOD)の 中の コマ ン ド列 の 中 に ,MODELの 実 行

(EXCMOD)を 示 す コマ ン ドが 含 まれ る こと はか まわ ない 。 使用 者 は,各

部 門ま た は個 別問 題 ご とにMODELを 作 り,そ れ らを結 合 して,別 のMODEL

を 作 る こ とが で き る。

(4}「MODEL」 の 融通 性

MODELと して 定 義 す る処 理 手 順 は,す ぐ実 行 で きる とい う意 味 で,形 式 的
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には 完 全 に固 定 して い る。 しか し,実 際 の 処理 内容 は,以 下 の よ うに して,融

通 性 を もたせ る こ とが で き る。

① 演 算,関 数,処 理 ブ ・ グ ラ ム,レ ポ ー ト等 の処 理 で対 象 に な るRECORU

配 列 変 数,変 数 は,そ の名称 が 指 示 され るだ け で ある か ら,そ のRECORD

な り配 列 変 数,変 数 に セ ッ トして お くデ ー タ(値)は,MODELの 実 行以 前

に い ろ い ろ変 え る こ とが で きる。 あ るMODELの 実 行(EXCMOD)の コ

マ ン ドの前 に,そ のMODELの 中で 用 い られ る デ ー タ を セ ッ トす る コマ ン ド

(演 算,入 出 力等)を 指 定 して,そ れ らを組 に し て,コ マ ン ド列 を 作れ ば よ

い。

② 処 理 プ ログ ラム の実 行 に際 して,使 用 され る デ ー タは,そ の デ ータ を記

録 して い るRECOD,配 列 変 数,変 数 の 名称 を指 定 す る こ とに ょ り定 ま り,

処 理結 果 で ある デ ー タ も同様 で あ る。 そ して,処 理 プ ロ グ ラ ムに対 す る入 出

力 デ ー タ を示 すRECRD等 の 名称 それ 自体 もデ ー タ と して,あ るRECORD

に記 録 し,処 理 プ ロ グ ラムの実 行 につ い て は,そ のRECORDの 名称 を指 定

す る。 だか ら,MODELの 実 行 に先 だ って,そ の 入 力情 報RECORDの デー

タ(す な わ ち,実 際 の 入 出力対 象 に な るRECORD等 の 名 称)を 書 き替 え る

と,処 理 プ ログ ラム で使 用す る デ ータ(値)は 変 わ る し,処 理 結 果 にお い て,

あ る デー タの記 録 さ れ るRECORD,配 列変 数 等 も変 わ る。

③ あ る 処理 プ ログ ラムの 実 行 につ い て の 入力 情 報 は,あ る入 力 情報REC

ORDの 横 一 列 を参 照す る。 そ の横 一 列 の デ ー タの位 置 は,コ マ ン ドの 中 で,

数 字 ま たは 変数 で 指 定す る。

EXCEPA,IEPA,旦

EXCOLS,10LS,⊥

変 数 の値 は,別 に設 定 され る もの で あ るか ら,MODELの 実 行 を指 示 す る コ

マ ン ドに 先 だ って,そ の変 数 の 値 を決 め る こ とに よ り,処 理 プ ログ ラム に使

用 され るデ ー タが 規 定 され る。 こ うして処 理 内 容 が多 様 に な る。
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(例) DEFMOD

EXC

EXC

MEND

JUYO

EPA,IEPA,I

OLS,10LS,J

ぶ
げ

EXCMOD

EXCMOD

1=3

J=2

JUYO

I=2

J=3

JUYO

.
、

314.6シ ス テ ム 構 造

(1)条 件

シス テ ム構 造,す な わ ち,サ ブ プ ログ ラムの 設定 仕様,必 要 な 情報 の 記録 の

仕 方 を,次 の点 を考 慮 して 決 め る。・

① サ ブ ブ ・グ ラム相互 の独 立 性,す な わ ち,あ るサ ブ ブ ・グ ラムの 修 正,

削除,追 加 を,他 を考 慮 せ ず に で きる よ うにす る。

② 機 能 の 変 更 とサ ブプ ログ ラムの 変 更 との対 応,す な わ ち,あ る処 理 機 能

の 修 正,削 除,追 加 を,で きる だけ 少 な い(ほ とん どの場 合 は一 つ の)サ ブ

ブ ・グ ラムの 変 更 に よって で きる よ うにす る。

③ 単 純 な構 造,す な わ ちブ ・グ ラムの構 成 が 論理 的 に単 純 な構 造 に な って

い て,シ ス テ ムの維 持(maintenance)が 容 易 に で きる よ うにす る。

④ 使 用 者 ま たは 使用 者 に近 い 人(シ ス テ ム管理 者等)が 変 更 す る必 要 の 生

じる部分,つ ま り,処 理 ブ ・グ ラ ムの 修 正,削 除,追 加,お よび 記録 領 域

(デ ィス ク上 の)の 拡 張 につ い て は,シ ス テ ム全 体 の構 成 とは 関係 な く,そ

の部 分 に つ い てだ け,変 更 す れ ば よい よ うに す る。 特 に処理 プロ グ ラ ムは,
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使 用者 自身 に よ って,問 題 意識,環 境 の変 化,企 業 自 身の発 展 等 に応 じて,

漸 次追 加 さ れ てい くとい う事 態 を 期待 して い る。 それ で,こ の 部 分 に つい て は,

処理 プ ロ グ ラムそ れ 自体 の 作 成 以外 に つ い て は,ほ とん ど何 も変 更 しな くて も

よい よ うにす る。

(2)サ ブ プ ログ ラム

次 の よ うに サ ブ ブ ・グ ラム を 作成 す る。

① メ イ ンブ ・ グ ラ ム

(a)コ マ ン ドを読み 込 み,記 録 す る。

(b)コ マ ン ドにつ い て,処 理 ソール の別 を解析 し,そ の処 理 ソール に応 じて

必 要 な サ ブ プ ログ ラムに実 行 を移 す 。

(c)終 了 を示 す コ マ ン ドと,エ ラー の発 生 した場 合 は,実 行 を終 了 す る。

(d)コ マ ン ド列 の先 頭 で 指 定 され るKEYに つ い て,そ れ が登 録 さ れ て い る

もの か ど うか を チ ェ ック し,そ うで あれ ば それ を記録 し,登 録 され てな け れ

ば エ ラー の発 生 に伴 な う処 理 をす る。

② グル ー プー1サ ブ プロ グ ラ ム

グ ル ー ブ ー1サ ブ プロ グ ラ ムは,各 コマ ン ドに対 して 作 る。

　a(

　

　

b

ピ

　

ラ

ー
O

e

(

(

　

ラ

上
⊥

σ
θ

(

(

)

)

伍

、

0

)

)

・J

k

(

(

DEFREC

DELREC

UPDREC

DTSET

DMOVE

REPORT

EXC

COMP

MANAGE

BRANCH

JUMP

(defineRECORD)

(deleteRECORD)

(updateRECORD)

(dataset=cardread)

(datamove=taperead/write)

(reportwriter)

(executeprocessprogram)

(computation)
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芭

●

(1)

ω

(n)

(o)

③

DEFMOD(defineMODEL)

DEPMOD(reportMODEL)

DELMOD(deleteMODEL)

EXCMOD(,x。,ut。MODEL)

グ ル ー プ ー2サ ブ プ ロ グ ラ ム

グル ー プー2サ ブ プ ログ ラムは、 処理 プ ロ グ ラ ムで あ る。 前 述 の とお り,

処 理 プ ロ グ ラムは:分 析 手法 とな るべ く分 離 して,一 つ の処 理 ブ ・ グ ラム と

して 作 成 す る こ と が 望 ま し い 。 また,処 理 プ ロ グ ラムは 使用 者 自身に よ

って 作成 して もか ま わな い。 問 題 オ リエ ンテ ドな内 容 を もつ プ ログ ラムは 使

用者 自身 が 作成 す る こ とが望 ま しい。 処 理 プ ログ ラム と して,シ ス テ ム に組

み込 ん で お くべ き もの を決 め るの は,各 企 業 の そ の時 々の状 態 に依 存 す る。

以 上 の ことを前提 とした上で,我 々が現 時 点 として,シ ス テ ムに組 み込 ん だ処

理 プ ログ ラ ムを 示 す。 これ は単 な る例 にす ぎない。

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

EPA(EAP法 に ょる時 系 列 分解)

OLS(最 小二 乗法 に よる回帰 分 析)

TSLS(連 立方 程 式 モデ ル の 二段 階 最 小 二 乗 法 に よる 回帰 分 析)

TEST(ト ー タ ル ・テ ス トに よる シ ミュ レ ー シ ョン)

SEIHIN(製 品 需 給 を分 析す る シ ミュ レ ー シ ョン。 製 品の 品 種 別 の需

要 量 と各 工 場 別 の生 産 能 力,工 場 内,工 場 外 の 在 庫 能 力 等 々の関係 を月 次 に

調 べ る。)(2)

(f)ZAIMU(原 価 計 算,部 門 費集 計 等 を 積 み重 ね て,見 積 り財 務 諸表 を 作

成 す る。)

④ グル ー プ ー3サ ブ ブ ・グ ラ ム

グル ー プ ー3サ ブ プ ログ ラムは 演 算 式 の 中 に組 み 入 れ て記 述 で き る関数 で

あ る。 関数 も処 理 プ ・グ ラム と同様 に,使 用者 の ニ ー ズ に よって 作成 さ れ る

もの で あ る。 こ こで 示 す の は 例 にす ぎない が,し か し,さ ま ざま な経 営 計 画

に 関 す る情 報 処 理 に お いて共 通 に使 われ る もの と考 え て よい。 〔3〕
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)a(

)b(

)C(

)d(

)e(

⑤

SIGMA(Σ 演 算)〔4〕

MAX(最 大 値 を と り出す)

MIN(最 小 値 を と り出す)

LOGE(自 然 対数)

LOGD(常 用対 数)

グル ー ブー4サ ブ プ ログ ラ ム

グル ー ブー4サ ブ プ ログ ラ ムは メイ ン プ ログ ラム と グル ー プ ー1サ ブ プ ロ

グ ラムが共 通 に使 用 す る サ ブ プ ロ グ ラムで あ る。 この サ ブ プ ロ グ ラムは 次 の

ものか らな る。

(a)記 録 領域 へ の デー タの 書 き込 み と記 録 領 域 か らの デ ー タの 読 み 込 み。

(b)コ マ ン ドの文 字 列 の 解 析 。

(c)デ ー タ属 性,す なわ ち ホ レ リ ス タ イ プ か ら の 整 数,実 数 タ ィ ブへ

の変 換。

⑥ グ ル ープ ー5サ ブ プ ・グ ラ ム

グ ル ー プー5サ ブ プ ロ グ ラム は処 理 ブ ・グ ラムに よって使 用 さ れ るサ ブプ

ログ ラムで あ る。 これ らの サ ブ プ ログ ラムは ,処 理 プ ログ ラムの 変 更 に よ っ

て,変 更 す る こ とに な る。 これ らの サ ブ ブ ・グ ラムは,使 用 者 に よって 作成

され る もの とす る。

3147記 録 す る 情 報

(1)記 録 す る情報

記録 す る情 報 は,使 用 者 に よ って定 義 さ れ たRECORDの ス キ ー マ」 デー タ

そ の もの,同 様 に定 義 さ れ たMODELの 内容 を示 す 情報,使 用 者 のKEY

(KEYの 名 称)で あ る。

(2)記 録 す る 情報 の論 理 的構 造

この シス テ ムはKEYの 個 数,名 称 を シス テ ム作 成 時 に プ ・ グ ラ ム と して 組

み 入 れ た の で,KEYの 個数 は 固 定 して いる。
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〔

KEYの 名 称

ス キー マの チ ェ イ ンを示 す ア ドレス

モ デ ル の チ ェイ ンを示 す ア ドレ ス

－
KEYTABLE

KEY名 称

'
■

図3-19

SCHEMA TABLE

RECORD名 称

SCHEMATABLE

デ タ

図3-20

全体 の関係 は図3r20の 剖 で ある・
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4.経 営 計 画情 報 システ ムに 関 す る ケ ース ス タデ ィ

41経 営計 画 情 報 システ ム形 成 に関 す るアンケー ト調 査

■

は じ め に

経 営 計画 プ ロ セス にお け る コ ン ピュー タ利 用 の 現状 につ い て,そ の利 用 形 態

利 用体 制,利 用 上 の 問題 点 な どを知 る こ とは今 後 の 研 究 に と って 大 い に参 考 と

な る と思 われ る。 また 同時 にMDSに おけ る われ わ れ の 意 図 を理 解 して貰 い,

い ろ い ろ な コ メン トを得 る こ と も有 用で あ ろ う。 そ こで わ れ われ は今 回 の プ ロ

ジ ェ ク トの 一 環 と して 付 表 に示 した 内容 か らな る上 記 の標 題 の ア ン ケー ト調 査

を実 施 した。 本 章 は その 結 果 につ い て の と りま とめ を 目的 と して い る。

今 回 の ア ン ケ ー ト調 査 の 対 象 とな った の は,当 協 会 が昭 和50年 度 の プ ・ジ

ェク トの一 つ と して実 施 した 「経営 情 報 調 査(W)」 に お い て 行 わ れ た

「経 営科 学手 法 の 導 入 活 用 に 関す る調 査 」 に 回 答 を寄 せ た193社 の企 業 で あ

り,3月 下 旬 の期 限 ま で に55社(回 収 率28.5%)か らの 回 答 を得 る こ とが

で きた 。 これ らの 企業 は お そ ら く この 種 の調 査 に多大 の 関心 を もってい る もの

と思わ れ る し,ま た コ ン ピ ュー タ利 用 に つい て もか な りの 水準 に達 して い る も

の と予 想 され る。 この よ うな対 象企 業 の か た よ りや,回 答 企 業 数 な どを考 え る

と,ア ンケ ー トの 結 果 か ら一 般 的 に 当 ては まる よ う結論 を得 よ う とす る よ うな

詳 細 な分析 を 行 う こ と は 無 理 の よ うな の で,こ こで は一 応 の 傾 向 とい った

もの を読 み とる程 度 に と どめ る こ とにす る。 な お 次 年度 に おい て も同種 の ア ン

ケ ニ ト調 査 を 試 み る予定 もある の で,そ の 時点 で は も う少 し綿 密 な検 討 も有 効

にな って こ よ う。

4.1,1経 営計 画 シス テ ムの構 成

各 社 の経 営 計 画 システ ムが どの よ うな個 別 計 画 か ら成 って い るか を聞 い た精
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果 が 表4-1で あ る。 さす が に生 産,販 売,財 務 とい っ た と ころ は ほ とん どす

べ て の 企 業 にお い て計 画 策定 が 行 わ れ て い る が,研 究 開発 計 画 は意 外 に少

ない よ うで ある。

表4-1計 画 シ ス テ ム の 構 成(問1)

個 別 計 画 件 数 %(55)

1.販 売 計 画 52 95

2.生 産 計 画 50 91

3.設 備 計 画 46 84

4.原 材 料 調 達 計 画 42 76

5研 究 開 発 計 画 35 64

6.人 員 計 画 45 82

7.財 務 計 画 49 89

8.そ の 他 の 計 画'

在 庫,物 流,外 注,利 益,営 業,全 社長期マ クロ,プ ロ ジェク ト管理,環 境

ア セスメン ト,投 融 資,部 門費,関 連 事業,教 育訓 練,原 料 乳 配 分

令

次 に これ らの個 別計画 は全 体(全 社)計 画 と どの よ うに 関連 づ け られて い る

だ ろ うか。 そ の結 果 をみ る と(表4-2)ほ とん どの場 合 に お い て何 らか の形

で 個 別計画 の結 果 が 全体 計 画 に反 映 さ れ て い る こ とが わ か る(91%)。 個 別

計 画 の 間が 完 全 に連 動 す る形 で 全 体 計 画 につ なが って い る例 は6社 に す ぎない

が,一 部 の個 別 計 画 の 間 で連 動 してい る企 業 も含 めれ ば そ の割 合 は 約 半数 に な

る。個 別 計 画 の間 の連動 の 仕 方 は表3に み る ように コ ン ピュ ー タ を 用 いて い る

企 業 と手 作業 に よる企 業 とが 半 々で あ る。 企業 数 が少 な い ので 何 と もいえ な い

が,個 別計 画 の 調 整 プ ロセ ス に おい て コ ン ピュ ー タ ・モ デ ル の利 用 が有 効 で あ

る と思 われ る。

占

o
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表4-2個 別計 画相互toよ び全体計画 との関係(問2)

φ

(が

個別計画 と全体計画の関係 件 数 % 4.の 内 容

1.完 全 に 連 動 6 11
販 売3

生 産3
2.一 部 連 動

3.全 体 計 画 の 中 で調整

18

22

33

40 ㌶ 調達;
人 員1

4.個 別計 画 の 一部 を用いる 4 7

財 務1
5全 体計画 を別途 に策定 4 7 その他1

表4-3個 別計 画 の連 動方 式(問2-1)

個 別 計 画 の 連 動 件 数

コ ン ピ ュ ー タ ・ モ デ ル に よ る 2

手 作 業 に よ る 2

そ の 他 1

'

全体計画 の中に個別計画 の結 果を とり入れ る際 に個 別計画 の数値 を調整する

必要 がある企業 が多い が,そ の理 由は個別計画 の前提条件の調 整 や計画期間の

違 いに よる調整の必要 な どとい った ことにある ようであ る。 個別計 画 を全体計

画の期間 に合せて整理 した り,新 しい条件 の もとで計画 を立て直 してみ るため

にコン ピュータの処

表4-4個 別計画 の間で調整が必要 な理由

(問2-2)理 能力が 有効 となる

と思われる。
調 整 の 理 由 件 数 %

1.期 間 の 調 整 14 35

2.前 提 条 件 の 調 整 17 43

3.連 動 は 不 可 能 6 15

4.将 来は連動 させる予定 6 15
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個 別 計画 とは 別 途 に全 体 計 画 を策 定 してい る 企業 に拾 い ては,現 在 の と ころ

そ のほ とん どが手 作 業 な い し部 分 的 な コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に よ っ て 行 っ て お

り,コ ン ピ ュー タ ・モ デ ル を利 用 して い る企 業 は わ ず か に1社 にす ぎな い。

最 後 に全 体 計 画 の 担 当部 門 で あ る が,そ の 多 くは 企 画部 ない しそれ に類 す る

もの と経理 部 で あ る。

表4-5全 体計 画策定担 当部 門(問2-4)

企 画 部,企 画 室,企 画 課 11(社) 経 営 計 画 部
.

1(社)

総 合 企 画(本)部,室 7 管 理 経 理 本 部
■

1

経 理 部 6 事 業 本 部 1

管 理 部(調 査 グループ) 6

.

商 務 部
.

1

社 長 室 4 総 括 部
.

1

社 長 室 企 画 部 1 経 理 統 括 室
.

1

〃 経 理 部 1 経 営 会 議
.

1

〃 コ ン ピ ュ ー タ 室 1 経 営 計 画 策 定 委 員 会
1

1

生 産,工 場 管 理 室 1 、 担 当 部 門 2

技 術 部 1

.

生 産 部 1

I

N.A. 8

経 営 管 理 部,室 2

経 営 企 画 室 1

企 画 情 報 室 1

③

亀

4.12個 別 計画 に お け る コ ン ピュー タ利 用

個 別計 画vak・ け る コ ン ピュー タ利 用 の状 況 は表4-6の 通 りで あ り,販 売,

生 産,原 材 料調 達,財 務 計 画 な どに お け る利 用 が 多 い。 研 究 開発,設 備計 画 な

どは コ ン ピュー タ を利 用 してい る企 業 は少 な い よ うで あ る が,こ れ は コ ン ピュ

ータ利 用が 進 む につ れ て これ らの 計 画 に も利 用 が 及 ぶ のか ,そ れ と も計画 の 性
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〆 ⑨ 奄
'つ

表4-6 個 別 計 画 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用.(問3)

ー

H
O

」
1

コン也 一夕秒 刊 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 形 態 使 用 さ れ て い る手 法 ※
使用プログラム
の 種 類 計 画 の 期 間 計 画 の サ イ ク ル

有 無 パ ッテ オンライン
・ハ
ッチ

社 内
TSS

商 用
TSS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 P u
半年
未満 半年 1年 2年 3年 4年

5年
以上

碗 1ケ 月
ご と

3ケ月
ご と

半 年
ごと

1ク年
ご と

2ク年
ご と

3ケ年

ご と

5ク年
ご と 剛

1.

販 売 計 画
40 11 40 2 1 2 21 7 11 3 2 3 21 14 34 9 14 12 6 13 1 7 2 6 9 28 10 2 1 1 4

73 20

(40)

100 5 3 5

(35)

60 20 31 9 6 9 60

(40).

35 85

(48)

19 29 25 13 27 2 15 4

(48)

13 19 58 21 4 2 2 8

2.

生 産 計 画
40 8 40 4 1 2 4 3 1 14 2 6 18 2 13 35 14 16 14 4 10 8 1 12 13 23 11 1 1 3

71 15

(40)

100 10 3 5

(34)

12 9 3 41 6 18 53 6

(40)

33 88

(47)

30 34 30 9 21 17 2

(46)

26 28 50 24 2 2 7

3.

設 備 計 画

20 25 19 2 1 2 1 1 3 4 9 2 6 16 1 6 17 4 7 1 8 3 2 2 17 14 1 4

36 45

(20)

95 10 5

(25)

8 4 4 12 16 36 8

(z〕)

30 80

(35)

3 17
、

49 11 20 3 23 9

(33)

6 6 52 42 3 12

4.

原材料調達計画
30 11 28 3 1 4 1 1 5 3 15 4 8 27 12 12 13 3 3 3 2 11 9 16 8 2

55 20

(30)

93 10 3

(25)

16 4 4 20 12 45 !6

(30)

27 90

(38)

32 32 34 8 8 8 5

(36)

31 25 44 22 6

5.

研 究開 発計画
9 28 9 2 2 3 2 1 1 1 1 9 2 8 2 6 7 3 4 3 3 2 11 7 1 1 4

16 51

(9)

100 22 22

(11)

27 18 9 9 9 9 82

(9)

22 89

(23)

9 26 30 13 17 13 13

(22)

9 50 32 5 5 18

6.

人 員 計 画
22 22 22 1 1 2 2 5 14 1 3 19 2 7 8 2 7 8 1 3 1 15 13 1 1 3

40 40

(22)

100 5 5

(19)

11 11 26 74 5

(22)

14 86

(32)

6 22 25 6 22 25 3

(32)

9 3 47 41 3 3 9

7.

財 務 計 画
29 15 28 3 3 1 5 4 1 11 20 5 26 5 11 13 3 7 1 8 1 6 6 22 8 1 1 1 2

53 27

(29)

97 10 10 3

(28)

18 14 4 39 71

(29)

17 90・

(37)

14 30 35 8 19 3 22 3

(38)

16 16 58 21 3 3 3 5

8.

そ の 他
11 4 9 1 1 1 2 1 4 5 2 1 11 6 5 3 4 1 3 2 6 4 3

20 7

(11)

82 9 9

(11)

9 18 9 36 46 18

(11)

9 100

(12)

50 42 25 33 9

(12)

25 17 50 33 25

()内 数字は回答件数 上段:件 数 下段:%

※

「コン ビ;一 夕利用 の有 無」 については回 答件数 は55と した。

手 法1.時 系列分析(指 数平滑法,EPAな ど)

2.多 変量解析法(因 子分析,相 関分析など)

3.計 量経済分析手法(回 帰分析,連 立モデルなど)

4.産 業連関分析

5,数 理計画法(LPな ど)

6.ネ ッ トワ ーク理論(PERTな ど)

7.シ ミュレ ーシ ョン分析

8.積 み上 げ方式

9,そ の 他

…一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一_________当



質上 利 用 す る メ リ ッ トが ない のか は判 らな い 。 しか し全 般 的 にい ってか な りの

程度 計 画業 務 にお い て もコ ン ピュー タ が利 用 され る よ うにな って きて い る様 子

が うか が え る。

コ ン ピュー タの利 用 は計 画 策 定 の 頻 度 と も関連 が あ る と思 われ るが ,こ の点

に つい て計 画 の サ イ クル をみ る と,研 究 開発 計 画 や 人員 計 画は 大半 が半 年 な い

しそれ 以 上 と答 え て い る の に対 して,生 産,販 売 な どは半 年 以 下 が 多 い。 ま た

計 画 の対 象期 間 をみ る と各 計画 と もか な りの バ ラ ツキ がみ られ ,傾 向 はは っ き

り しな い。

次 に コ ン ピュ ータ 利 用 ゐ形 態 をみ る と,現 在 の とこ ろ,バ ッチ処 理 ない しオ

ン ライ ン ・バ ッチ が大 半 で ,TSSを 利 用 して い る例 は 少 な い。 ま た 計画 策定

に 拾 い て使 用 してい る手 法 は 積 み上 げ方 式 ,時 系 列 分析 が 多 い。 個 別 には生 産

計 画 に おけ る数 理 計 画 法,設 備 計 画,人 員 計 画,財 務 計 画 に おけ る シ ミュ レ ー

シ ョン,販 売計 画 に お け る計量 経 済 分 析 が 目につ く。 使 用 プ ログ ラム は使 用 者

が 作成 す る場 合 が 多 い よ うで あ る。 プ ログ ラ ムの 開発 状 況 は表4-7に も見 る

こ とが で き るが ・ これ カ1ら も内 部 での,し か もコ ン ピュ ー タ部 門 の 全 面 的 な協

表4-7 計 画 用 プ ログ ラムの 開発(問4-1)

計 画 用 プ ロ グ ラ込 の 開発 体 制 件 数 %(55)

1.外 部 に 依 頼 3 6

2.コ ン ピ ュ ー タ 部 門 32 58

3.計 画 部 門 と コ ン ピュー タ部 門 の共 同 18 33

4.計 画 担 当 部 門 1 2

q

'謝

●

'

力 の もとで の 開発 が ほ とん どで あ る こ とが わ か る。 した が って現 在 の と ころ コ

ン ピュ ー タ部 門 の協 力 な しには計 画用 の新 しい プ ロ グ ラムを 開発 す る こ とは 困

難 で あ り,そ れ が計 画業 務 にお け る コ ン ピ ュー タ利 用 の 大 きな制 約 にな っ て い

る よ うで あ る。 コ ン ピュ ー タ部 門 の協 力 は既 存 の プ ロ グ ラム利 用 に際 して も不
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い 。

コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 方 法 件 数 %

1.コ/ピ ュ 一 夕部 門 に す べ て ま か せ る 10 18

2.デ ー タ の み 準 備 34 62

3.計 画 担 当 者 が ほ と ん ど処 理 す る 7 13

4。 そ の 他 1 2

計 画 策 定 に お け る コ ン ピュー タ利 用 上 の 問題 に つい て は,す で に み た よ うに,,

プ ログ ラム 開発 の 時 間,人 員 的 な制 約 を あげ る企 業 が もっ と も多 く,こ の 面で

の サ ポ ー トを ね らい とす るMDSの 意 義 が 裏 づけ られ た 結 果 と もな ってい る。

また,計 画 用 モ デ ル に 関す る問題 を指 摘 す る企 業 もか な りあ る こ と も注 目され

る。 この 点 はORを は じめ とす る計 画 用 モ デ ルの 開発,普 及 に依 存 す る と ころ

が大 きい 。 計 画 モ デル の 欠 点 につ い て ア メ リカの 調査 結 果 を参 考 に示 して お く

と表4-10の よ うな 結 果 が 出て い る。 その い くつ か の点 は コ ン ピュ ー タの 利

用方 法 を工 夫 す る こ とに よ って改 善す る こ とが 可能 と思 わ れ る。 計 画策 定 に お

け る問題 点 と して,コ ン ピュ ー タ ・コス トが ほ とん ど と りあげ られ てい な いが,

これは ま だ それ ほ ど厳 密 な 費 用計 算 が行 わ れ て い な い た め で あ ろ う。

4.1,3計 画 デー タの 維 持,管 理

計 画 策 定 の ため に必 要 な デー タの 収 集,維 持 は そ れ 自体一 つ の大 きな問題 で

あ る。 ま ず 各 部 門 で発 生 す る デ ー タの 管理 につ い て は 部 門 ご とに維 持 してい る

企業 が 多 い が,共 通 利 用 が 可 能 な よ うな集 中管 理 を 行 っ て い る 企 業 の 例 も

あ る。
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表4-9計 画 策 定 における コン ピュータ利 用上 の問 題 点(問6)

問 題 点 件 数 %

1.問 題 ごと に各 々 ブ ・グ ラム を作 成 しなけ れ

ば な らな い の で 時 間 的,人 員 的 に コン ピ ュー

タ利 用 が制 約 され る。

23 42

2.専 門 の プ ログ ラマ ー(シ ステ ム分析 者)に

頼 め るが,必 要 な処 理 内容 を十 分 に理 解 して

も ら うの が大 変 な 仕事 で あ る。

15 27

3.プ ログ ラム作成 に 時 間が か か る の で,継 続

的 に利 用 が 見込 ま れ る処 理 プ ログ ラム が 中心

で,そ の とき どき に必要 が 生 じた処 理 は手 作

業 で 行 うこ とが 多 い。

36 65

4.す で にあ る プ ログ ラム を利 用 す る場 合 で も,

処理 の必 要 を感 じて か ら結 果 が 得 られ るま で

の 時 間(Turnaroundtime)が 長 くか か

る。

13 24

5コ ン ピュー タ利 用 に 際 し,利 用 者 側 に 余 り

に も多 く利 用上 の知 識,作 業 が 要 求 さ れ るの

で 利 用 しに くい。

5 9

6.コ ン ピ ュー タの 使 用 コス トが利 用部 門 に賦

課 され,そ の 額 が 大 きい。

1 2

7.コ ン ピュ ー タ を使 って計 画 を 策 定 して も表

現 形 式 が数 値 デ ー タ中 心で あ るた め,ト ップ

マ ネー ジ メ ン トの 利 用 に と って 難 解 で あ る。

11 20

8.経 営 計 画策 定 用 モ デルに 適 当 な もの が な い。 15 27

9.そ の 他(具 体 的 に御 記 入 下 さ い。) 7 13
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表4-10企 業 モ デ ル の欠 点 〔 出 所:T.H.Nayloret.,

Corporatesimulation

models,SIMULATION,

June,'75.

企 業 モ デ ル に つ い て の ア ン ケ ー ト調

査(346社)の 結 果 で あ る 〕

柔軟 性 に欠 け る

ドキ ュ メ ン トが貧 弱

入 力 デ ー タが 多過 ぎる

出力様 式 に柔 軟性 が な い

開発 期 間 が 長 す ぎ る

運 用費 用 が高 す ぎ る

欠 点 な し

開発 費用 がか か りす ぎる

モ デ ル の ユ ーザが モ デ ル開 発 を理 解 しな い

分 析 過 程 が理 解 で きない

ア ウ トプ ッ トが 詳 細 で な い

ユ ー ザ向 き で ない

結 果 が 明 らか に不 正 確

ア ウ トプ ッ トが詳 しす ぎる

意 図 した こ とを モ デル化 してい な い

25%

23

23

11

11

表4-11 デ ー タの 管理 体 制(問5-1)

デ ー タ の 管 理 体 制 件 数 %
1

1.ほ とん どの デ ー タが 共 通 に利 用 され る 6 11

2.全 社 的 に扱 うデ ー タ につ い て集 中管 理 12 22

3.部 門 で維 持 ・管 理 34 62
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次 に業務 上 発 生 す る デ ー タ と計画 策 定 に 用 い られ る デ ー タ との 関連 で あ るが,

表4-12を み る と大 半 の企 業 が 業務 デー タを何 らか の形 で参 照 してお り,ま

た そ れ と と もに計 画 用 の 独 自の デー タ を作 成 して い る企 業 も多 い 。 別途 に 作成

す る計 画 用 の デ ー タの みを 用 い る例 は 数 社 に す ぎない 。

表4-12 業 務 デ ー タ と計画 用 デー タの 関係(問5-2)

業 務 デ ー タ と計 画 用 デ ー タ の 関 係 件 数 %(55)

1.業 務 デ ー タ の大 部 分 を参 照 10 18

2.業 務 デ ー タ を 加工 して 利 用 13 24

3.2に 加 え て計 画 用 の 独 自の デ ー タ も利 用 27 49

4.大 部分 の デ ー タは 別途 作成 さ れ る 4 7

デ ータ の維 持 お よび 表 現 形式 につ い て は 表4・-13お よび表4-14の よ う

な結 果 が 得 られ て い る。 これ か ら全社 的 な い しは 部 分 的 にで も表 現 形 式 を統 一

して い る企業 が60%を こえ,部 門 ご とに バ ラバ ラな表現 形 式 を と ってい る企

業 数 を上 回 って い る。 コン ピュー タに お け る デ ー タの記 録 形 式 は 関連 す る プ ロ

グ ラム の間 で の 統 一 を考 え て い る企 業 が 多 く,デ ー タ の集 中 管理 シス テ ム を採

用 して い る企 業 の 例 は ま だ 少な い。

表4-13 デー タ表 現 形 式 の統 一(問5-3)

統 一 表 現 デ ー タ の 採 用 規 模 件 数 %

1.全 社 的 に 統 一 し た 表 現 形 式 11 20

2.部 分 的 に 統 一 し た 表 現 形 式 24 44

3.表 現 形 式 は 統 一 さ れ て い な い 18 33

4.そ の 他 1 2

)
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表4-14 記録媒体上 におけ るデータの表現形 式(問5-4)

記 録 媒 体 上 に お け る デ ー タ表 現 形 式 件 数 %

1.情 報 管理 シス テ ム に よる集 中 管 理 3 6

2.共 通利 用が可能 な形式 を採 用 9 16

3.部 分 的 に統 一 25 45

4・ プ ロ グ ラム ごとに 個 別 の表 現 形 式 を 用い る 12 22

5そ の 他 2 4

最 後 に,経 営 計 画 に対 す るサ ポ ー トを ね らい とす るMDSア プ ロ ーチ につ い

て 各 社 の 感 想 を 聞い て み た結 果 は表4-15の とお りで あ り,80%の 企 業 が

MDSに 関 心 を もって い た り,あ る いは す で に類 似 の シ ス テ ムを計 画 な い しは

導 入 して い る こ とが 分 り,こ の種 の シ ステ ム に対す る関 心 の 高 さをみ る こ とが

で き る。

表4-15 MDSに 対する関心(問7)

⑨

MDSに 対 す る 関 心 度 件 数 %(55)

1.MDSに 関 心 が あ る 25 45

2.MDSと 同様 の シス テ ム を導 入 な い しは計 画

して い る
11 20

3.関 心 が な い。 そ の 場合

A.現 在 の シ ステ ム で 十 分 で あ る

B.MDSと は 別 の シス テ ム構 想 を もって い る

11 20

A 4

B 6
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「経 営 計 画情 報 シ ス テ ム形 成 に 関す る ア ン ケー ト調査 票 」

一本 調 査 に つ い て の お 問 い 合 せ 先 一

(財)日 本 情 報処 理 開発 セ ン ター 調 査 課

電 話 東 京03-434-8211内 線539

〒105東 京 都 港 区 芝公 園3-5-8機 械振興会館内
●

問1

問2

貴社 の経営計画 システムは次の どのサブ システ ム(個 別計画)か ら構成 され

ています か。回答用 紙(別 添)の 該当す る項 目の 番号 に○印を御記入下 さい。

1.販 売計画(需 要予測 をも含 む)

2.生 産計 画

3.設 備計画

4.原 材料調 達計画

5.研 究開 発計画

6・ 人員計画

7.財 務計画

8.そ の他計画(具 体的名称 を御記 入下 さい。)

[]
貴 社 の 上 記 サ ブ シ ス テ ム と全 体 的(全 社 的)経 営 計 画 シ ス テ ム と の 関連 は ど

の ど うに な っ て お りま す か 。 該 当 す る 項 目 の 番 号 を 回 答 用 紙 に 御 記 入 下 さ い 。

1.各 計 画 サ ブ シス テ ム が 完 全 に 連 動 す る 形 で 全 体 計 画 シ ス テ ム が 構 成 さ れ て

お り,サ ブ シス テ ム に お い て 策 定 さ れ た 個 別 計 画 は そ の ま ま 全 体 計 画 シス テ

ム に用 い ら れ る。

2.全 体 計 画 サ ブ シ ス テ ム に お い て 一 部 の サ ブ シス テ ム は 連 動 して い る が,他

の サ ブ シス テ ム と の間 で は,調 整 を 行 な っ て い る。

3.各 計 画 サ ブ シス テ ム に お い て 策 定 さ れ た 計 画 を用 い て 全 体 的 計 画 が 策 定 さ

'
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れ るが.そ の際に はサブシステムの間 でかな りの調 整 を行 な っている。

4.全 体的経 営計画 システ ムは上記計画 の一部(例 えば販売 ,生 産,財 務等)を

もちいて構成 され ている。 その場合構成 され てい る計画 の番号また は名称 を全

て記 入 して下 さい。

[]
5.個 別 の 計 画 サ ブ シス テ ム と は 別 途 に全 体 的 経 営 計 画 が 策 定 さ れ て い る

。

問2-1問2で1と お 答 え の 場 合 ,全 体 計 画 策 定 の 方 法 に つ い て 該 当 す る項 目の 番 号

を 回 答 用 紙 に 記 入 下 さ い 。

1.コ ン ピ ュ ータ ・モ デ ル に よ っ て 計 画 サ ブ シ ス テ ム を 連 動 さ せ て い る
。

2.各 計 画 サ ブ シ ス テ ム か ら 出 さ れ た 計 画 を調 整 を 加 え な い で 手 作 業 に よ っ て 全

体 計 画 に ま と め あ げ て い る 。

3.そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い 。)

[]
問2-2問2で2ま た は3と お 答 え の 場 合 ,調 整 を必 要 とす る 理 由 に つ い て 該 当 す る

項 目 の 番 号 を 回 答 用 紙 に 御 記 入 下 さ い。

1.計 画 サ ブ シ ス テ ム に よ って 計 画 期 間 が 異 な る の で 全 体 計 画 の 期 間 に 合 わ せ て

調 整 す る必 要 が あ る。

2.計 画 の 前 提 条 件 な ど に つ い て 各 サ ブ シ ス テ ム 担 当 部 門 間 で 意 見 をか わ し計 画

を 調 整 す る必 要 が あ る。

3.各 サ ブ シ ス テ ム は そ れ ぞ れ 性 格 が 異 な って い る の で 連 動 さ せ られ な い し
,そ

の 必 要 も な い 。

4.現 在 は手 作 業 で 調 整 して レ・る が 将 来 は コ ン ピ ュ ー タ ・モ デ ル を 利 用 して 連 動

さ せ る べ く検 討 して い る 。

5.そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い。)

[]
問2-3問2で4ま た は5と お 答 え の 場 合,全 体 計 画 シ ス テ ム の 概 要 に つ い て 該 当 す る
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項 目 の 番 号 を回 答 用 紙 に 御 記 入 下 さ い 。

1.全 体 計 画 策 定 の た め の コ ン ピ ュ ー タ ・モ デ ル を利 用 して い る。

2.個 別 の サ ブ シ ス テ ム とは 別 の 方 式,ス ケ ジ ュ ー ル に も とづ き手 作 業 に よ っ て

全 体 計 画 を 策 定 し て い る 。(部 分 的 な コ ン ピ ュ ー タ 利 用 を も含 む)

3.そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い 。)

[]
問2-4全 体的(全 社的)経 営計画策定を担 当され る部門 の名称を回答用 紙 に御記入下

さい。

[]
問3.問1で お 答 え い た だ い た 計 画 サ ブ シ ス テ ム に お い て コ ン ピ ュ ー タ は,ど の よ う

に利 用 さ れ て お りま す か 。 下 記 記 入 要 領 お よ び 記 入 例 を 参 考 に し て 該 当 す る 項 目

に 御 記 入 下 さ い。 御 回 答 は,回 答 用 紙 を 御 利 用 下 さ い 。

、

亀
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計 画サ ブ
シス テ ム名称

コン ピュ ータ

利 用 の 有 無

コン ピ ュータ利

用 の形 態

使用されてい

る主要な手法

使 用 され て いる

フ廿グラム の種類
計画の期間

計画のサイクル

(作 成間隔)

(例)販 売 計 画 ㊨,無 婁魂 ⑪ ・・
()

P,⑰
1234,,,

5,6,⑦8

1,2,3,④

5,6,7,8

1.販 売 計 画 有,無
B,O,T1,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

2.生 産 計 画 有,無
B,0,T1,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

3.設 備 計 画 有,無
B,O,Tl,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

4.原 材 料 調達 計 画 有,無
B,O,T1,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

5.研 究 開発 計 画 有,無
B,0,T1,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

6.人 員 計 画 有,無
B,0,Tl,T2

そ の他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

7.財 務 計 画 有,無
B,0.Tl,T2

そ の他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

8.そ の 他

()
有,無

B,O,T1,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8

() 有,無
B,0,T1,T2

そ の 他

()

P,U
1,2,3,4

5,6,7,8

1,2,3,4

5,6,7,8



〔記 入 要 領 〕

① コ ン ピ ュ ータ 利 用 の 有 無

有無 い ず れ か に ○ 印 を御 記 入 下 さ い 。⑱ の 場 合 に は ②,④ に つ い て は回 答 す

る必 要 は あ り ま せ ん 。

② コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 形 態

下 記 の いず れ か に ○ 印 あ る い は 名 称 を御 記 入 下 さ い 。

B:バ ッ チ 処 理

0:オ ン ライ ン バ ッ チ 処 理

T1:タ イ ム シ ェア リン グ 処 理(社 内 シ ス テ ム を 利 用 し て い る場 合)

T2:〃(商 用TSS(DEMOS,MARKIIな ど)

を 利 用 し て い る 場 合)

そ の 他 の 場 合 は具 体 的 に 御 記 入 下 さ い。

③ 使 用 され て い る手 法

下 記 の い ず れ か の 番 号 あ る い は 名 称 を 御 記 入 下 さ い 。 利 用 な さ っ て い る も の

全 て に つ い て お 答 え 下 さ い 。

1.時 系 列 分 析(指 数 平 滑 法,EPAな ど)

2

3

4

5

6

7

8

9

多 変 量 解 析 法(因 子 分 析,相 関 分 析 な ど)

計 量 経 済 分 析 手 法(回 帰 分 析,連 立 モ デ ル な ど)

産 業 連 関 分 析

数 理 計 画 法(LPな ど)

ネ ッ トワ ー ク 理 論(PERTな ど)

シ ミ ュ レ ー シ 。 ン分 析

積 み 上 げ方 式

そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い 。)

④ プ ロ グ ラ ム の 種 類

Pま た はUい ず れ か 該 当 す る も の に ○ 印 を 御 記 入 下 さ い 。

P:ア プ リケ ー シ 。 ン パ ッケ ー ジ ブ ロ グ ラ ム ま た は 外 部 作 成 プ ロ グ ラ ム

U:利 用 者 が 独 自 に 開 発 した プ ロ グ ラ ム
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⑤ 計画の期間

下記 のいず れか該 当す るものの番号 に○印 を御記入下さい。

1

2

3

4

5

6

7

8

半 年 未 満

半 年

1年

2年

3年

4年

5年 以 上

そ の 他

⑥ 計画 の策定サ イクル(作 成間隔)

下記 のいずれ かの該当する番号 に○印 を御記入下 さい。

1

2

3

4

5

6

7

8

1ケ 月 ご と

3ケ 月 ご と

半 年 ご と

1ケ 年 ご と

2ケ 年 ご と

3ケ 年 ご と

5ケ 年 ご と

そ の 他

■

牢
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問4.経 営 計 画 策 定 に お け る コ ン ピ ュ ータ 利 用 に つ い て 該 当 す る 項 目 の 番 号 を回 答 用

紙 に 御記 入 下 さ い 。

問4-1プ ロ グ ラ ム の 開 発 は 主 に ど の 部 門 が 担 当 さ れ て お り ま す か 。

1.外 部 の ソ フ トウ ェ ア 会社 に 依 頼 す る。(外 部 パ ッ ケ ー ジ 活 用 も含 む)

2.コ ン ピ ュ ー タ 部 門 が お こ な う

3.計 画 担 当 部 門 と コ ン ピ ュ ー タ 部 門 とが 共 同 し て お こ な う

4.計 画 担 当 部 門 が お こ な う

5.そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い)

「 ]
問4-2コ ン ビ=一 夕 の 利 用 方 法 は 次 の ど の よ う に行 な っ て お り ま す か 。

1.処 理 プ ロ グ ラ ム 名 お よ び使 用 デ ー タ 名 を 指 示 す る。 そ の他 は コ ン ピ ュ ー タ 部

門 に ま か せ る 。

2.使 用 デ ー タ は 準 備 す る が あ とは 全 て ま か せ る。

3.使 用 デ ー タ,コ ン ピ ュ ー タ 制 御 デ ータ ま で 利 用 者 が 準 備 す る 。

4.そ の 他

「 ]
問5.経 営 計 画 策 定 過 程 で取 り扱 うデ ー タ の 維 持,管 理 は ど の よ う に な さ れ てお りま

す か 。 該 当 す る項 目 の 番 号 を回 答 用 紙 に 御 記 入 下 さ い。

問5-1貴 社 で経 営 計 画 策 定 に 関 係 し て い る各 部 門 に つ い て あ る部 門 で 取 り扱 わ れ る デ

ー タ は
,他 の 部 門 で は ど の よ うに参 照 さ れ て お りま す か 。

1.社 内 で取 り扱 うデ ータ は,ほ とん ど,部 門 と は か か わbな く共 通 に 利 用 さ れ

て い る 。

2、 全 社 的 に 取 り 扱 うデ ー タ が あ り,そ れ に つ い て は 各 部 門 共 通 の 資 料 管 理 者

(部 門)が あ る 。

3.デ ー タ は 各 部 門 ご とに 維 持,管 理 さ れ て い る が 他 部 門 か らの 参 照,問 い 合 せ

もか な り頻 繁 に 行 な わ れ て い る。
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4.そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い)

[ ]
問5-2経 営 計 画 策 定 に お い て 利 用 さ れ て い る デ ー タ は 他 の業 務 上 で 取 り 扱 わ れ て い る

デ ー タ と ど の よ う に 関 連 し て お り ます か。

1.業 務 上 の処 理 過 程 で 取 り扱 わ れ る デ ー タ は 大 部 分 計 画 過 程 で も参 照 さ れ る。

2.業 務 上 で 取 り扱 わ れ る デ ー タ を処 理,加 工,集 積 して 計 画 策 定 に 利 用 され て

い る。 計 画 過 程 で 取 り扱 わ れ る デ ー タ の 大 部 分 を 占 め て い る。

3.2の よ う に して 作 成 さ れ る デ ー タ と計 画 策 定 で 独 自 に作 成 す る デ ー タ も利 用

す る。

4.計 画 策 定 過 程 で は 大 部 分 が 業 務 上 で 取b扱 わ れ るデ ー タ と は 別 の も の で あ る。

5.そ の 他(具 体 的 に 御 記 入 下 さ い 。)

[ ]
問5-3デ ー タ は 何 らか の 形 で 資 料 と し て 記 録 さ れ 利 用 に 便 利 な よ う に工 夫 さ れ て い る

と思 い ま す が,デ ー タ の表 現 形 式 に つ い て 貴 社 で は ど の よ うな 工 夫 を 行 な っ て お

られ ま す か 。

1.全 社 的 に あ る統 一 した 表 現 形 式 を 採 用 し,ほ とん ど が そ れ に従 っ て記 録 さ れ

て い る。'

2.部 門 別 あ る い は デ ー タ の 内 容 に よ り い くつ か の 表 現 形 式 を 採 用 し,各 々 そ れ

に従 っ て 記 録 さ れ て い る。

3.デ ー タ の 表 現 形 式 に つ い て は 各 自(各 部 門)が,そ の 都 度 適 した 表 現 形 式 で

記 録 す る。

4.そ の他(具 体 的 に御 記 入 下 さ い 。)

「]
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問5-4貴 社 で 取 り扱 うデ ー タ の 全 部 ま た は 一 部 に つ い て ,コ ン ピ ュ ー タ の 周 辺 機 器 を

記 録 媒 体 と し て利 用 さ れ て い る場 合,そ の デ ー タ に つ い て 表 現 形 式 を ど の よ うに

工 夫 さ れ て お ります か 。

1.情 報 管 理 シ ス テ ム(デ ー タ ベ ー ス 管 理 シス テ ム)を 導 入 し,デ ー タ の 管 理 は

統 一 して 行 な っ て い る。

2.情 報 管 理 シス テ ム は導 入 し て は い な い が,全 社 的 に 全 て の 処 理 に 利 用 可 能 な

よ うに 統 一 し た表 現 形 式 を 採 用 し て い る。

3.関 連 す る処 理(プ ロ グ ラ ム)を グ ル ー ピ ン グ して,そ の 間 で は 統 一 した 表 現

形 式 を 採 用 して い る。

4.各 処 理(プ ログ ラ ム)に 応 じ て 別 個 に表 現 形 式 を も ち い て い る。

5.そ の 他(具 体 的 に御 記 入 下 さ い)

問6.

[ ]
経 営 計 画 策 定 に お け る コ ン ピ ュ ータ 利 用 上 の 問 題 点 に つ い て 該 当 す る項 目 の 番

号 を回 答用 紙 に御 記 入 下 さ い。

1.問 題 ご と に 各 々 プ ロ グ ラ ム を作 成 し な け れ ば な らな い の で 時 間 的,人 員 的 に

コ ン ピ ュ ー タ 利 用 が 制 約 さ れ る。

2.専 門 の プ ロ グ ラ マ ー(シ ス テ ム分 析 者)に 頼 め る が,必 要 な処 理 内 容 を 十 分

に理 解 して も ら う のが 大 変 な 仕 事 で あ る。

3.プ ログ ラ ム 作 成 に 時 間 が か か る の で,継 続 的 に 利 用 が 見 込 ま れ る処 理 プ ロ グ

ラ ム が 中 心 で,そ の と き ど き に 必 要 が 生 じ た 処 理 は 手 作 業 で お こ な う こ と が 多

い 。

4.す で に あ る プ ロ グ ラ ム を 利 用 す る場 合 で も,処 理 の 必 要 を感 じ て か ら結 果 が

得 ら れ る ま で の 時 間(Turnaroundtime)が 長 くか か る 。

5.コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に際 し,利 用 者 側 に 余 りに も多 く利 用 上 の 知 識,作 業 が 要

求 さ れ る の で利 用 し に く い 。

6.コ ン ピ ュ ー タ の 使 用 コ ス トが 利 用 部 門 に 賦 課 さ れ,そ の 額 が 大 き い 。

7.コ ン ピ ュ ー タ を 使 って 計 画 を 策 定 して も 表 現 形 式 が 数 値 デ ー タ 中 心 で あ るた
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問7.

め,ト ップ マ ネ ージ メ ン トの 利 用 に と っ て 難 解 で あ る。

8.経 営 計 画 策 定 用 モ デ ル に 適 当 な も の が な い 。

9.そ の 他(具 体 的 に御 記 入 下 さ い 。)

[ ]
週 刊 コ ン ピ ュ ー タ 連 載 中 の 「MDS-MISの 新 しい 展 開 」(1～3)を 同 封

しま した が,貴 社 に お け る今 後 のMISの 展 開 を 含 め て御 感 想 を回 答 用 紙 に お 聞

か せ 下 さ い 。

1.MDSに 関 心 が あ る。(MDSの ど の よ う な 点 に つ い て 関 心 をお 持 ちで す か 。

具 体 的 に 御 記 入 下 さ い 。)

[]
2.MDSと 同様の システム を導入 ない しは計画 している。(さ しつかえない範

囲で具体的 に御記入下 さい。)

[]
3.関 心 が な い 。 そ の 場 合

A.現 在 の シ ス テ ム で 十 分 で あ る。

B.MDSと は 別 の シ ス テ ム構 想 を も っ て い る。(さ し つ か え な い 範 囲 で 具 体

的 に御 記 入 下 さ い 。)

[]
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4.2経 営 計 画 プ ロセ ス に お け る コ ン ピ ュー タ利 用

は じ め に

MDSは 実 戦 的 なMISを 目標 と して い る と ころか ら,そ の概 念 的 な研 究k'

よび シス テ ム構 築 と と もに,実 際 の企 業 に おけ る経 営 計 画 プ ロ セス を 対 象 と し

たMDSの 実 験 的 な導 入,運 用 が 望 ま れ る。 この 点 に 関 して ,今 年 度 は幸 い に

も顧麟 麦 酒 株式 会 社 の 御協 力 を得 る こ とが で きたの で,と くに 同 社 の長 期 計 画

プ ・セス に っい て の デ ー タ を基 礎 と しな が ら具 体的 な シス テ ム 設計 を試 み た。

しか し,なにぶん に もMDSの 基 礎 的研 究 と並 行 して の研 究 で あ った の で今 年 度

中 にお い て は ま だ実 際 の経 営 計 画 プ ・セ ス と関連 させ て シス テ ムの 運 用 を試 み

る とこ ろま で は い って い な い 。 これは 近 い将 来 の課 題 に した い。

今 回,願 麟 麦 酒株 式会 社 の 長 期 計画 プ ロセ ス を研 究 対 象 と したの は,第 一 に

当協 会 にお け る他 の プ ロジ ェ ク トにお い て 同社 を対 象 とす る ケ ー ス ス タデ ィが

行 わ れ て い た こ と,第 二 に同 社 の製 品 が少 品種 生 産 で あ り,最 初 の シス テ

ム と して適 当 と思 わ れ た こ と ,そ して 第 三 に長 期 計 画 は そ の プ ロセ スが 部外 者

に も比較 的理 解 しや す い こ とが 予 想 され た か らで あ る。 しか し これ ら の こ とは

む しろ プ ロ ジ ェク トの進 行 上 の 都 合 か らとい った方 が よ く,MDSは 長期 計画

や 少 品種 生 産 企 業 にのみ 適 用 さ れ る とい うの で は な く,汎 用 性 を備 え て い る。

したが って,こ の ブ・ジェクト も次 年度 に お い て は多 品種 生 産企 業 を対 象 と した

シス テ ム開発 を予 定 して い る。 そ の 際 に は この蝶麟 麦 酒株式会社 を対象 とした研

究 の経 験 が 基 礎 とな る こ とは い うま で もな い。

以 下,同 社 に お け る長 期 計 画 プ ロセ ス の概 要 とコ ン ピ ュー タ利 用 につ い てみ

て い くこ とに す るが,そ の 内容 は 必 ず しも同社 の計 画 プ ロセ ス を 正 確 に フ ォ ロ

ー した もの とは な って い な いか も しれ な い
。 部 外者 に と って,多 数 の 人 々 と多

くの時 間 を費 して 行 わ れ て い る 現 実 の 計 計 プ ・ セ ス を短 時 間 の 間 に完 全 に

理 解 す るこ とは不 可 能 であ る し,ま た実 験 的 シ ステ ム の性 格 か ら,細 部 に わた

る 部分 をか な り省略 して もい る。MDSの ア イ デア を実 際の 計 画 プ ロ セス に な
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じませてい く努 力 はや は り企 業 サ イ ドの 人々 に期 待 しな けれ ば な らない 。

421需 要 予 測 と販 売 計 画

どの よ うな 業 種 で あれ,長 期 計 画 は まず需 要予 測 か ら始 ま り,生 産,販 売,

設 備,人 員 計 画 な どの 計 画 に進 み,そ して最 後 に予 想 財 務 諸 表 に もとず く業績

の 目標 を立 て る とい う一 連 の プ ロ セス には そ う大 きな違 い は な い と思 われ る。

これ か らみ よ う とす る長 期 計 画 プ ロセス もそ の一 つ の典 型 的 な例 とい え よ う。

需 要予 測 は ま ず ビール の 全 消費 量 の予 測 か ら始 め られ る(以 下 の 説 明 では 清

涼 飲 料 な ど他 の 製 品は 省 略 す る)。 この た め に過 去 の市 場 需 要 を 説 明す る ため

の 回帰 モ デ ルが 作 られ る。 説 明変 数 と して はGNP,物 価 指 数,人 口,天 候 指

標,ビ ール 販 売価 格 な どが 用い られ る。 長 期計 画 は5年 間 を計 画 期 間 と して 毎

年 改 訂 してい くこ とに してい るの で,回 帰 モデ ル につ い て も前年 度 の経 験 を利

用 で き るが,そ れ で も安 定 した 回帰 式 を得 るた め には か な りの本 数 の 回帰 式 を

求 め る必 要 が あ る。 回帰計 算 に あ た って コ ン ピュー タが 利 用 さ れ て い る こ とは

い うま で もな い。 全 ビー ル の 需 要 予 測 は 回帰 モ デル に よる結 果 と と もに,各 支

店 に対 してそ れ ぞ れ の担 当地 域 の需 要 見 通 し を求 め,そ れ らを積 み上 げ た結 果

も参 考 に され る。 ま た,製 品需 要 の過 去 の伸 び率 な どに も とず く担 当 者 の経 験,

勘 な どに よる調 整 が加 え られ る。 この よ うに して決 定 され る ビー ルの 全 需 要量

は顧 麟 麦 酒 社 と他 社 との 販 売 量 に区 分 さ れ,さ らに 品種 別 に 分 解 され て い く。

同社 と他 社 の 区 分 につ い て は 過 去 の シ ェ アの分 析 と と もに販 売部 門 におけ る

各市 場 ごとの す う勢,そ の 他 多 角 的 判 断 が加 え られ 決 定 され る。 ま た,品 種 別

の分 解 に際 しては 過去 の品 種 別 の割 合 の推移 が 分析 され,そ の結 果 に も とず く

品種 の構 成 比 の 想 定 値 が 用 い られ る。

膜 麟 麦 酒 社 全 体 の 品種別 の 販 売量 が決 定 され る と,こ れ をさ らに支 店 別 に 割

当 て,品 種 別,月 別 の 販 売量 が決 定 さ れ る。 そ の際 には 支 店 別 の 過 去 の 販 売実

績 や販 売 デ ー タの 時 系 列 分析 に も とず く季節 指数 な どが 用 い られ る。 この よ う

に需 要予 測,販 売 計画 の 段 階 で は 製 品需 要 や販 売 シ ェア,そ して一 般 経済 環 境
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な どにつ い て の デ ー タの収 集,維 持 と時 系列 分析,回 帰 分 析 を 中心 とす る分 析

手 法 が必 要 とされ る。

4.2.2需 要 と供 給能 カ ー 需給計 画

現行の設備 能力,稼 動状況を前提 とした ときに販 売計画 を十分 にまかな うだ

けの生産 が可 能か どうか,合 せて設備能力の新増 設の必要性 を検 討 し,設 備計

画へ つないでい こ うとす るのが この需給計画であ る。

工場 の生産能 力の算定 にあた っては さまざまな要 因が考慮 されなければな ら

ない。工場別の生産能 力,稼 動 日数,残 業,ス トな どに よる減産 な どがその例

であ る。 そこで これ らの基礎 デー タの収集,維 持 とともに,将 来に予想される

い くつかのケースについて,あ らか じめ供給能 力の幅を求 めて お く必要があ る

が,そ のため にシ ミュレー シ ョン ・モ デル に よ る 分 析 を 行 っ て い る。 分析

の結 果,供 給能力 の不足が見込 まれ る場合 には,現 行 設備 の操業条 件を許され

る範囲で変 更 し増産 をはか り,な おかつ不足す る場 合 には工場 の新増設が検討

される。

次 に全体 と して の供給能 力を各工場の間に どの ように配分す るかが検討 され

る。 このためには各支店 の需要 量,各 工場 と各支店,各 倉庫 との距離的関係,

工場,倉 庫 におけ る在 庫能 力な どを織 り込んだ形 で線型計画法を用い た工場別

の最適 生産計画 が求め られ る。 この様 に して最終 的な需給計画 が決ま り,支 店

別の販売計画,工 場別 の生産 計画 そ して工場 別の新増設計画が決定 されてい く

のである。

この ように,こ の需給計画の段階 では各工場 か ら計画 の基礎 となる各種の デ

ータを求めた り,シ ミュレーシ ョン,線 型 計 画 法 な ど各 種 の数 量 分析 を行

うた めに社 内の専門家 との協 力が 必要 になって くるのであ る。

423容 器,原 料,お よ び そ の 他 の材 料 の 受 払 い計 画

ビール 会 社 に よ って,ビ ンや箱 な どの容 器 類 の必 要量 を正 し く予 測 し,そ れ
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図4-1長 期 計 画 サ ブ モ デ ル 関 連 図
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に見 合 った数 量 を確 保 す るこ とは生 産 の た め の 必要 条 件 で あ り,ま た容 器 類 の

コス トの 低減 を は か る こ とは 利 益 率 を 高 め る 上 での 重 要 な方 策 の 一 つ とな っ て

い る。 現 在 の と ころ,ビ ー ルの ビンは 回 収 ・再使 用 さ れ る の で新 ビンの投 入必

要量 を求 め るた め に は ま ず その よ うな古 ビンの 回 収 数 の 予 測 が 行 わ れ な げ

れば な らな い。 ビンの 回収 数 は,い うま で もな く,出 荷 され た ビー ル の本 数 と

密接 な 関 連 を もって お り,そ れ らの 関係 を統 計 的 に処 理 した 回 収予 測 モ デル が

作 られ る。 それ は 基 本 的 にはEPA法 な どに よる 時 系 列 分 析 を 用 い て 行 わ

れ る。 そ して この 回 収 予 測 モ デル を用 い,需 給 計 画 にお いて得 られ た 販売 数量

をイ ン プ ッ ト ・デ ー タ と して 月 別 の古 ビンの 回収 数 が求 め られ るの で あ る。

次 に ビ ンの必 要 本 数 は需 給計 画 に お け る月別 の生 産 計 画 に 基 づ い て 求 め ら

れ,こ れ か ら ビンの 繰 り越 し在 庫 と回収 さ れ る 古 ビン を引 い た部 分 が新 ビ ンの

必要 本 数 とい う こ とに な る。 なお,ビ ンの 必 要 本数 を算 定 す る場 合 には工 場 段

階 にお け る ビンの破 損 に 加 えて,商 品 の安 全 性 お よび 品 質 保 全 の見 地 か ら,不

良 ビンの廃 棄 が 加 味 され る。

も う一 つ の 容 器 で あ る箱 に つい て は,古 ビン の 回収 と関 連 づけ て,箱 の 回 収

が予 測 され,同 じ く生 産 本 数 との 関 連 で求 め られ る必 要 な 箱数 と合 わ せ て受 払

い計 画 が 作 られ る。

ビー ルは モ ル ト(麦 芽)を 主原 料 と して,こ れ にホ ッ プや米,で ん ぷん な ど

を加 え,一 定 の期 間 熟成 した もの を ビン につ め て 生 産 され る。 そ こで 需給 計 画

に見 合 った ビー ル の仕 込 み量(半 製 品)の 受払 い 計 画 が 立 て られ,そ れ に 基

づ いて 醸 造工 場 の需 給 計画 が 作 られ る。 次 に この 半 製 品 需 給 計 画 に 基 い て

原料 の受 払い 計 画 が 作 られ る。 原 料 の 受払 い計 画 は半 製 品 の 仕込 み量 に各 原料

の 使 用 比 率 を か け て 各原 料 の必 要 量 を求 め,繰 り越 した 在 庫量を差 し引いて各 月

の必要 調 達 量 を求 め る とい う比較 的 簡 単 な 計 算 に よ って 作 られ る。

なお,こ の 計 算 の 前 提 と して は,モ ル トとホ ップにつ い ては 国 内産 と輸 入 分

との 割 合 を ど う見 込 むか とい った 判 断要 素 が 加え られ る。 同様 に缶,王 冠 栓,

ラベ ル とい っ た その 他 の 材料 の 受払 計 画 も製 品,半 製 品 需 給 計 画 に 基 づ い て
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計 算 し,作 成 さ れ る。

'

4.24そ の他の計画

そ の他の計画 には設備 計画,要 員計画,そ して財務計 画がある。 まず設備計

画は製品お よび半 製品の需給計画 において決定 された設備の新増設 につい て具

体的 な計画 を検討 す るものであ る。 また設備 の新増 設に ともな う人員の増減 を

ふ くめて,生 産 に必要 な人員 を確保 し,そ のため に必要 な労務 費な どの算定 を

行 うのが要員計 画で ある。

以上が長期計画 に含 まれ る主 な計 画で あるが,こ れ らの計 画は最 終的 には財

務計画 に関連づ けて統合され る。

財務計画の編成 にあたっては,ま ず,そ れぞれの計 画に もとつ いて醸造部 門,

仕上 部門 とい った部 門別 に費 用が集計 され る。 次いで工程別,製 品別 に原 価が

分類,整 理 され,原 価 計 算 が 行 わ れ る。 他方で販 売計画 に もとずいて販売

収入が求 め られ,こ れ らの結果 に よって,通 常 の計 算手続 きを経て予想損益計

算書 が作成 される。財務 計画 ではさ らに予想貸借対照表お よび資金繰 り表 が作

成 され,そ して最後 に各種の経 営分析 指標 が求 め られ ることにな ってい る。以

上が麟麟麦酒株式会社の長 期計画 プロセスの あ らま しであるが,そ れは また他の

多 くの会社の長期 計画 プロセス と多 くの共通 点 を もってい るこ とが容易に予想

され る。

425長 期計 画 プ ロセ スに お け る コ ン ピ ュー タ利 用

現 在 の とこ ろ,麟 麟 麦 酒 社 で は毎 年一 回,企 画 部 を 中心 として 長期 計 画 の 策

定 を 行 っ て お り,需 要 予 測 か ら始 ま っ て計 画 の最 終 的 な 承認 が得 られ る ま

で に相 当 の期 間 を要 して い る。 長 期 計 画 プ ロセ ス にお け る コ ン ピュ ー タ利 用 に

つ い て は 需要 予 測,需 給計 画 な どの 段 階 で回 帰 分 析,時 系 列 分析 ,シ ミュ レ ー

シ ョン,線 型計 画 法 な どに利 用 され て い るが ,デ ー タの集 計 ・整 理 や原 価 計 算

財務 計 算 な どに お い て は 人手 に よる計 算 処 理 が か な り含 ま れて い る。
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計 画 プ ロ セ ス 使 用 者 の ニ ー ズ モ デ ル 情報 処 理機 能

・需要 予 測 デ ー タ の 入 出 力
製

。積 み上 げ予 測

。支店 ・銘柄 ・月別 分 解
一 四 則 演 算

給

計 。需 給 バ ラ ン ス
伸び率,構 成比の計算

画
… 回 帰 分 析

・容器の回収予測 頃 ● EPA法

容 受

器
。半 製品仕込量の算定

線 型 計 画 法
払

o ・原料必要量の算定

原 い シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

材 計

料

・原料の受払い計算

。容器 の受払い計算

■●,

の 画
…

使用者 のこ

一ズ と情報

≡…几
・ビン詰設備の投資額計 算 処理機能の

訳 セ ッ ト と を

備
・

。醸造設備 の投資額計 算
対応づける

要 。人員の増減計算
口

貝

計
。人件 費の計算

画 …

・部 門費 集計
財

・工 程別原価計算

務
・製 品別原価計算

計
。予想財務諸表の作成

画
…

図4-2 長 期 計 画 の シ ス テ ム 構 成
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同 社 の 長期 計画 プ ロ セス には これ ま で みて きた範 囲 では そ う大 きな 問題 点 は

見 当 らな い。 製 品 や 原 材料 の 種類 も少 な い し,工 程 も比 較 的単純 で あ る。 ま た

コ ン ピ ュー タ利 用 に つ い て もシステ ム担 当 者 と計 画 ス タ ッフ の意 思疎 通 は うま

くい って い る よ うで あ る。 た だ,計 画 策 定 に要 す る期 間 が か な り長 い こと,計

画 策 定 の 途 中 や予 想 利 益 な どの 最 終 結果 をみ た 上 で 計画 を作 り直す とい った こ

とが で きに くい,な どの 点 を指 摘 す る こ とが で きる。

わ れ わ れは 顧 麟 麦 酒 社 の 長 期計 画 を対 象 とす るMDSの 第一 段 階 と して ,と

りあえ ず現 在 使用 され て い る各 種 の分 析 手 法 を含 む よ うな システ ム を構 築 す る

こ とに した。 そ の概 要 は 図4-2の とお り で あ る。

た とえ ば 需 要 予測 や容 器 の回 収 予 測 には デ ー タの 入 出 力 ,回 帰 分析,EPA

法 な どが 用 い られ るが,そ れ らは 情報 処 理 機 能 の一 部 と して組 み込 まれ ,モ デ

ル に よる定 義 を媒 介 と して 使 用 者 の ニ ー ズ と関連 づけ られ る こ とに な る
。 同 様

に容 器 や原 材 料 の受 払 い計 算 は デ ー タ の入 出力や 四則 演算機 能 と対 応 づけ られ

よ う。 シス テ ムの具 体 的 な構 成 に つい て は前 述 の カ ー ドベー ス ・シス テ ム の 中

で 説 明 さ れ て い る。
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